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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／ゆーげん







　拝啓。

　お父様、お母様、でもってついでに妹様。

　僕、加か納のう慎しん一いちは現代日本との超空間通路が断たれた異世界──いや、正確には遠い未来世界の神聖エルダント帝国において、元気に過ごしております。どうせ心配はしていないとは思いますが、とりあえず報告まで。

　こっちに残った仲間の光流ヒカルさん、美み埜の里りさんも、元気です。

　可能なら光流さんのご家族にもその旨、伝えてあげてください。美埜里さんはご家族はいないそうですが、友達がいないでもないでしょうし、的まと場ばさんや、同僚の自衛隊の人達も彼女の身を案じているかもしれません。こちらも可能なら彼女は（正直言って必要以上に）元気だと伝えてあげてください。

　それから。

　結婚しました。僕が。

　一応、二次元嫁じゃなくて三次元というか、生身の、生きている女性とです。

　もろもろ──細かく話をすると長くなりますが、事の顚てん末まつをここに記しておきます。

　テレジアによると大規模な超空間通路を安全に開くのにはまだまだ問題が山積みで、この手紙が届くかどうかは分かりませんが、いつか『里帰り』する方法を模索中です。その実験の一環としてこの近況報告を書いてみました。石ころ一つ送ってもつまらないんで。

　あまり期待せずにお待ちください。





加納慎一
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　神聖エルダント帝国エルダント城──謁見の間。

　皇帝陛下にお目通りするための部屋はこのエルダント城に幾つかあるけれど、僕・加か納のう慎しん一いちが今回通されたのは、その中でも最も広い部屋だった。

　なんだか久しぶりな気がする。初めてこの城にやってきたときも、ここに通されたっけ。そういう意味では懐かしいというか、このエルダントと日本が繫つながったドタバタ騒ぎの締めくくりを報告するという意味では、ふさわしいのかもしれない。

（迂う闊かつなこと言って、ぐーぱんち食らったんだよなあ……）

　まあ全面的に僕が悪いのだけれど。

「……まあそういうわけで、当初の計画通りです。これで最大の懸念というか、問題というか、それは解決されたことになります」

　と僕は玉座に座る皇帝陛下に、そしてその左右に居並ぶ重臣達にそう告げた。

「まあ万事オッケーってことで。大団円っていうか？」

　超空間通路を操作してアメリカ軍をこの世界から──この時代から追い出した後。

　僕は事の顚てん末まつを報告するためにこのエルダント城にやってきた。エルダント軍から兵隊さんやら魔法駆動のドラゴン型可変ロボット〈フェイドラ〉やらを借りていた手前、こういう連絡だけは何よりも優先してやっておくべきだと思ったからだ。

　ホウレンソウは仕事の基本。

　いやあ。僕も総支配人が板に付いてきたなあ。まあもう日本との繫がりが絶たれて〈アミュテック〉は有名無実化してるから、明日から無職かもしれんけど。

　……というかその辺どうしよう!?

　などと、僕がものすごくいまさらなことに焦りを感じていると。

「……なるほど？」

　玉座から奇妙に静かな声が漂ってきた。

「万事オッケーか？」

「え？　あ、は、はい？」

「大団円か？」

「……だと……思います……けど……」

　なんだか微妙に不穏な空気に僕はびびりながら──改めて玉座に座る皇帝陛下を見つめた。

　華きや奢しやな体たい軀く、細い手足、陶磁器のように滑らかで白い肌、長く艶やかな銀髪、そして宝玉のように鮮やかな翠みどりを湛たたえた両の目。本当に褒め言葉としての『お人形さんみたい』という表現が、これほどによく似合う人物を僕は他に知らない。なんというか、生身の生臭さがまるでないというか……本当に呼吸してるのかとか、本当にトイレとか行くのかとか、疑問を覚えちゃうレベルだ。

　ペトラルカ・アン・エルダント三世。

　どこからどう観みても『お姫様』としか形容しようのない姿だが、彼女こそがこの神聖エルダント帝国を統べる皇帝陛下であり、絶対君主であり、この謁見の間で僕にぐーぱんちを食らわせた人である。父さんにも殴られたことないのに！　噓うそだけど。

「そうか。計画通りで万事オッケーで大団円か。そぉかそぉか」

　なんだか僕の周りだけ温度が下がったような気がするんだけど、気のせい？

「…………あの……？」

　なんでしょうこれ？　という問いを視線に乗っけてペトラルカの隣──玉座のすぐ右横に立つ銀髪の青年に目を向けるも、彼は痛ましげな表情を浮かべて首を振った。

　え？　何？　何その死刑囚に向ける憐あわれみみたいな表情!?

　ガリウス・エン・コルドバル。

　ペトラルカの親戚──というか従兄いとこだったかな──で、この国の軍事部門において頂点に立つ騎士である。さすがにペトラルカの血縁だけあって、一見するともう非の打ち所のない美形で、世の不平等を嘆かずにはおれないのだけれど。

　彼の反応までなんか変なんですけど、何これ!?

「ならばシンイチよ」

　ペトラルカがわずかに身を乗り出しながら言った。

「アメリカ軍を追い払ったその場で、ミュセルに求婚したのも、計画通りか」

「へっ……!?」

　思わず僕は絶句した。な──なんでそれ知ってるの!?

　ミュセル・フォアラン。

　僕らの屋敷のメイドさんであり、僕がこの異世界に来て最初に出会った人であり、ものすごく可愛かわいいハーフエルフの女の子で、まあ、その、ペトラルカが言うとおり、僕が求婚した相手でもある。

　ちなみにちゃんとＯＫもらえました。やったね。もちろん、優しいミュセルは『オタクだから』なんて理由で拒否することもなく！　これであの日のトラウマを僕は完全に克服し、今新しい人生の……いや、そうじゃなくて。

「なんで知って──」

「…………」

　ガリウスが片腕をすっと肩の高さに挙げると、ばさりと羽音がして──そこに奇妙な生き物が飛んできてとまった。フクロウみたいな姿だけれど、頭がなくて、一つ目が胴体の真ん中についていたりする。

　これって──あれか。確かエルダント軍が監視用に使う魔法生物──精霊の一種だ。以前、僕らがまだペトラルカ達に信用されていなかった頃、こいつが僕らの屋敷を監視していたのを覚えている…………………………ってことは。

「ぜ、ぜ、全部見てた!?」

「…………」

　無言で頷うなずくガリウス。

　それどころか謁見の間に居並ぶ重臣達も揃そろって頷いてきて。

「……シンイチ」

　ふらりとまるで糸か何かに引っ張られた操り人形のように、玉座から立ち上がるペトラルカ。彼女はそのまますたすたと壇上から降りて、僕のところに歩いてくる。

　あ。既視感デジヤブ。

　これって最初に彼女に会って殴られたときと同じ──

「シンイチ！」

「は、はいっ!?」

　いきなり鋭く名前を呼ばれて、僕は思わず背筋を伸ばして叫んでいた。

　同時に白い長手袋に包まれた華奢な手が伸びてきて、僕の襟首を──摑つかむ。

「お主、最後に浮気をしおって！」

　浮気？　それって──

「え？　あの」

　僕は動揺しながらもペトラルカの顔を改めて見る。

　彼女の翡ひ翠すい色いろの円つぶらな瞳は潤んで、目尻には涙すら溜たまっていて、今にも『泣くぞ！』と言わんばかりというか、もう事実上彼女は泣いていて……あああああ!?

「……シンイチ」

　ガリウスが溜め息を一つついて言った。

「陛下はな。お前がニッポンに戻るのがお前の幸せだと思っておられたから、断腸の想いで引き留めず、見送る覚悟をお決めになったのだ」

「それは──あの、いろいろ準備に忙しくて、その」

「見送りに行けばお前を引き留めたくなる。だから敢あえて行かない。そういう陛下のお心遣いを、まあ、お前は無下にしたことになるわけだな」

「いや、でも、それは」

「あまつさえ、その場でミュセル・フォアランに求婚などと……」

　これでは陛下が馬鹿みたいではないか──と言いたいのだろう。

「陛下がご立腹されるのも当然だな」

「シンイチ！」

　改めてペトラルカが僕の襟首を摑んだまま叫ぶ。

「妾わらわも！　シンイチのことをどれだけ好きか、分かっておるのか!?」

「それは──」

　どストレートな美少女からの告白を前に、思わず絶句する僕。

　ペトラルカが僕のことを好きでいてくれるというのは、正直、知っていた。

　でも彼女は皇帝陛下なわけで。この国の絶対権力者であり、この国で最も高貴な身分であり、それゆえに誰かと結婚するとかしないとか、そういうのが自分達の気持ち一つではどうにもならない立場の人間であるわけで。

　だからペトラルカと僕が結ばれることなんてまずないだろうし、それは彼女もよく分かっていると思っていたのだ──けれど。

　ペトラルカの泣き顔は前にも何度か見ているけれど、だいたいいつも彼女を泣かせてるのは僕なんだけども──普段、気が強くて高飛車な彼女だからこそ、こんなふうに普通の女の子として泣いている姿は、激げき萌もえ、もとい、こっちの罪悪感を直撃するものがある。

「ご……ごめ……」

　とりあえず謝らずにはおれない。

　立場のことをすべて取っ払えば、確かに僕も彼女のことが好きだし、いまだにミュセルと甲乙付けがたいくらいに気持ちはあるのだ。

　この異世界で最初に僕を受け入れてくれたのがミュセルなら、最初に僕を認めてくれたのはペトラルカだ。

　そんな美幼──もとい美少女ツンデレ皇帝陛下が、身も蓋もない言葉で、恥も外聞もなく僕を『好き』と言ってくれるのだ。気持ちが動かないはずがない。当然、この場で僕も人目も憚はばからず、彼女を抱きしめてしまいたい衝動がむくむくと湧き上がってくる。

　けれども僕はもうミュセルに求婚しちゃった後で──それこそ、それをやったらもう完璧に浮気になるわけで。ああ、でもペトラルカ泣いてるし！　どうしたら──

「──そうじゃ！」

　しかし次の瞬間、ペトラルカはぐい、と左手で涙を拭うと、唐突な笑顔で──獰どう猛もうなくらいの、なんだか力強い笑顔で言った。

「今より婚姻の儀をしてしまおう！」

「……え？　え？」

　コンイン。婚姻。てことは結婚？　今から？　結婚式？　いきなり？

　僕の困惑の表情をどう受け止めたのか、ペトラルカは妙に頼もしい笑顔でさらに言った。

「大丈夫じゃ！　なんと言っても妾は皇帝なのじゃからな！」

　いやそれは知ってますが！　知ってますけど！

　絶対権力者ってそういうことまでできちゃうの!?

　結婚式ってそんな思いついてその場でできたりするものじゃない──というかそれ以前に僕の了承とか要らないの？　要りませんかそうですか。まあ相手の都合なんかガン無視して無理を押し通せるからこそ絶対権力者なわけだしね……

「者ども！　妾はシンイチと結婚するぞ！」

　とペトラルカは謁見の間を見回して宣言した。

「へ……陛下!?　それはあまりに」

　と何名かの重臣達が困惑の表情で何事か言いかけたけれど、ペトラルカはまるで耳を貸す様子もなく。本来ならば真っ先に彼女を止めるであろうザハール宰相は重傷で治療中のためここにはおらず、ガリウスも何な故ぜか、異論を差し挟む様子もなく──

「婚姻の儀じゃ、民に布ふ令れを出し、他国に通達し、式次第を用意せよ、早うッ、早うッ、早うッ!!」

　僕の襟首をがっちりと摑んだまま、可愛い皇帝陛下は高らかにそう命じたのだった。
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　僕の名は加納慎一。

　日本と異世界国家・神聖エルダント帝国との親善と文化交流を推進するための総合エンタメ商社〈アミュテック〉の総支配人に抜ばつ擢てきされた筋金入りで純血のオタク……だった。

　日本と異世界を──正しくは遠い未来世界を繫いでいた超空間通路はもうない。

　何千年と離れているとはいえ、過去と未来を恒常的に繫いだままにしておくのは危険が大きいということで、僕らは自らこの時空を超えた『穴』を閉じた。

　それはつまり、僕や現代日本に生まれた数名がこの異世界に取り残されるということでもあり、日本政府という後ろ盾を完全に失うということであり、さらには──現代日本に溢あふれるほどに存在していたアニメ、ゲーム、漫画、小説、その他もろもろから隔絶されてしまうということに他ならない。

　オタク産業を異世界に輸出する、そのために存在していた総合エンタメ商社〈アミュテック〉はその存在理由を失い、当然、その総支配人たる僕も失職することになった。

　晴れてこちらに来る前の状態に──ニートというか無職に返り咲きである。

　いやまあいまさら、引き籠もったりとかはしないけど。

　さて、これからどうしたものかと思っていた僕の前に……なんだか思ってもみなかった永久就職の口が、ころんと唐突に転がり出てきたのでした。

　それが皇帝陛下のお婿さん。でもそれって就職なの？
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「……というような次第で。本当、どうしたものやら」

　溜め息をつきつつ僕は言った。

「もちろん、ペトラルカが僕と結婚する、と言ってくれたことについては、純粋に嬉うれしいよ。その場でもういても立ってもいられなくなってコサックダンス踊っちゃいそうになるくらいに。本当、あんなツンデレのじゃロリ系でツルペタ銀髪の皇帝陛下とか過剰装備にもほどがあるっていうか、あんな子に面と向かって好きとか言われたら、拒否とかできないし」

　もともと僕のストライクゾーンは幅広いのだ。

　ツルペタロリ系美少女から巨乳系お姉様まで全部イケる。

「本当、彼女にはいろいろとお世話になったし、ああ見えて本当にペトラルカって可愛い性格してるし、ゲームで彼女ルートとミュセルルートがあれば、分岐の前にセーブしてどっちから攻略するか三日くらい悩みそうだし──」

　彼女を『選ばなかった』のは、ペトラルカ個人に何か不満があったわけではなく、僕と皇帝陛下が結婚なんてできないだろうと思っていたからで。僕らにその気があっても周りが大反対するだろうってことは、世事に疎い元引きこもりオタクの僕でも想像がつく。

「だから……………………はぁ」

　壁に頭をつけて僕は溜め息をついた。

　誰に説明してんだと自分に問いたい。問とい質ただしたい。どれほどに熱弁を振るっても弁解しても白い壁が『そうだね』と相あい槌づちを返してくれるはずもないのに。なんだか嫌な想像とかが勝手に膨らんでいくので、頭の中を整理する意味でも口に出して喋しやべっていただけだ。

　今、この部屋には誰もいなかった。

　神聖エルダント帝国・エルダント城の──一室。

　種類としては客室に相当するのだろう、豪ごう奢しやな内装と家具によって、非常に優雅に仕立て上げられた部屋だ。ホテルのＶＩＰルーム並みだ──って僕はそんな高い部屋に泊まったことないけどさ。ベッドがあるからここでこのまま寝泊まりもできるし、二間続きでさらに隣の部屋には風呂と便所も繫がっていたりする。もちろんユニットバスなんかではなく、それぞれ別個独立したものがだ。

　実に至れりつくせりである。自由に出入りできないことを除けば。

「あー…………いまさら監禁されるとは……って軟禁だっけ？」

　そう。僕はこの部屋に軟禁されているのだ。

　ペトラルカが僕と結婚する、と宣言したのが二日前。

　いかに絶対君主のお言葉とはいえ、国家の最高権力者の結婚式を、その日のうちにはい、できました──と実行しちゃえるはずもなく。式の物理的な用意そのものはまあ、権力と財力で無理矢理なんとかできないこともないだろうけど、国民への布令や、周辺国への通達というか告知というか、そういう連絡系の手配は一朝一夕では無理だろう。

　というわけで、準備が整うまで逃げないようにと僕はここに軟禁されているのである。

　ペトラルカの侍女達が食事の準備や部屋の掃除なんかをしてくれるので、とりあえず不便ではないのだけれど──とにかくすることがなく手持ち無沙汰で、なんだか余計な想像ばっかりが膨らんでいく。

「ミュセル……心配してるだろうなあ……」

　ちなみに報告には僕一人が出向いたので、光流ヒカルさん、美み埜の里りさんは、ミュセル、エルビアと共に屋敷に先に戻っている。だからおそらく、皆は僕とペトラルカの結婚とか、軟禁とか、まだ知らない可能性があって──ミュセルはたぶん、心配してくれているだろう。美埜里さんもおかしいな、くらいには思ってるかも。光流さんとエルビアはなんだか他人の事情に首突っ込んでる場合じゃない感じだったから、どうしてるか分からないけど。

「心配掛けてごめんよ……ミュセル……」

「え、いえ、大丈夫ですシンイチ様」

　と鈴を鳴らすかのような可愛い声が──何度聞いても飽きない、三森すずこみもりん似の声が応じてくれる。ああ。不安が昂こうじるあまり、ついに幻聴まで…………って。

「ミュセル!?」

　思わず振り返った僕は、部屋の入り口で紫の目をぱちくりと瞬しばたたかせているミュセルの姿を見ることになった。

　いつも通りの長い亜麻色の髪をツインテールにくくってまとめ、これまたいつも通りのメイド服を着た、可愛い可愛いメイドさん。いや。もう求婚しちゃったんだからメイドさんというより僕のお嫁さんである。お嫁さん。ああ。何？　この嬉し恥ずかしい響き！

「な、なんで？」

「な、なんでと言われましても……」

　と戸惑いながらもミュセルは何故か背中に背負っていた風呂敷包みを降ろして首を傾かしげる。というかなんで風呂敷包み!?　ご丁寧に唐草模様の？　誰が用意したの？

「お城から、シンイチ様がこちらに滞在中なので、着替えと差し入れを持ってくるようにとお達しが来ましたので……」

「お達しってミュセルに？」

「はい。皇帝陛下直々のご命令だそうで」

　ペトラルカが？　……いったい何を考えてるんだ、あの子？

「なのでお着替えを三日分と、携帯ゲーム機と漫画本とラノベを何冊かお持ちしました」

「ナイスな判断だ、ミュセル」

　時間つぶしという意味ではコスパ最強なのはゲーム機とラノベである。漫画は読みやすいけど一冊読むのに半時間もかからないから、限られた量を運ぶ場合、ラノベよりもつぶせる時間が短くなってしまう。

　いやまあミュセルがいてくれれば時間つぶしも何も関係ないけどさ。彼女と他た愛あいもない雑談をしているだけでたぶん、丸一日つぶせる自信が僕にはある──けど。

「というか、シンイチ様……これはいったいどういう……？」

「いや、なんかペトラルカが僕と結婚するっていきなり宣言しちゃって……」

「それは私もお聞きしました……」

　ふと表情を曇らせて言うミュセル。

　ああっ……ミュセル、そんな顔しないでっ……！

「私……シンイチ様に……よ……嫁になってくれって言っていただいて……その……舞い上がってしまって……陛下のことを……考えずに……その……承諾を……」

　ペトラルカも僕のことが好きだということは、ミュセルも知っている。

　もともとミュセルとペトラルカは仲が良い。僕のことがなければ本当に、身分の差、種族の差を超えた親友のような関係になっていたようで、その点に関しては非常に僕も申し訳ないと思ってはいたのだけれど──

「まあそれに関しては僕が悪いんであって、ミュセルもペトラルカも悪くないと思うんだけどさ。僕がいまこうして軟禁されてるのも自業自得っちゃ自業自得で。でも……ペトラルカが何を考えてるのか、ちょっと分からなくなってきた」

「……陛下が、ですか？」

　首を傾げるミュセル。

　さらりと髪が揺れて彼女の、エルフの血脈を受け継いでいることを示す尖とがり耳がちらりと見える。これがまた、本人にあまり自覚はない分、すんごく萌え度が高い仕草で、僕は何度見ても飽きずに萌え萌えしているわけだけど──いや、それはともかく。

「いや、僕がミュセルに求婚したって言っても、まだ口約束で何もしてない──」

　そこで一つ咳せき払ばらい。

「その、結婚式とか、具体的な儀式は何もしてないって意味ね？」

「あ、は、はい」

　頰ほおを赤らめて俯うつむくミュセル。

「口約束状態のうちに、僕とミュセルを引き離して、自分が先に結婚しちゃう──なんてことを考えてるのかとも思ったんだけどさ。それならミュセルに差し入れ持ってこいとか言わないでしょ。せっかく、引き離してるんだし。このまま僕らが手に手をとって逃げ出したりしたら意味ないじゃん」

　まあそう簡単に逃げられるとも思えないけど。

「それは……私達が陛下を裏切ったりしないと、信じていただけているのでは……？」

「ないない、それはない」

　と僕は首を振った。

「ペトラルカ的には、とっくに僕は彼女を裏切ってるんだよ。彼女は僕がミュセルに求婚したことを『浮気』って言ってたからね」

「あっ……」

　思わず両手で自分の口を押さえるミュセル。

　そういう仕草がいちいちこの子は萌え（以下略）。

「だからたぶん、そういう信用はない。少なくとも僕には。だから軟禁されてんだろうし。まあそれはあくまで僕だけのことで、ミュセルのことは信じているかもしれないけれどね」

「そう……でしょうか……？」

　とミュセルは眉をひそめて何か考える仕草をしていたけれど。

「でも……それでしたら陛下はいったい……？」

「そこが分からないんだよね……」

　ペトラルカは頭が良い。

　正しくは──回転が速いというか切り替えが早いというか。頑固で意固地な部分も多いけれど、いざ、何かを考えて判断を始めると非常に割り切りが良くて素早い。単に血統だけで皇帝を任されているわけではないのだ。

　だから理屈に合わないようなことはあんまりしないはずで。

　今回は感情が暴走した結果だと、だから正常な判断ができていないと、言えなくもないけれど──それにしたって、感情が優先ならミュセルと僕を合わせないようにするだろうし、そこを割り切っているのなら、僕を軟禁する必要はない。

「頭が良いっていえば──」

　そもそもガリウスがペトラルカの無茶に反対しなかったのも不思議といえば不思議だ。

　彼も頭の回転は速いし、割り切りも良い。ペトラルカが暴走した場合は彼女を諫いさめるのは、彼か、ザハール宰相の役目だった。ザハール宰相は現在、アメリカ軍とのごたごたで重傷を負って治療中だから、あの場にいなかったけれど、とにかくガリウスがペトラルカを止めなかったのが不思議だ。

　そもそもペトラルカはどうしてあんな、重臣達やら衛兵達やらがたくさんいる、衆人環視の状況で僕と結婚する、なんて無茶を言い出したのか。

　まあ大急ぎで結婚式の準備をするっていうのなら、あの場で宣言しちゃった方が手間もなくて手っ取り早いんだろうけど、後々揉もめ事ごとを起こさないためにも個別に根回しした方がいろいろ便利だったはずで、それが分からないペトラルカやガリウスでもないはず──

「うーん……？」

「……どうしてでしょう……？」

『婚約者』との二日ぶりの再会だというのに、僕とミュセルは、ただただ揃って首を捻るばかりだった。
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　でもってそれから半日後。

「……どうしてこうなった」

　僕は──目の前に並べられた豪勢な料理をぼんやりと見つつ呟つぶやくように言った。

　僕には食い道楽の趣味はないというか、それなりに美お味いしく食べられれば細かい味の違いにはこだわらない──いわゆる食通からは、かなり遠い立ち位置の人間だ。

　普段からミュセルの美味しい食事に慣れてはいるものの、それ以外が駄目というわけでもないのだ。日本から定期的に取り寄せていたジャンクフードだの駄菓子の類たぐいも食べていたし、どっかの陶芸家みたいに、ちょっとでも口に合わないと『女将おかみを呼べ！』とか喚わめいたりはしない。要するになんでも美味しく食べられる幸せな鈍感舌の持ち主だと思う。

　そんな僕でも……目の前のそれらが、いわゆる高級料理であることは一目で分かった。

　がっつり作ってがっつり皿の上に山盛り──なんてのは一品もない。

　魚介、肉類、野菜等々、どれもこれも、『何コレ、フィギュア？』って感じの細工彫りだの成形だのが施されているうえ、『ひょっとしてジオラマ？』って問いたくなるような、精妙な配置がされている。皿をキャンバスに見立てて一枚の絵を描いているような感じなのである。ソースのかけ方それ自体が、何かやたら意味ありげだったり。おそらく食材もこれでもかこれでもかええいこれでもかっ！　ってくらいに高級なものが惜しげもなく使われているに違いない。こっちの世界にトリュフだのフォアグラだのフカヒレだのがあるかどうかは知らないけど。

　まあとにかく、王侯貴族の食べる料理ってのはこういうものなんだろう。そう考えると別に僕の目の前の料理は、決して不自然でも不相応でもなく、むしろ当然のものだ。

　何しろ──

「…………」

　長い長い、その上でミニ四駆のレースでもできちゃいそうな食卓テーブルには、神聖エルダント帝国の重臣達がずらりと揃っている。正直、この国にこんなに大臣だのなんだのがいたんだ？　と驚くほどの数だった。おそらく五十人あまり。これでも地方の領主だのなんだのは含まれていないらしい。

　要するにエルダントの直じき参さんの重臣達や有力者達を集めて、改めて正式に僕との婚姻を発表する晩ばん餐さん会かいなのだ、これは。

「…………」

　居並ぶ重臣や有力者達の視線は、さきほどから僕に注がれ続けている。

　なんだこの重圧。視線が、視線が痛い……

（まあ彼らからしたら、僕なんて『どこぞの馬の骨』そのまんまなんだろうけど……）

　そんな若造がいきなり皇帝陛下の夫になるなんて聞かされたら、値踏みもするだろう。

　される方はたまったもんじゃないけどさ。

（僕がなんか小こ狡ずるい手でも使って、ペトラルカの寵ちよう愛あいを受けてるとかそんなふうに思われてんだろうなあ……）

　重臣や大貴族といっても全員が全員、四六時中エルダント城にいるわけでもなし、僕とペトラルカが普通に仲が良いことなんて今まであまり知らなかったって人もいるだろう。そういう人達には寝耳に水、いや、ペトラルカが乱心したように思えても仕方ない。

（ラスプーチンとか道どう鏡きようとか中国の偽にせ宦かん官がんとか……）

　歴史上女性の権力者に取り入って権力を得た怪しい成り上がりなんてのは何人もいるわけで。たいていのそういう人達は、最後は暗殺されたり左遷されたり処刑されたりしてるわけで。

　やばい。やばい気がする。日本に帰っておくべきだったのか、僕は!?

　ちなみにこの列席の重臣達……たいていはおっさんか爺じいさんなのだけれど、若い男女の姿もちらほら見える。まあ皇帝陛下からして十代の女の子なんだから、家督相続だのなんだのの関係で若い領主や大臣がいてもおかしくはない。

　ついでに言えば、エルフやドワーフの姿もそこには交じっている。

　具体的には僕の『学校』の生徒、ロミルダとロイクの親おや父じさん達──それぞれライデル・ガルドさんとエリック・スレイソンさんだ。基本的に人間主体の統治を行う神聖エルダント帝国では、いわゆる亜人種は一段低い身分階級に属しているって話だけれど、ガルド家やスレイソン家は、それぞれ帝国成立の際に功績があったドワーフやエルフの子孫ってことで、特別に貴族扱いになっているんだとか。

「…………」

　僕と目が合うと、ライデルさんやエリックさんは笑顔で会釈してくれた。

　やはり顔見知りや親交のある人、その家族がいるだけでほっとする──のだけれど。

（……ミュセル……）

　ふと部屋の隅に目を向けると、配膳役の侍女達に交じってミュセルの姿があった。

　彼女もまたこの部屋の異様な空気に気がついているのだろう、不安げな表情で僕を見つめているが、それ以上は何もできそうになかった。

　あくまで給仕役、あくまで侍女、そういう立場であれば、僕の側そばにいることを許す、ということであるらしい。まあ彼女の公的な立場は神聖エルダント帝国に雇われたメイドさんだから別におかしいわけでも、ひどい扱いというわけでもない。

「──陛下」

　ふと重臣の一人が声を上げる。

　とたん、晩餐会の空気が奇妙に強こわ張ばるのを僕は感じた。

「どうかお考え直しいただきたい」

「考え直せ──とは？　サルミス公爵？」

　と応じるのは無論、ペトラルカである。

　彼女はとりあえず上機嫌だけれど──

「やはりこの者との婚姻は、あまりにも身分の違いを弁わきまえぬ暴挙であると言わざるを得ません……！」

　そう言って重臣──サルミス公爵が指差すのは当然、僕である。

　ざわめきが食卓の上に広がっていく。帝国を支える有力者とはいえ、臣下の立場にある者が、皇帝陛下の決断を『暴挙』と評したのである。その場でなんらかの処罰を言い渡されてもおかしくはない。

　そんなことは言った本人も百も承知だろう。それでも黙っていられなかったのか、それとも自分は処罰されないという何か目算がついているのか。どっちなのかは僕から見た限りでは分からないけど……その後の他の重臣達の反応を見ると、後者だったのだろう。

　短いざわめきの後、さらに十人ばかり、重臣達が手を挙げて、異口同音に僕とペトラルカの婚姻について反対し始めた。おそらく最初から賛同者をある程度確保しておいてから、ペトラルカを諫める言動に出たのだ。絶対権力者といえど、複数の有力者が理詰めで反対してくれば、これを無視するのは難しい。

　彼らの言い分は使っている言葉こそ違えど、基本的に、『ペトラルカと加納慎一では身分が違いすぎるので、無理がある、身分制度をその維持者にして頂点である皇帝自らが否定しては、民に示しがつかない』ということであるらしい。

　まあ僕が聞いていてすら、それなりに筋は通っている……のだけれど。

「ほう。お前達は妾がシンイチと夫婦になることを暴挙と申すか」

　ペトラルカが目を細めて言う。

　重臣達は一瞬、気け圧おされたように黙り込むが、次に彼らはペトラルカの横──僕とは反対側に座っている人物に目標を定めたようだった。

「コルドバル卿きよう、本来ならば我らよりも先に、貴方あなたが陛下をお諫めする立場でありましょう！　帝位継承権第一位にして、陛下の右腕である貴方が！」

「それは重々承知しておるが」

　と平然とした口調でガリウスは言った。

「何なに分ぶん、陛下のご意志は固くてな。それに貴殿らの主張は若干、的外れだ」

「なんですと？」

「シンイチは貴殿らの言う庶民、平民ではないぞ。規模こそ小さいが、この帝都マリノス近郊に所領を持つうえ、数々の功績から帝国貴族として叙勲を受ける用意ができている」

「へっ……？　それって──」

　と間の抜けた声を漏らしたのは、僕だ。いろいろ初耳なんですけど。

「あの屋敷と学校の半分はシンイチ、貴様のものだ」

　と言ってきたのはペトラルカである。

「もともと、屋敷や学校は、半分が我が帝国の、半分がニッポン政府のものじゃったが……すでにニッポンの関係者は三人しかおらん。その中でいちばん地位が上なのは貴様じゃ。ならばあれらは、貴様の持ち物であろう？」

　確かに〈アミュテック〉の人間としては僕は光流さんよりも立場は上だし、美埜里さんはあくまで僕らの護衛ってことだから、僕らよりも立場が上ってこともないし。でも──

「バハイラム王国の新兵器を暴き、バハイラム王国との無意味な衝突を防ぎ、大災害を防ぎ、若い貴族子弟を中心に国民の教育水準を引き上げ、ひいては国力増強に尽力した。さらにオタク文化関連の輸出品は友邦や周辺諸国でも好評で──すでにかなりの利益を出しておる。貴族の立場を得るのになんの不思議もない」

　すらすらと最初から暗記していたかのような滑らかさでペトラルカはそう僕を評してくれる。いやまあ、どれも確かに言われてみればその通りかもしれないけど、僕の側にそんな大それた功績を打ち立てた自覚なんてこれっぽっちも──

「し、しかしそのような強引な──」

「神聖エルダント帝国は、初代皇帝の頃から開明的、というか、力のある者は身分や出自にかかわらず取り立ててくださる、良き風習がございますゆえ」

　とワインを飲みながら上機嫌で言うのは、ライデルさんである。

「シンイチ殿──否、シンイチ様の貴族昇進も、なんら不思議なことではない」

「確かにな」

　と、やっぱりワイン片手に同調するのは、かつてドワーフとは伝統的に仲の悪かったエルフの貴族、エリックさんである。

「それに一昔前では、考えられんかった組み合わせの夫婦というのも、生まれつつあるようだ。開明的というか革新的というか。実に愉快ですな」

　とエリックさんも笑いながらそう言うと、乾杯、と言わんばかりにライデルさんとグラスを打ち合わせる。その姿はまるで十年来の友人同士のようで、顔を合わせれば罵ば詈り雑ぞう言ごんの応酬をするのが種族同士の常識だったエルフとドワーフとはとうてい思えなかった。

　…………って待てよ。

　ひょっとして『一昔前では、考えられんかった組み合わせの夫婦』って──

「貴殿らは……！」

　と最初にいちゃもんをつけてきた重臣が顔を紅あかくしてエリックさんとライデルさんを睨にらむが、二人はまるで知らん顔である。

　どうにも空気が妙な感じだ。

　ペトラルカの結婚宣言、これに積極的に反対の姿勢を表明したのは先にも言った通り十名かそこらなのだけれど。おそらく反対の意思表明をしないだけで、半数以上がこの結婚を──というより僕を快くは思っていなかっただろう。下手をすれば、納得しているのはそれこそペトラルカとガリウス、それにエリックさんとライデルさんだけ、なんてことも十分にあり得る。

　ただ、彼らの多くは皇帝陛下に面と向かって逆らい、皇帝陛下の不興を買ってまで、この結婚に反対しようとは思っていなかったのかもしれない。だからこそ最初の重臣の論に追従したのは十人ほどだけだったのだ。

「お前達の言いたいことも分からないではないが」

　とペトラルカはどこか冷ややかな視線を一同に向けて言った。

「だからこそ体裁は整えたのじゃ。文句を言われぬようにな。お前達の家の初代も生まれたときから帝国貴族であったわけではなかろう？　貴族の立場を持たぬ者が貴族に成り上がるのは普通にあり得る話じゃ。制度としても確立しておるし、帝国の法典にも記載がある。そして貴族ならば帝族と婚姻関係を結んでもなんら不思議はない。違うか？　妾は何もどれだけ無茶が通るかを測っておるわけではないぞ？」

「…………」

　反対派の重臣達が顔をしかめて黙り込む。彼らの沈黙をどう受け取ったのか──ペトラルカは改めて晩餐会の一同を見回し、どこか厳かな口調で言った。

「別に妾はお前達を蔑ないがしろにしたいわけではない。むしろ妾はお前達が支えてくれてこその皇帝であり、お前達がいてくれてこその帝国であると考えておる。ゆえにこうして宴うたげを開いて頼んでいるのだ。妾の結婚に助力してくれと。先に言うた通り、シンイチへの叙勲から、式次第の整理、結婚式の衣装の仕立てまで、やることは山積みじゃ。国を挙げての祭りになる。どうか妾を支えてくれ」

　そう言って立ち上がると、ペトラルカは重臣達に向けて頭を下げる。

「陛下……」

　驚いたようにガリウスがペトラルカの隣で身を屈かがめて彼女を気遣い、重臣達も互いに顔を見合わせている。ペトラルカが──エルダント三世皇帝が、彼らの前でこんなにしおらしい態度をとるのは、あるいは初めてなのかもしれなかった。

「あっ……えっと」

　さすがにここで僕もぼんやり座っているわけにもいかないだろう。

　慌てて立ち上がるとペトラルカと並んで頭を下げる。

「よろしくお願いします」

「…………」

　ゆっくりと重臣達の間にざわめきが広がっていく。悄しよう然ぜんと頭を下げたまま──そして広間の端から注がれるミュセルの視線を感じたまま、僕はそれをただ無言で聞いていた。
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「うあー…………」

　自分が吐いたものなのだけれど──長い溜め息が幾重にも反響して気が滅入る。

　用意されたお風呂の湯加減は絶妙なのだけれど、晩餐会でのことを思い返して、さらには今後のことを考えれば考えるだけ憂鬱な気持ちがのしかかってきた。

　ペトラルカと結婚する、そのこと自体は嫌ではない。

　というか、ミュセルのことを脇に置くなら──置いても良いというのなら、もう小躍りしちゃうくらいに嬉しいのだけれど。

　やはり皇帝陛下と、庶民の僕が結婚というのは、無理がある。

　そのことを、ペトラルカもガリウスも理解しているはずなのだ。なのに二人共まったく気にした様子もなく、僕とペトラルカの結婚を強行しようとしている。

「そりゃ、臣下の立場からしたら、乱心したようにも見えるよなあ……」

　客間の付属施設──というには広すぎるほどの風呂場で、湯に浸つかりながら僕はもう一度溜め息をつく。

　ちなみにミュセルは他の侍女達と一緒に晩餐会の後片付けに出ているので、ここにはいない。まあ後片付けがなくても一緒に入るわけにもいかないんだけども。婚約者ならいいじゃん、という考え方もあるけど、そもそもミュセルと結婚できるかどうかすら怪しい状態になってしまっているわけで。

　ましてやこのエルダント城はペトラルカの家のようなものだから、さすがにここでミュセルと十八禁必至のあんなことやこんなことをする度胸は僕にはない。万が一にもペトラルカに見つかったら半殺し──いや全殺しにされても文句は言えないだろうし。

「なんとか結婚式になだれ込む前に、ペトラルカやガリウスとしっかり落ち着いて話ができないかな……」

　なんてことを独り呟いていると──

「──失礼します」

「へっ……!?」

　突然、風呂場の扉が開いて──入ってくる人影が一つ。

　思わず僕がお湯の中で硬直していると、その人影は湯気を押しのけるようにして近づいてきて、若い娘の姿になった。それも一糸纏まとわぬ、というかまあ、つまりは真っ裸の。

「ちょっ……!?」

　思わず僕は湯の中で百八十度回転、その娘に背中を向ける──のだけれど。

「お背中をお流しいたします……」

　その娘は淡々とした口調でそう言ってきた。

　顔を見たのは一瞬だけれど、初対面の人なのは間違いない。金髪碧へき眼がんでかなりの美人さんだけれど、だからこそ前に会っていれば覚えているはずだ。

「いや、いいから、いいから一人にしておいてくれない……？」

　僕は目を瞑つぶりながらそう告げるのだけれど、その娘は立ち去る気配もなく。

「ですが……それではお務めが、果たせません……ので……」

「お、おつとめ、ですか？」

「はい……ご奉仕を……」

「ご、ごほうし、ですか？」

「はい。ご奉仕……です」

　微妙な抑揚を含んだ言い回し。

　しかも娘の声には微かすかだけれど、恥じらいの震えが含まれていた。

　お風呂場で裸でのご奉仕っていうと、あれか、その、夜の、エッチな、つまり、ええと、その──いや、大丈夫、ペトラルカが派遣してきた人なら、純粋に背中を流すだけのはずだ、大丈夫、きっと大丈夫だ！　だから鎮まれ、変な期待をするな、僕の息子ッ！

「いや、ええと、だから、その、あ、あの？」

「ルーミリエとお呼びくださいませ。シンイチ様」

　ちゃぷ、とお湯に何かが浸かる音。

「ル、ルーミリエさん？　ええとね、ご奉仕いらないから！」

「……ですがこれが私のお務めですので……」

「お仕事しないと怒られるっていうなら、まあ、その、ご奉仕したことにしておけばいいよ!?　ぼ、僕も口裏合わせておくから！」

「……それは駄目です……」

　そんな言葉と共に僕の背中に何かが触れる感触。

　二つの、柔らかくて、たぶんまあるい──ああああああああ!?

　頑張れ、超頑張れ、僕の理性ッ!!　これはきっとあれだ、ペトラルカの試験だ、僕がちゃんと誘惑に耐えられるかどうかの試験なんだ、ここで『据え膳いただきまーす♪』しちゃったら、きっと打ち首獄門だぞ、加納慎一！

　あああ、でも、さっきちらりと見えたルーミリエの胸のイメージが、背中の感触と一緒になって僕の理性を苛さいなんで、苛んで仕方がないわけで！　しかも僕が硬直しているのをいいことに、ルーミリエさんの腕が、僕の肩越しに胸の方へと回されてきて！

　白い指先が、からかうように、悪戯いたずらするかのように、僕の胸を、胸を、くすぐって──ってどう考えてもこれってば『お背中流す』のとなんの関係もなくない!?

「どうか私に……お務めを果たさせてくださいませ……」

　耳元で喘あえぐような声でそう囁ささやいてくるルーミリエ。何かを堪こらえるかのような、切なげなその声がひどく艶っぽくて、うわ、駄目だ、これ以上は駄目だ！

「だ、駄目──」

「…………シンイチ様」

　胸の辺りをさすっていたルーミリエの指先が、ゆっくりとお腹の方へ、そしてさらにその下へと降りていく。なんだこれ。なんだこれ。まずい、まずいからちょっと彼女には悪いけど強引に身体を離して………………ってあれ？

「か……」

　身体に力が入らない。なんだ？　のぼせちゃったか!?

　まずいまずいまずいまずい！　このままじゃ、このままじゃ、僕はミュセルでもペトラルカでもなくて、この会ったばかりのルーミリエって娘さんと初体……駄目だ、そんなの、節操なしにもほどがあるだろ!?

「駄目……」

「どうか……お情けをくださいませ……」

　もはや、喘ぐようにか細くなってしまった僕の声に、ルーミリエの声が覆おおい被かぶさる。直接触れずとも湯の動く感触で、彼女の指先が僕のギャラクシーでクライシスでセンシティブな領域に近づいてくるのが分かって、分かって、あああああ!?

「シンイチ様…………」

　ルーミリエの声が僕の名を呼ぶ。対して、僕はただ──駄目だ、駄目だと、譫うわ言ごとのように繰り返す以外、できることは何もなかった。





[image: ]






　僕がエルダント城に軟禁されるようになって──一週間。

　その間に僕とペトラルカの結婚式の準備は着々と進められているようだった。

　僕は僕で、その間ずっと大人しくしていたこともあり、城内を歩き回る程度のことは許してもらえるようになっていた。まあだからって逃亡できるとも思えないし、逃亡したらしたでどこに逃げるのかって話もあるのだけれど。屋敷に逃げ込んでもすぐに見つかるだろうし。

　また、ずっと一緒、というわけでもないのだけれど──ミュセルも僕のお世話係として城に留まっている。

「はぁ……」

　僕は溜め息をつく。

　アメリカ軍を放逐して意気揚々と凱がい旋せんした、と思ったら、思わぬ騒動に巻き込まれた印象である。ペトラルカが皇帝陛下でなかったならば、こんなに気を揉むようなことにはならなかったのだろうけれど、そもそも彼女が皇帝陛下でなければ僕達は出会ってもいないわけで。

　……やっぱり可愛いんだよなあ。ペトラルカ。

　実リアルの妹がいる分、妹ってものに幻想を抱いてないというか……僕に妹萌えの素養はないと思っていたけど、本当、ミュセルとは別の方向なのだけれど、萌え萌えしちゃうというか。彼女が主役の夢──それもなんというか、わりとエッチい方面の──とかも何度か見たことがあるくらいで。

「……とっと」

　僕は不必要に元気になり始めた息子を大人しくさせるべく、頭の中で色気もへったくれもないものを思い浮かべてぶつぶつと呟く。

「ＡＴＭ‐09‐ＳＴ、ＡＴＭ‐09‐ＲＳＣ、ＡＴＭ‐09‐ＳＴＣ、ＡＴＭ‐09‐ＳＳＣ、ＡＴＭ‐09‐ＧＣ、ＡＴＭ‐09‐ＷＲ、ＡＴＭ‐09‐ＤＤ……そういえば『ビッグバトル』で出てきた軽量級カスタムの型番ってなんだっけ……？」

　鋼鉄のタコだか海坊主だかよく分からんものを脳裏に思い描くとさすがに効こう果か覿てき面めん、僕の息子は大人しくうなだれてくれた。やれやれ。これで用が足せる。

　実は今──僕は部屋に付属の便所ではなくて、城内各所に設けられた共用の便所の個室に入っている。別に部屋に付属の便所でも不都合はなかったのだけれど、せっかく、城内に限っては歩き回れるようになったので、気分転換も兼ねて別の便所を使ってみただけだ。

「…………あ」

　何やら足音がしたかと思うと、隣の個室に誰かが入る音がした。

　まあ共用の便所なのだからそういうこともある──のだけれど。

「──シンイチ・カノウ殿」

　まさか個室の壁越しに声を掛けられるとは思ってもみなかった。

「うひゃい!?」

「どうかそのまま」

　隣の誰かが静かな声で言った。

　聞き覚えのない声だ。まあ城の上層階とはいっても、貴族や帝族だけじゃなく、衛兵だの騎士だのもいるので、その全員を僕が把握しているわけでもないのだけれど。

「余人に聞かれては困るのは、まず貴殿でありましょうし」

「…………はぁ？」

　何言ってんだ、この人。

「ルーミリエの抱き心地はいかがでしたかな？」

「…………ッ！」

　僕はとたん、心臓の鼓動が早まるのを感じた。

　この人──こいつ、まさか。

「たいそう可愛がってもらえたと、ルーミリエから聞き及んでおります。もう毎日のように湯浴みのときには彼女と睦むつみ合あっておられるとか？　いやはや、若いというのは良いものだ」

「そ……それは」

「しかし、人には立場というものがある。近々、皇帝陛下の夫になろうというお方が、城勤めの娘をお手つきにするなど。まだお若い皇帝陛下がこのことをお聞きになれば、どう思われるでしょうな？」

　どこかねっとりとした口調が得意げに僕を責める。

　要するに、彼女が──ルーミリエが僕の『背中を流しに』来たのは、この誰かさんの差し金だったということだ。

「ああ。勘違いなさらぬように。我々としては、貴方にはきちんと皇帝陛下とご結婚いただけたらと思っておりますよ」

「……え？」

「いい機会ですから、我々としても、貴方と仲良くしたいのですよ。仲良くね。皇帝陛下の夫となられる方とは」

　多分に含むもののある言い回し。

「僕にどうしろっていうんだ？」

「さて？　我々は何も」

　と相手は平然と言って──含み笑いの声がその後に続いた。

「しかし貴方様の方から、自発的に、我らに何かと便宜を図っていただくことを、拒むものでもありませんな？」

　……要するに最初からそれが目的か。

　こいつは──こいつらは、傀かい儡らいにした僕を間に挟んで、ペトラルカに対する影響力を行使したい、というか帝国を牛耳りたいのだ。ペトラルカより僕を操り人形にする方が簡単だと思ったのだろう。そしてペトラルカは無茶な結婚を強行してしまうほどに僕に──その、なんというか、ぞっこんであるわけで。ならば僕の言うことには……僕の『お願い』には多少の無理があっても、従ってくれる可能性が高い。

「つまり、あんた達はこの間の晩餐会にいた面子メンツの何人かってわけだ？」

「…………」

　今度は相手が黙り込む番だった。

　僕を使って帝国を好き勝手に動かすといっても、それこそ、もともと帝国の政治に対してなんの権限も持っていない庶民や平民では、できることなどたかが知れている。あくまで皇帝陛下の夫が自然に便宜を図れて、それでなんらかの利を得られる相手──それはつまり、重臣かそれに類する立場の人間だ。

「そしておそらくは面と向かってペトラルカに反対意見を唱えていた人達じゃない。むしろ黙っていた人達の方だろうね。違う？」

「……そもそも、貴殿のような外国出の、素性も知れぬ怪しい輩やからが、皇帝陛下に見初められたというだけで、奇跡のようなものなのですよ。ご自覚なさい」

　僕の問いには答えず、若干、苛いら立だちを含んだ声で相手はそう言ってきた。

「ニッポンと繫がりの切れた今の貴殿は、皇帝陛下の思惑一つで、どうにでもなる。そんな貴殿が、他の娘にうつつを抜かして、陛下の御不興を買えば──陛下の御寵愛を失えば、どうなるか？　一つ、試してみますか？」

　挑発的な声で相手はそう言ってきた。

　そう。確かに今の僕の立場など、ペトラルカの、指先一つでＤＯＷＮさ──じゃなくて、胸先三寸でどうにでもなるわけで。まあ日本政府なんて関係なく、彼女を怒らせたら首チョンパされかねないのは、前からなんだけれども。

「……そうだね。さすがに、自分の首を賭けて試したいとは思わない……かな」

　僕は溜め息をついて言った。

「ご理解いただけたようで、幸いですな」

「……で。具体的に僕は何を？」

「それはまたいずれ。城内は監視の目がありますゆえ、長くなる話には向きません」

　だからこそ僕が軟禁用の客間から出るのを待っていたということか。共同の便所にしても、僕とその誰かが入ったままなかなか出てこなければ、当然何事かと不審に思われるだろう。

「では──」

　そう言って相手が立ち去っていく足音がする。

　これでは出るものも出ない。便所で安心して用を足すことすらできないなんて。

「やっぱりこうなるのか……」

　僕は溜め息混じりにそう呟いた。
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　結婚──と一言で言ってしまうと簡単だけれど。

　実際にきちんとそれを実行しようとすると、これがなかなか大変である。

　現代の日本じゃ婚姻届一枚を役所に提出してしまえば、それで事足りるというか、そういう夫婦も多くなっていたみたいだけど……このファンタジー感満載の世界で、それもやんごとなき身分のお方の結婚ともなると、形式だの格式だのといったややこしい話が山ほど絡んでくるわけで。

「では式の会場は城の中庭を──」

「式次第についてですが、ツェルベリクなどからお招きした賓客の──」

「──宴席の席順はいかがいたしますか？」

「──当日の城下街の祝パ祭レ行ー進ドについては？」

　……等々。

　打ち合わせしておくことが、後から出てくるわ出てくるわ。

　皇帝陛下の御結婚ともなると、それはもう国を挙げてのお祭りになっちゃうわけで、当然ながら城の中で完結しちゃうはずもなく。

　ほとんど羞恥プレイじみた祝祭行進で城下を巡らなきゃならないとか、その際の警備がどうとか、周辺諸国から来る国賓はどの段階で城に入れるのかとか、庶民の見物客についてはどう誘導すべきかとか……宴席の献立だの式の衣装だの、ただでさえ結婚式絡みで決めておくべきことが多いってのに、外交だの治安維持だのにまで考えを巡らせなきゃならないわけで。

　僕は早々に辟へき易えきしていたのだけれど、ペトラルカも、そして彼女を補佐するガリウスも、居並ぶ重臣達を相手に、淡々とこれをこなしている。ペトラルカなんかは一つ一つ決めていくのが実に嬉しそうで、本当にこの子は僕と結婚することを喜んでくれているんだなあとしみじみ嬉しい。

　嬉しい──のだけれど。

　そう感じれば感じるだけ、例の、便所で僕に話しかけてきた相手のことが僕の後頭部から重くのしかかってくる。そんな気持ちが表情にでも出ていたのかもしれない──

「──どうしたのじゃ？」

　ふと重臣達との打ち合わせを中断して、ペトラルカが声を掛けてくる。

「何か浮かぬ顔をしておるの？」

「え？　そ、そう？　そうかな？」

　僕は慌てて笑みを取り繕って言った。

「元からこんな顔だけどね？」

「……この期に及んで妾と結婚するのは気が進まんか？」

「そんなことありません、はい」

　ぶるぶると首を振って否定する僕。

「では何か懸念でもあるのか？」

　と尋ねてきたのは、ガリウスである。

「け、懸念？」

「たとえば、陛下とのご結婚を目前に控えておきながら、他の女と情を──」

「何!?　シンイチ、貴様──」

　と眉をひそめるペトラルカ。

「ないない、ないです！　そんなこと、全然ないです！」

　僕は両手を振って叫んだ。

「そりゃもうペトラルカのこと好き好き大好きなので！　ぞっこんＬＯＶＥって感じなので！　愛しちゃってるので！　愛！　震える愛！　そう、今の僕は愛戦士！」

　僕は拳を握りしめて強弁した。

　荒野に死神が列なして走ったりはしないけど！（意味不明）

「そ……そうか？」

　とペトラルカが驚いたように瞬まばたきして。

「そうだよ！　愛してるよペトラルカ！　実は一万と二千年前から!!」

「へっ？」

「八千年過ぎた辺りからもっと愛してるし！　一億と二千年くらい後でも愛してるし！」

「何を言っとるんじゃお主は」

「君と合体──もとい、ええと、もう音楽が絶えないっていうか、愛さずにいられないっていうか、二十四時間年中無休ＬＯＶＥしまくりっていうか!?」

「わ、分かっておる、分かっておるから大声で叫ぶでないわ!?」

　それから──目を伏せて急に真っ赤になっていく皇帝陛下。

　うわ、可愛い!?

　何この分かりやすくもド定番ベタの赤面!?　そんなに!?　そんなに恥ずかしい!?

　というか──よく考えたら僕が、僕の方からペトラルカに『愛してる』ってはっきり言ったのはこれが初めてだったりするのか!?　え？　これが初告白!?

　だからペトラルカはあんなに──

（つ、辛つらっ……!?）

　恥ずかしがって、喜んで、そんな反応を示すペトラルカを見ていると、むくむくと胸の奥で罪悪感が膨れあがるが、さすがにこの空気の中、この場所で、この何十人もの同席者達のいる中で、『実は──』などと言うわけにもいかず。

　まあそこで『愛』なんてこっぱずかしい言葉を連呼するのもたいがいだけど。

（…………っていうか）

　泡喰くった感じで必死に言い訳しつつ、しかし僕は視界の端でそれを見た。

　打ち合わせに列席している重臣達の内──笑顔で僕とペトラルカの結婚を祝福していた数名が、一瞬、何か意味ありげに目め配くばせをしているのを。
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　まあそんなこんな──あって。

　実に二週間ぶりに僕は実家に、もとい、屋敷に帰ることを許された。

　打ち合わせの場での『愛してる』連呼が効いたのだろう、とガリウスは笑いながら言っていたけれども。まあ軟禁されてからずっと大人しくしていたから、もう大丈夫だろう、と判断された形である。少なくとも表向きには。

　そういうわけで──

「ああ……落ち着く……」

　と僕は久しぶりの屋敷の居間で、ぼへーっとしていた。

　屋敷に帰ってきたのは、屋敷でしかできない準備もあるだろうから、それを済ませてこいって意味もあるみたいなのだけれど……とりあえず僕はこの二週間の緊張を解ほぐしたいと思ったのである。準備するのはその後だ。

「シンイチ様──」

　微笑しながらミュセルがお茶を運んできてくれる。彼女もまた、ここに帰ってくるのは久しぶりのはずだけど、早々に──甲か斐い甲が斐いしくもお茶を淹いれてきてくれたらしい。ええ子や。ほんまにええ子や。思わず大阪弁でしみじみ幸せを嚙かみ締しめる僕だった。

「そういえば光流さんとエルビアは？」

「そういえば……お姿が見えませんね」

　と首を傾げてミュセルが言う。

　ちなみに美埜里さんは帰ってきた僕達と入れ違いな感じで屋敷を出ていった。『ちょっとコルドバル卿に呼ばれて……』と言っていたから、まあまたＢＬ同人誌の貸し借りでもしに行ったんだろう。平常運転で何よりだ。

　しかしそうなると──

「二人っきり……か」

「え？　あ、は、はい」

　と僕の呟きにかくかくと壊れた人形みたいに頷くミュセル。

　いまさらといえばいまさらなんだけど、城の中では壁一枚隔てた向こうに監視役がいるかもと思うと、不ふ埒らちな真似には出られなかったわけで──しかしこの屋敷では違う。

　ここはいわば僕の城だ。だから──

「……ミュセル」

「はい」

「ちょっと外してくれる？」

　僕はスマートフォンを取り出してその画面を見ながら言った。

　以前、美埜里さんはこの屋敷の周りに幾つかの監視カメラや警報装置を仕掛けていたのだけれど、超空間通路が閉じた後は、それらを制御して情報を受け取るアプリを、僕のスマートフォンにも入れてくれているのだ。

　だから、予期せぬ来客があった場合にも、すぐにそれと分かる。

「……え？」

　驚いたように目を瞬かせて固まるミュセル。しかし僕が無言で頷くと、何か察してくれたのか、彼女はぱたぱたと慌てたような足音を響かせながら居間を出ていった。

　そして……

「……シンイチ様」

　入れ替わるようにして姿を現したのは、ルーミリエだった。

　風呂場で僕にハニトラを仕掛けてきた娘さん。

「待っていたよ」

　と僕は笑顔でそう言う。

　しかし──

「悪いが睦み事は後にしてもらえるかね？」

　彼女の後ろからもう一人、別の人影が湧いて出た。

「……いらっしゃい。貴方だけですか？」

　僕は溜め息をついてそう問うてみる。

　たっぷりと口くち髭ひげをたくわえた、小柄な男性である。すでに初老の域なのだろう、髪には白いものが混じっている。着ているものは非常に地味な灰色の外がい套とうだが、これはおそらく人目を憚る外出のための衣装だ。少なくとも打ち合わせの場にいたときは、もっと派手な衣装を着ていたから。

　そう。名前までは覚えてないけど、確かこの人もエルダント帝国の重臣の一人だ。

　声が、あの便所で僕に話しかけてきたのとまったく同じである。

「私が代表として来たのだよ。大勢で動くとさすがに目立つからね」

「というかご本人が来るとは思ってませんでしたよ」

「謀はかりごとは関わる者の数が少なければ少ないほど良い。露呈しにくいからね」

「……なるほど」

　さすがに護衛の者とかは連れているだろうけど、彼らは主人がなんのためにここに来ているかまでは報しらされていないのだろう。基本的にこのおっさんは他人を信用していないのだ。

　だから、他人の弱みを握って言うことを聞かせる。

　ルーミリエにしても同様──このおっさんが彼女の家族を押さえているので、言われるままに身体を使って僕を誘惑するしかなかったのだ、という話は本人から聞いている。ペトラルカの結婚宣言が急だったので、慌てて強引にハニトラ要員を確保したのかとも思ったのだけれど……あるいは、ハニトラを仕掛ける役の娘すら使い捨てなのかも。

　その都度、謀略の駒は新品にした方が、安心──という考え方だ。えげつない。

「さて、シンイチ殿──改めて我々のお願いなのだが」

　おっさんはどこか嘲るような笑みを浮かべて僕に言う。

「まずは、結婚の恩赦で何人かの囚人を解放するように陛下に『お願い』してほしい」

「……囚人？　何人かって」

　確かに高貴な身分の人が結婚する際、ある種の犯罪者が恩赦──つまりは刑を減じて釈放される、なんて話は何度も聞いたことがあるけれど。

「首謀者は処刑されたが、まだ獄中に何名かが残っているはずだよ、〈憂国士団ベイドウナ〉の者が」

「…………あ」

　そういうことか。

　そういえば、以前、僕達を襲った〈憂国士団〉の連中が、どうして皇帝陛下の学校訪問を知っていたのか、という疑問があったけれど。

　あれはつまり……このおっさん方面から情報が漏れたのか。

　とはいえ、別に皇帝暗殺して自分が成り代わろう、なんて短絡的なことを考えていたわけでもないだろう。帝位継承権第一位はガリウスなのだから、そのままガリウスが即位するだけでこのおっさんに皇帝の座は回ってこない。

　おそらく、皇帝暗殺を防げなかったガリウスやその周辺の不手際を責める材料にしたかった、とかそんな感じだろう。ということは──

「むしろ何かしら理由をつけて処刑しちゃった方が良いんじゃないの？」

「無論それでも良いのだが、確実性に欠けるからね」

　とおっさんは笑う。穏やかな笑みがむしろ怖い。

　このおっさん、別に『仲間』を助けたいわけではないのだ。失敗した謀略の『手駒』から芋づる式に自分までの繫がりを辿たどられることを恐れて、確実に処分したいだけだ。そのためには牢ろうから出してしまう方が手っ取り早い。

　本当にえげつないおっさんである。ここまでえげつないと、いっそ清すが々すがしいくらいだ。

「なるほどね……」

「まずはそこからよろしく頼むよ」

　とどこか馴なれ馴なれしげにそう言ってくるおっさん。

「それをしたら……その囚人を解放すれば……ほ……ほんとに……僕がルーミリエと浮気しているのを……ペトラルカには黙っていてくれるのか……？」

「ああ。約束するよ。秘密を守ることと引き替えの取引だ。やってくれるな？」

　と笑いながら言うおっさん。

　そして僕は──

「だが断る」

　どこぞの超能力漫画家がドアップで言うような感じで僕は言った。言ってやった。

「何っ!?」

「この加納慎一が最も好きなことのひとつは、自分で偉いと思ってるやつに「ＮＯ」と断ってやることだ」

　そう宣言する僕を、啞あ然ぜんとした様子で見つめるおっさん。

　もう十分だろう。彼の顔が怒りで紅く染まり始めたのを見計らって──僕は言った。

「いいよ。入ってきて」

「──!?」
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　愕がく然ぜんと背後を振り返るおっさん。

　彼は──

「へ、陛下っ!?」

　そこに腕組みをしたペトラルカの姿を見ることになった。

　ついでに彼女の背後に控えている、ガリウスと、美埜里さんと、ミュセルも。

「ば、馬鹿な、外の──」

「外のお主の護衛は、とっくに眠らされておるわ」

　とペトラルカは意地の悪い笑みを見せながら言った。

「で──ベルガンド公爵、この期に及んで何か申し開きすることはあるか？」

　と問うのはガリウスである。このおっさん、どうやらベルガンド公爵って名前だったらしい。どうでもいいけど。

「い、いや、しかし、だが、へ、陛下、しかし、この男、この男が！」

　とベルガンド公爵は僕を指差して言った。

「この男が陛下を裏切り、侍女と密通していたのは事実で！」

　……ああ。死なばもろとも、僕だけは道連れにしたいってことね。

　まあ気持ちは分かるけど──

「侍女というのは、その人形のことか？」

「──え？」

　ペトラルカに言われて、改めてベルガンド公爵はルーミリエの方を見る。

「…………」

　ルーミリエは──ひょい、と帽子でも脱ぐような気軽な仕草で、自分の頭を胴体から外してみせた。

「なっ……く、傀く儡ぐつ!?」

　とすぐに察したところを見ると、ベルガンド公爵もさすがにペトラルカの身代わりとして僕らが『開発』した傀儡人形のことは知ってるようだ。まあ当然だけど。

　ちなみに今回のこのルーミリエ人形は、急きゆう遽きよ、ペトラルカの身代わり人形に手を入れて作った代しろ物ものだ。操っているのはドワーフのロロン。ルーミリエ本人があんまり喜怒哀楽のはっきりした人じゃなかったので、細かい演技を覚える必要がなくて助かった。

「いや、しかし、いつ？　いつから!?　ルーミリエは確かに生身の人間──」

「最初にお主らがシンイチに仕掛けてきたときからじゃ」

　とペトラルカは言う。

「早々にルーミリエ・マルレンをこちらで押さえて、徹夜作業で姿形を似せた人形とすり替えた。ガルド工房の職人はあらかじめ城内に呼んであったからのう」

「……し……しかし……では……しかし……」

　とベルガンド公爵は僕とペトラルカの間で視線を右往左往させる。

　突然のネタばらしに理解が追い付いていないのだろう。

「そもそもやり方が間違いじゃ」

「……え？」

「このラッキースケベ主人公体質のシンイチに、女を送り込んで籠絡、秘密を握り、思い通りに操ろうなどと考えることそのものが間違いだと言っておる。そんな常じよう套とう手しゆ段だんが効くようなタマか、此奴こいつが」

　ペトラルカはそう言って僕を指差した。
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　時は十日ばかり戻って──僕がルーミリエに風呂場で迫られていたとき。

「だ……駄目っ……！」

　まるで乱暴される女の子みたいに僕が悲鳴じみた声を上げたそのとき。

　再びなんの脈絡も前兆もなく風呂場の扉が開く。

「シンイチ！　湯加減はどうじゃ!?」

「シンイチ様、あの、お止めしたのですが、陛下が──」

　そんな台詞せりふと共にペトラルカと、そしてミュセルが風呂場に踏み込んできたのである。

「──！」

　さすがにこれにはルーミリエも驚いたらしく、ばしゃばしゃと湯を跳ねさせながら僕の背中側から前に回り込む。白くて形の良い彼女の胸が、僕の顔にぎゅっと押しつけられて気持ちよいやら息苦しいやら──しかも、なんだかもう僕の息子はまったく言い訳がきかない状態になったりして。

　こんなところを二人に見られたら……

「あ、ち、違う、違うんだ、ミュセル、ペトラルカ！」

　僕は頰に当たる柔らかな二つのお肉の盛り上がりの間から、必死に釈明を試みる。

　まあどう見ても説得力皆無の体勢なんだけれども。

「僕はやってない、潔白だ、僕は、僕は──」

　と僕が訴えるも、ペトラルカもミュセルも驚いたのか、無言。

「…………」

「…………」

　やがて──

「──やれやれ」

　と溜め息をついたのはペトラルカだった。ルーミリエに抱きすくめられているので、よく見えないけど、ミュセルも特に慌てたりする様子もないみたいで。

　……あれ？

「シンイチ」

「ア、ハイ」

　底冷えするようなペトラルカの声に、思わず機械的に返事する僕。

　怖い……！

「シンイチは……つくづくラッキースケベ体質じゃな」

「……ですね……」

　と何故かしみじみミュセルまで同意してるし！

「……あ、えと、そ、そうかな」

　そんなにしょっちゅう良い思いしてなかったと思うけど。違うかな。

　というかペトラルカやミュセルが『ラッキースケベ』なんて言葉を覚えているとは思わなかったけども、それはさておき──彼女がこう言うということは、つまり、今のこの状況がラッキースケベそのもの、つまり事故アクシデントの類いだということを、理解してくれているということだ。

「妾が惚ほれたのはそういう男じゃから仕方ないが。ラッキースケベ以上は許さんからそう思え。そのまま十八禁同人誌ネタになだれ込む前に離れよ」

「ア、ハイ──」

　と僕は頷くものの、やっぱり身体に力が入らない。

「そこの娘。今ならまだ許してやるが、それ以上に進むつもりなら、ただでは済まんぞ。皇帝たる我を愚弄するに等しいからの。一族郎党引っ捕らえて処刑しても良い」

「そ……それは……ど……どうかお許しを……」

　とルーミリエは言うけれど、やっぱり僕に抱き付いたままで。

「許してほしければさっさと離れんか」

「……いえ……それが……」

　とわずかに身じろぎするルーミリエ。

　うおっ、胸がっ、胸がっ……

「……湯に……薬を……」

「薬じゃと？」

「……手足から力が抜ける……薬を……」

　──あ。そうか。

　身体が動かないのはのぼせたんじゃなくて、筋肉弛し緩かん剤ざいみたいな薬効の薬を湯に混ぜられてたのか。まあそりゃ、僕の意思に関わりなく、僕とそーゆー関係になろうと思うんなら、僕に逃げられたら困るわけで。

　自分は後から入ってきたから、薬が効く前に既成事実を作れると思っていたのだろう。

　しかしお湯にそんなものを混ぜてまで僕を籠絡しようってことは──

「仕方ない。ミュセル、手伝え。二人を引ひき剝はがすぞ」

「はい、陛下」

　と言って二人共、湯船に入ってくるのだけれど。

　ちなみに二人共着衣のままだけど、濡ぬれるのはまるでお構いなしである。

「あ、いや、ちょっと待って!?　今、今は駄目？」

「今引き剝がさずにいつ引き剝がすのじゃ！」

「いや、でもこの、胸が、胸が──僕の息子がギャラクシーで──」

　今、ルーミリエから引き剝がされたら、ミュセルとペトラルカに、そりゃもう浅ましくも元気いっぱいの僕の分身を、見られちゃうわけで……！

「今は、ああ、駄目、そんな、見られたら、見られたらお婿にいけないっ!?」

「じゃから妾がもらってやると言っとるじゃろうが！　観念せい！」

　と──いうわけで。

「駄ら目めぇえええ!?」

　ルーミリエのときとは異なる意味での声が──弛緩剤の効果か、絶妙に力が抜けてヨレた感じの、実に見事な『らめぇ』が、風呂場に響いたのだった。
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「ば、馬鹿な……では」

　ベルガンド公爵は改めて、自分の頭を小脇に抱えているルーミリエ人形の方を振り返って言った。

「何度か報告を受けた時点で、すでに……!?」

「そう。お主に報告をしておったのは傀儡じゃ」

　笑いながらペトラルカはそう言った。

「ルーミリエ・マルレンは城内に匿かくまって事情聴取済みじゃ。彼女の家族を人質同然にしてシンイチの籠絡を命じたそうじゃな？　鬼畜か貴様は」

「…………」

　悔しげに唇を嚙むベルガンド公爵。

「陛下の結婚の宣言が急で、駒の手配も雑にならざるを得なかったということもありましょうが──おおかた、普段から子飼いの者を使わず、手駒は立場を利用して無理矢理に確保、その後は使い捨て、という方法をとってきたのでしょうな。まあ、謀略の手段としては手堅いものの一つでしょう。関与する者は少なければ少ないほどに、企みが露呈する恐れは少ない。この辺りはむしろザハール老の専門ですが」

　と言うのはガリウスである。ベルガンド公爵、完全に見抜かれちゃってる模様。

「しかしだからこそ、ルーミリエ・マルレンの『入れ替わり』に気付かなかった」

「普段から接している子飼いの者ならば、さすがに気付かれたかもしれませんが」

　その辺のことはルーミリエが捕まった直後に、僕らが彼女から聞き出している。

　そんなに親しくも付き合いが長いわけでもない相手なら、ロロンの操る傀儡でも十分にだませると僕らは判断したのである。

「さて、ベルガンド公爵。お主にはお仲間の名前を吐いてもらうぞ？　どうせお主一人の思いつきでもあるまい？」

「それは……わ、私が言うとお思いか？」

「お思いだとも」

　とペトラルカは頷いて笑う。

「何しろ妾は皇帝じゃからな。妾の許しがあれば、この国ではなんでもできる」

　それこそ『もういっそ殺して』と、されている側が泣き叫ぶような拷問でも。

　ルーミリエを捕まえた後も、しばらくはこれを表沙汰にしていなかったのも──自分から僕のところにベルガンド公爵が近づいてくるのを待っていたのも、確実を期して彼から自白を引き出すためだ。

　もちろん、彼がこの居間で喋ったことは、全部、僕と美埜里さんが仕掛けた小型の録音機で細大漏らさず記録されちゃってる。ベルガンド公爵の謀略──というかペトラルカ達からすれば反逆にも等しい行為は、もう関係者たるルーミリエの自白のみならず、首謀者本人の自白という決定的証拠まで揃って明らかになったのだ。

　良くも悪くも神聖エルダント帝国は独裁政権だ。この国では法律よりも皇帝陛下の言葉の方が重い。こういうとき、ペトラルカの許しがあれば、本当になんでもできちゃうだろう。冤えん罪ざいの可能性がないのだから、気兼ねなく拷問でもなんでも。

「…………さ……妻子は……関係ない……のです……」

　とベルガンド公爵は唸うなるように言う。

　家族を人質にとって、女の子に見ず知らずの相手とエッチしてこいとか言っちゃう人物でも、自分の家族は大事らしい。まあつまりは良くも悪くも権力志向なだけの俗物ということだろう。どこぞの漫画や小説に出てくるような、存在そのものが邪悪の具現みたいな人ではないということだ。まあ当然だけど。

「どうか……家族には……」

「その辺は後々、城で聞こう」

　ガリウスがそう言って、片手を挙げると──彼の背後から数人の兵士が入り込んできて、ベルガンド公爵を拘束した。
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　まあ──要するに。

　ペトラルカもガリウスも強引な結婚宣言で、エルダント帝国内に隠れていた反ペトラルカ派的な勢力が何か反応を示すであろうことは、見越していたのだ。

「皇帝だ、絶対君主だ、と言っても、万人が心からの忠誠を妾に誓っておるわけでもないのは明白じゃしな」

　ベルガンド公爵が連れていかれた後。

　居間に残ったペトラルカとガリウスは、僕達旧〈アミュテック〉勢──僕、美埜里さん、光流さん、そしてミュセル、エルビア、ブルークに事の顚末を語ってくれた。ちなみにシェリスだけは子供達を連れて離れに行っていてここにはいない。難しいうえに生臭い話になるので、ブルークとシェリスの子供達は遠ざけたのである。

「とはいえ、直近の臣下が皇帝への忠誠に揺らぎを生じさせておるようでは、甚だ危険だ。だから陛下と共にこれを機に、そういった不心得者をあぶり出すことにしたわけだ」

　とミュセルの淹れたお茶を優雅な仕草で飲みながら、ガリウスも説明する。

「シンイチは、いわばそのための餌だな」

「ひどい……」

　と訴えつつも、僕としてもペトラルカ達のためになることだったのなら、むしろ役立てて嬉しい気持ちはある。正直、ハニトラの黒幕を罠わなに塡はめるのも面白かったし。

「ということは──」

　首を傾げて一同を見回すのはエルビアだ。

「皇帝陛下が、シンイチ様と結婚するっていうのは、噓っていうか、そのためのお芝居だったんすか？」

「うん、そういうことに──」

「芝居？　なんのことじゃ？」

　僕の言葉に覆い被せるようにしてペトラルカが言う。

　……あれ？

　僕が慌てて彼女の方を見ると、ペトラルカは平然と腕を組みながら言った。

「妾は単に一石二鳥、いや、三鳥を狙っただけじゃぞ？」

「ちょ……ペトラルカ!?」

「シンイチを城に軟禁したのも、此奴を暗殺して妾の結婚を阻止しよう、などと早まったことを考える奴が出てこないようにとの用心じゃし、ミュセルを城に呼んだのは、シンイチの身辺警護のためじゃ」

「この時点でシンイチとミュセルをこの屋敷に戻したのも、城より警戒の緩いここなら、『ハニトラ』の黒幕か、その直近の部下が接触してくる可能性が高い──と踏んだことと」

　ガリウスはわずかに目を細めてエルビアを見る。

「エルビア・ハーナイマン。お前の動きも監視するためだ」

「あ、アタシっすか!?」

　面食らった様子のエルビアに、しかしガリウスは至極真面目な表情でこう続けた。

「なんだかんだ言っても、もともとお前はバハイラムの者であるし、アマテナ、クラーラといったか、現在もバハイラム軍にいる者達との繫がりがあるのだろう？」

「は……はぁ」

　呆ぼう然ぜんとしているエルビア。

　まあ気持ちは分かる。エルビアは確かに今も漫画なんかの密輸に絡んで姉のアマテナやその部下クラーラと接触がある。これは僕が彼女に指示したことなわけだから、それを以もつて『お前はまだバハイラムと繫がっている可能性がある』とか言われても、エルビアとしては『そんなこと言われても』と途方に暮れてしまうだろう。

　まあこうしてエルビア本人に言っちゃうってことは、ペトラルカもガリウスも、本気でエルビアを疑っていたわけでもないだろうし、なんの動きも見られなかったからやっぱり大丈夫、という判断が下されたから、なのだろうけれど。

　いや、それはそれとして──

「あの、ペトラルカ？」

「なんじゃ、シンイチ？」

「それじゃ、僕と結婚するって話は──」

「ああ、案ずるな。するぞ、結婚」

　ペトラルカが自信たっぷりに頷いてみせた。

「すでに妾とシンイチの結婚については周辺諸国に連絡済みじゃ」

「え、いや、だから」

「いまさら、取り消しなんぞすれば物笑いの種じゃ。そんな真似ができるか。ちゃんと婿にもらってやる。婚姻の儀も予定通り執り行うぞ」

　そう言ってペトラルカは──朗らかに、可愛らしく笑った。
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「……………」

　久しぶりの自室に戻って僕はぼんやりと天井を見上げていた。

　要するに不埒な臣下のあぶり出しは『ついで』だっただけで、僕との結婚は最初から徹頭徹尾、本気だったのだ、あの可愛い皇帝陛下は。

　逆に言えば、『不埒な臣下をあぶり出す』のを口実というか言い訳にして、僕との結婚を宣言し、それを既成事実化することを狙っていたとも言えるわけで。

　どれだけ可愛く見えてもさすがは皇帝、さすがは絶対君主である。

　そういえば、以前、ガリウスがツェルベリク王国のルーベルト王子と話をしていた際、『王族は色恋すら自分の気持ちだけでは動かせない』みたいなことを言われていたけれど。これも逆に言えば、『王族としての仕事に絡めれば、自分の色恋を押し通す大義名分が立つ』ということにもなったりする。

　お見事。もうそう言うしかない。

　正直言って、僕はペトラルカに対して──その容姿のせいもあり、守ってあげるべき可愛い妹分、みたいな気持ちもあるにはあったけれど。これはきっとペトラルカに対しては無礼な考え方なのだろう。

　感情だけで突っ走るようなことはない。突っ走るにしてもその準備をきちんとできる。そういう賢さかしさが彼女にはちゃんと備わっている。なかなかどうして、彼女はもう立派な大人の女性である。

　格好良い。素直にそう思った。そう思えた。

　とはいえ……

「──シンイチ」

　開けっ放しだった扉のところから、ペトラルカが顔を出して呼び掛けてくる。

「あ、ペトラルカ。帰ってなかったの？」

　てっきりもう城に帰ったのかと。

「帰ってほしかったのか？」

　とちょっと拗すねたように口先を尖らせるペトラルカ。こうして見ている限りだと、本当に幼いっていうか、もう守ってあげたい女の子そのものなんだけれども。

　僕がどう答えたものかと悩んでいると──

「これをまだ見せておらなんだのでな」

　そう言って部屋の入り口から頭だけ覗のぞかせていたペトラルカは、ひょいと軽い仕草で僕の部屋に入ってきた。

　真っ白なドレスを身に付けて。

　ふんだんにフリルやら何やらを用い、よく見ればびっしりと刺し繡しゆうが施された、美しい衣装。丈は長く、その一方でわずかな動きにもふわりふわりと軽く動くそれは、どこからどう見ても──

「ウェディングドレス……」

「似合うか？」

「……うん。すごく」

　素直にそう言えた。

　露出度という意味では普段の格好の方が多いくらいで、それなのにいかにも『女性』を感じさせる輪郭になっているのは、腰を大胆に絞ってあるからか。

　いやもう、本当にこうして見ると一人前の淑女──というか花嫁そのものだ。

「惚れ直したか？」

「うん。確かに」

　とこれも素直にそう言えた。

　けれど──

「でもペトラルカ、僕は──」

「ほれ、ミュセル、聞いたか！」

　とペトラルカは廊下の方に向かって勝ち誇るように言う。

　すると──

「──え」

　僕は目を丸くして固まった。

　ペトラルカの後からおずおずと姿を現したのは、ミュセル──なのだけれど。

　彼女もまたペトラルカと同様の、明らかに花嫁衣装と思おぼしき格好をしていたからだ。
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　よく見れば皇帝陛下のそれよりは若干、地味めに仕立てられているみたいだけれど、それでも驚くほどにその衣装はミュセルに似合っていて──その可愛らしさ、いや、美しさを引き立てていた。

「シンイチ様……」

　顔を真っ赤にしておずおずと部屋に入ってくるミュセル。

「前に戦いくさ装しよう束ぞくを仕立て直したときに、ミュセルの身体の寸法は測っておったからな」

　と得意げにペトラルカは言う。

「あの、ペトラルカ、これってまさか」

「側室という建て前にはなるがな」

　と言ってペトラルカは、どこか恥ずかしげに僕から目を逸そらす。

　そして──

「ミュセルのことは……その……認めてやろう、妾の……ゆ……友人でもあることじゃし？」

「──え？」

「陛下──」

　僕は呆然と間の抜けた声を漏らし、ミュセルは何やら感極まった様子で自分の口元を押さえている。

「妾が、ほ、惚れた、カノウ・シンイチという大おお戯たわけは、良くも悪くも『平等』だの『博愛』だのをよく唱えておったからな……！」

　それは確かにペトラルカと出会った当初、僕らの文化の基本として、そんなことを言った覚えはあるけど──

「な、ならば二人の、つ、妻も平等に愛してみせい！」

　最後の方は悲鳴じみて裏返った声でペトラルカはそう叫んだ。

「……ペトラルカ」

　それはつまり、形式としては自分が本妻、ミュセルが側室──第二夫人という形にはなるけれど、自分達を分け隔てなく、平等に扱えということだ。自分を優先しろとか、ミュセルはオマケだとか、そういうことを言わず、あくまで等しく扱えと。

　彼女にそこまで言わせたのは僕だ。

　彼女にそういう考え方を教えたのも僕だ。

　だから──でも。

「好感度パラメータを測る機械とかほしいんですけど。スカ●ターみたいなやつ」

　二人の女の子を、とことん平等に妻として大事にしろって、どんだけ難易度高いんだよ。ハーレムプレイはギャルゲでは珍しくないけど、好感度を常に天てん秤びんのようにバランスをとって立ち回るとか、どう考えても至難の業──というかいっそ無理ゲーだ。

　でも……

「……まあ、僕はオタクだからね」

　苦笑しながら僕はどこか覚えのある台詞を口にしていた。

「やってやろうじゃん」

「シンイチ様……？」

「ハードモード上等、無理ゲー上等。ぬるいゲームは願い下げだよ」

　そして僕は僕のお嫁さんズに向けて両手を広げた。

「病めるときだって健やかなるときだって、喜びのときだって悲しみのときだって、富めるときだって貧しいときだって、愛して敬って、慰めて助けて、命ある限りフルコンプで真心を尽くすことを──神様でも仏様でもなくて、二人に誓っちゃう」

「シンイチ……」

「シンイチ様──」

　ペトラルカとミュセルの、二人の大きくて綺き麗れいな目がそれとはっきり分かるほどに潤んでいた。ああもう、本当に萌える──

「じっちゃんの名、もとい、オタクの意地にかけて！」

　似合わぬキメ顔でそう告げる僕の胸に──二人が飛び込んできたのは、次の瞬間だった。
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　告白──という言葉一つで、人はどんな場面を連想するだろうか。

　ベタなのは、桜舞い散る遊歩道とか。手紙で呼び出した校舎裏とか。もっと大人びて、バーの片隅で酒の勢いを借りてとか。いずれにせよ、それは当事者にとって恥ずかしいものであるから、あまり他人の目のないような場所で行われるのが基本だろう。

　その意味で、そこは……型破りも良いところ、常識外れも良いところ、もっと端的に言えば、明らかにふさわしくない状況だった。

　何しろ、まず衆人環視状態。

　アメリカ軍──正しくはアメリカ海兵隊員や空母ニミッツ、それに外交特使を強制的に『あっち側』に送り返した直後の、練兵場。

　一気に人口密度は下がったとはいうものの、この場にはまだ百人を遥はるかに超える者達がいて、野生のドラゴンもいて、ドラゴン型の機動兵器までいて、神聖エルダント帝国軍の歩兵もいて。

　その大半がこっちを注視している状態なのだ。

　これで『秘めたる想いを相手に告げる』なんて真似がそうそう簡単にできるはずもない。

　羞恥プレイもいいところ、いや、ほとんど罰ゲームだ。

　そういえば、動画サイトにしばしば、公衆の面前で──しかもいろいろイベントじみたものを仕込んだうえで求婚する男女の映像が上がっているけれど、あれはほとんどの場合に文化の違う外国人達のやることであるのに加えて、すでに交際中のカップルが、踏ん切りを付ける形でする『求婚』であって……今まで秘めてきた恋愛感情を吐露する『告白』じゃない。

　ましてや……ああいう衆人環視状態の中での『求婚』は、一種の同調圧力もあって、求められた側が断りにくい空気を作り出してしまう。

　一種の強制だ。

　気が弱い人間なら、とても嫌とは言えない。つまるところそれは相手の気持ち如何いかんにかかわらず関係を強いるという意味では、レイプと大差ない。私に言わせれば健全な男女関係を構築する手順とは、とうてい思えないわけで──けれど。

「あ……あの…………」

　情けない。声が震える。

　こういうヘタレな反応は、私ではなくて慎しん一いちさんのキャラだろうに。

　……物事には流れというか、空気というか、そういうものがあるわけで。

　今──私はこの衆人環視の中で告白をせざるを得ない状態に追い込まれていた。周囲から期待の視線がひしひしと押し寄せてきて、この場から逃げることも、あるいは無言を貫くのも許されない。早く早く。言葉にこそならずとも、そう急せかされているのが分かる。

　これに気付いていないのはおそらく、私の目の前にいる彼女だけだろう。

「…………？」

　きょとんとした表情で、その大きく円つぶらな目を瞬しばたたかせながら、私を見ている女の子。

　健康的に日焼けした肌と、ぼさぼさの髪が、野生児っぽいというか──まあ実際にこの子は、身体一つで山だの森だのに突っ込まれても平然と生き延びそうな頑健さを備えていて……それが引き締まった身体にもよく顕あらわれている。

「あ、あの……エルビア？」

「はい？　なんすか？」

　彼女はわずかに首を傾かしげて──それからよく聞こえるようにということだろう、髪に埋もれるようになっていた、その大きな耳をひょいと上げてみせる。背後では長くてふさふさの尻しつ尾ぽが不思議そうに揺れているのも見えた。

　エルビア・ハーナイマン。

　人狼、ウェアウルフ──と呼ばれる獣人種の少女。この世界においてはごく普通の存在であり、実際には過去に生体兵器として造り出された存在の、末まつ裔えいらしいのだけれど。

　そんなことはいまさら、私には正直、どうでも……良くて。

「あ、あのですね、エルビア──」

「どうしたんすか、ヒカル様？　どこか痛いんすか!?」

　とベタな勘違いをして心配そうに私の顔を覗のぞき込こんでくるエルビア。

　無邪気というか無む垢くというか、五感は獣そのもののように鋭いくせに、こういうところは本当に鈍いというか。私としては察してほしいオーラ全開のつもりなのだけど、エルビアは──というかエルビアだけは、まったく分かっていなかった。

　なので、これはもうはっきり言うしかなくて。

　あのヘタレ無双、ヘタレの標準原器とも言うべき慎一さんですら、この衆人環視の状況でミュセルに告白したのだ。私がしないという選択肢はもはや、ない。というか、しなければなんと言われるか分かったものではない。

「別に痛いとかはないんですけれど」

　まあ胸が痛いと言えなくもないですが。

「あの、あのですね、エルビア」

「はい。なんすか？」

「わ、私は──私は、ですね。エルビア、貴女あなたが、エルビア・ハーナイマンが──好きなんですッ!!」

　最後の方は喉から血を吐くんじゃないかってくらいの勢いで私は叫んでいた。

　正直、あまりに血圧を上げすぎてどこかから本当に血を噴いちゃうんじゃないかと変な心配をしたり。目や口ならともかく、この私が鼻血なんか噴こうものなら、生涯それをネタに慎一さん辺りにからかわれかねない………………のだけれど。

「あ。えへへ。アタシも好きっすよ、ヒカル様！」

　あっさりとエルビアはそう言ってくる。

　おお、と周囲がどよめくのが聞こえて──でも。

　エルビアは朗らかな笑顔で、しかも後頭部をがりがり右手で搔かいたりしながら、言う。

「いつもお馬鹿なアタシのこと庇かばってくれたり、慰めてくれたりしてくれるし、アタシのいちばんのお友達っすよ！」

　……そう来ましたか。

　思わず卒倒しそうになりながらも、私はなんとか踏みとどまった。

　いや。想定内です。ベタもベタですし。このくらい。しかしここで彼女の誤解を解こうとすると、それはもう、単に告白するだけに留とどまらない羞恥プレイ──なわけで。

　なんと説明するのがいちばん、精神的ダメージが少ないだろうかと、私はどこかの大戦の戦士のように、頭の中で未来予測シミユレートを必死に繰り返して──どこぞの大戦の戦士よろしく、百回想像ハンドレツドクリツクして、百回、恥ずかしさで死んだ。きつい。

　そして──

「こんの、お馬鹿──ッ!!」

　ぎゅん、という擬音オノマトペでもつけたいような勢いで横からエルビアの頭部を掌底でぶちのめしたのは、あろうことか──自衛官、いえ、元自衛官の古こ賀が沼ぬま美み埜の里りさんだった。

　エルビアは側転するかのように回転しつつ数メートル吹っ飛び、しかしさすがにウェアウルフ、倒れることなく両手両足を地に着けて止まった。

「な、何するんすか、ミノリ様!?」

「エルビア！　貴女、慎一君の下で何を学んできたの!?」

「──へ？」

　びしりと自分を指差してくる美埜里さんに戸惑うエルビア。

「光流ヒカル君の、一世一代の愛の告白を、そんなベタな返し方で流すなんて！」

「え？　あ、愛……？」

「ちょっと……美埜里さん!?」

　目を白黒させるエルビアと、慌てて元腐人自衛官を止めに掛かる私。

「あ、貴女、ＢＬ専門なんじゃなかったんですか!?」

「光流君……」

　ゆらりと──若干俯うつむき加減でこちらを振り返る美埜里さん。

　怖い。掛け値なしに怖い。眼鏡のせいで目め許もとがよく見えなくて、顔の大半が陰になってて表情が見えず……まるで吸血鬼か殺人鬼か人型決戦兵器みたいな感じだ。

「ＢＬに限界はないわ」

「……それはそうかもしれませんけど」

　まあ無機物──たとえば新幹線だの建築物だの、挙げ句にはナイフとフォークでもＢＬは成立するらしいので、基本的になんでもありなのだろうけれど。

「もともと女装男子、男おとこの娘この光流君……ならばッ！」

　カッ！　と眼鏡が光ったような気がしたけれど、たぶん、気のせい。

「エルビアの方を男体化すればなんの問題もなしッ!!」

「何考えてんですか貴女はっ!?」

「戦艦だの拳銃だのお城だのアーサー王だのの女体化が許されてるんだから、女の子を男の子にするくらい、いいじゃない!?　そうすればＢＬの世界はもっと広がると思うの！」

　と両手の握り拳をぶんぶん振って力説する美埜里さん。

　駄目だ。腐ってやがる。知ってましたけど。

「いや、でも美埜里さん──」

　と若干、元腐人自衛官の勢いにびびりつつも声を掛けてくるのは、我らが〈アミュテック〉総支配人の加か納のう慎一である。

「エルビアって巨乳ですから、男体化するとキャラ属性が変わるというか」

「そこは『鳩はと胸むね』ってことで言いきれば！　むしろ逞たくましさの強調になってよし！」

　と制服を思いっきり押し上げている自らの胸に手を当てながら言う美埜里さん。

「なるほど……美埜里さんが言うと説得力ありますね」

「そこ、説得されてんじゃありません！」

　思わずそう突っ込む私。

　いや、今はそんな馬鹿な漫才をやっている場合ではなく──

「──あの、いいんですか？」

　と横からさらに声を掛けてきたのは、ハーフエルフでメイドのミュセルだった。

　彼女は慎一さんの隣で、困ったような表情を浮かべ、右に左にと視線を彷徨さまよわせながら──

「エルビアさん……逃げちゃいましたけど」

「……え」

　見れば確かにエルビアの姿はもうどこにもなくて。

「真っ赤になって、なんだか……ものすごい勢いで」

　言われてみれば、なんだか漫画表現みたいに、土煙が一直線に、練兵場の外に向かって続いている。あの先にエルビアがいるということだろうか。

　それはつまり──

「と、とりあえず、言いたいことは伝わったと思うの」

　一転して笑顔を取り繕いながら言う美埜里さん。

　私はきっと、ものすごく──彼女が我に返らざるを得ないほどに、はっきりと落胆した表情をしていたのだろう。明確に拒否されたわけでもないだろうけれど、即座にこちらの気持ちを受け入れてくれた、というわけでもない。

　このまま気まずくなって、関係が悪化──というのも、それこそよくあるパターンで。

「えと……だからその……………………ごめんなさい？」

　妙に可愛かわいらしくテヘペロって感じで美埜里さんが謝ってきたけれど、正直、もうどうでも良かった。
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「…………」

　頼みもしないのに見せられた夢のせいで──起き抜けの気分は最悪だった。

　練兵場でのことからすでに丸二日が経過していた。慎一さんを除く私達は〈アミュテック〉の屋敷に戻ってきている。いや。すでに日本との繫つながりが絶たれている以上、半官半民、日本とエルダントの共同出資による総合商社は、もう有名無実化していると言っても過言ではないから、ここもいずれ別の呼び方をされることだろう。

　ともあれ……

「そうでした。ミュセルもいないんでした」

　枕元に置いてあった時計を見ながら私は呟つぶやく。

　いつもならもうとっくにミュセルが起こしに来てくれる時間なのだけれど、彼女も今日から慎一さんのお世話のために登城していて屋敷にはいない。メイドとしては他にもリザードマンのシェリスがいるにはいるけれど、たくさんのお子さんの世話に忙殺されていて、あまり仕事をこなせていない状態だった。

「…………」

　私はふと、自分のお腹の下辺りに目を向ける。

　そこは──改めて私も男だと思い知らせるかのように、シーツを押し上げて膨らんでいて。気持ちとはなんの関係もない生理現象だというのは分かっているのだけれど、なんだか節操がないみたいに思えて、ついつい溜ため息いきが出る。

　ベッドの隣には白い『棺かん桶おけ』が一つ置かれていて、その中には私そっくりの、ただし完全に女性の形態をしている義体アバターが安置されていた。首に巻いたチョーカーを介すれば、そのままその義体が自分の身体になったかのように自然に操ることができるのだ。もちろん、時間制限はあるのだけれど──

「いっそ本当に女になってしまいたいくらいですよ」

　誰に言うでもなく私はそう呟くと、朝の身支度をするべく、ベッドから降りた。
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「──申し訳ございません」

　そう言って頭を下げてくるのは、シェリスだった。

　彼女の周りでは相変わらず、マーニャを筆頭に数名の子供達がわちゃわちゃと遊んでいて──見ていて和む。リザードマンといっても、やはり寸詰まりの体型の子供は可愛く見えるし、子供達の世話をするシェリスの姿も、やはり母親そのものだ。

　爬は虫ちゆう類るいは基本的に子供を養育しない印象があるけれど、魚類でも子供を養育する種類はいるし、ましてや人間に近い姿形や思考をしているリザードマンは、子育てに関してもそんなに私達と差異を感じない。

　ただ──

「まあ仕方ないです。無理して作らなくてもいいですよ」

　私は苦笑をはっきりと浮かべて──リザードマンのシェリスは私達の表情を読むのがやや苦手なので、分かりやすい表情を浮かべてあげる方が、いろいろと伝わりやすい──言った。

　私の前には今、シェリスが作った朝食がある。

　サラダ、カットフルーツ、はまあいいとして。

　パンと目玉焼きは黒焦げ、豆のスープは煮過ぎて濁っていて中の豆まで煮崩れており、見た目はともかく味はひょっとしたら──とそれぞれ一口食べてみたけれど、まるで味がないとか、逆に塩辛すぎるとか、正直言ってとても食べられたものではなかった。

　どうやらシェリスは見よう見まねで、ミュセルがいつも作っている朝食を用意しようとしてくれたらしい。

　しかし基本的にリザードマンは私達と味覚が違う。

　甘み、辛み、苦み、渋み、といった基本的な味覚を感じる舌の機能も少々異なるらしいし、顎の力がやたら強いこともあって、歯応えとか食感に対する感覚も違う。動物の骨なんて彼らにとってみればばりばり食べちゃうスナック菓子のようなもので、わざわざ料理の際に取り除く、という考えそのものがないらしい。

　となると当然、料理上手になどなれるはずもなく。

「ですが、それでは……」

「いいんです。まあミュセルが留守の間は自分で作っても良いでしょうし」

　私の親はわりと父母共にだらしない人だったので、朝も遅く、小学生の頃から私は自分で勝手に朝食を作って食べて、学校に行っていた。ミュセルがいたので料理関係に手を出したりはしなかったけれど、これでなかなか、私は料理上手なのだ。

「本当に申し訳ありません、私が至らぬばかりに──」

「エルフはともかく、わりと人間と獣人はいろいろ感覚が違うようですし、克服できない差というのはありますよ。それは仕方な──」

　視界の隅に何かが動く。

　それが──ちょうど、食堂に入ってきたエルビアだと知って、私は硬直した。

「……お…………おはようっす……」

　どこか気まずそうにそう言って、どうにも似合わない、のそのそとした動きで食卓テーブルにつくエルビア。彼女はそのまま小声で『いただきます』と言ってから、手づかみでカットフルーツを口に運び始めた。

「エルビアさん──」

　とシェリスが気遣わしげに声を掛けるけれど、エルビアは反応しない。おそらく聞こえていないだろう。物理的に聞こえていても、意識としては聞いていないというか。多少機嫌や調子が悪い程度で、他人を無視するような性格の子ではない。

「ヒカル様……？」

「ごちそうさま」

　シェリスが救いを求めるようにこっちを見るけれど、私としても何も言えない。

　なので早々に食堂から立ち去ることにした。

「…………」

　ちらりとエルビアの方を見ると、彼女はただ目の前の皿を──頑かたくななくらいにまっすぐ野菜と果物だけを見ている。ただ、その尻尾がゆらゆらと、どこか不安げに揺れているのは見えた。

　犬と猫では尻尾の振り方が違うのだ、というのは慎一さんから聞いた豆知識だったろうか。同じ振り方でも犬は不機嫌、ネコは上機嫌、ということがままあるので、気をつけた方が良いとかなんとか。では、ウェアウルフの場合はどうなのだろう。

（何が「わりと人間と獣人はいろいろ感覚が違うようですし、克服できない差というのはありますよ」──だ）

　自分の迂う闊かつな発言が恨めしい。

　もちろんそれはシェリスの頑張りを労いたわる意味でのものだったわけだけれど、それをエルビアに聞かれてしまう可能性は、考慮してしかるべきだった。

　言葉面づらだけ取り出してみれば、それは、人間の私が獣人を突き放しているかのようにも受け取れるわけで。練兵場で生じた気まずい雰囲気を引きずったまま、特に進展も破綻もない私とエルビアの間では、想定外の効果を発揮しかねない。

「はぁ……」

　どうしてこうなった。

　いや。そもそも慎一さんを好きなエルビアに告白しようという時点で、無謀だったとしか言いようがない。彼は最終的にエルビアを選びはしなかったようだけれど、だからといってエルビアの中の気持ちがそれで綺き麗れいさっぱり消えるわけもなし。

　私の告白はむしろ、彼女の失恋につけ込んでいただけの──

「……そう考えると、かなり最低ですね、私も」

　慎一さんのヘタレぶりを責められない。ひっそりと誰に見せるでもない自嘲の笑みを浮かべると、私は部屋に戻るべく廊下を歩き始めた。
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　絵を描き始めたのは十かそこらのとき。

　それ以前からももちろん、アタシ達三姉妹は──他の子供達と同じように、地面や家の壁に黒炭で落書きをしたりして親に怒られたりもしていたっすが。はっきりと何かを『見て写し描け』と言われて黒炭と羊皮紙を渡されたのは、確かそれくらいだったはずで。

　アタシ以外の二人は早々に飽きて黒炭と羊皮紙を放り出してしまったっすが、何な故ぜかアタシだけは性に合ったのか、延々と飽きずに目の前の空を──というよりそこに浮かぶ雲を描いていたそうで。

　思い返せばそれは、『あの日』を迎える前に、ウェアウルフとしてのいろいろな本能を、その衝動を、抑え込むための方法について……親がアタシ達姉妹に教えていたのかも。けれどジジ姉やアマ姉には『絵を描く』のは合わなかったみたいで、アタシだけがその方法を学ぶことになった……と。

　三つ子といっても、やっぱりアタシ達は全然、別の者で。

　ジジ姉もアマ姉も頭は良くて要領も良いのに、アタシは本当に頭が悪くて鈍臭くて間が抜けていて。ジジ姉もアマ姉も親と同じように軍に入って、正規軍人としてすぐに出世を始めたっていうのに、アタシは何度も入軍試験に落ちた挙げ句に、ようやく軍に入れたと思ったら、配属を決める試験でもいろいろやらかしちゃって、結局──敵国に大量に『ばらまく』密偵スパイにしかなれなかったっす。

　いやもう、出来の悪い娘で申し訳ない──と親には謝ったんすけど、むしろ親は泣きながらアタシに謝ってきて。そのときはよく分からなかったけれど、要するにアタシがなった密偵っていうのは、使い捨てで、下手な正規軍人よりも何倍も死ぬ恐れがあるような、いわば最底辺の仕事だったみたいで。

　アタシは単に絵を描くのが好きだったから、どこに行かされるかはさておいても、のんびり絵を描いていればいい仕事だって言われて単純に喜んでいたんすけども。親にしてみれば、もともと鈍臭い末娘に過酷な密偵の仕事なんて務まるはずがない、むしろ早々に敵国に捕まって殺されるに違いない──そんなふうに思ったらしくて。

　実際、それはその通りだったっす。

　アタシは本国から指示のあったエルダントの施設を絵に描いている途中に捕まっちゃったっす。ろくに仕事もしないうちに。

　本当なら、アタシはそこで殺されるはずだったんすが──

「…………」

　知らない間に溜め息をついてたみたいで。

　アタシは画用紙──羊皮紙ではなく──の上に走らせていた鉛筆を止めて、お屋敷の近くの草っ原に座りながら、ただ、ぼんやりと空を眺めたっす。

　十やそこらのあの頃は、それこそ朝から晩まで、延々と雲を描いていることだってできたんすが、さすがにもうそんな根性はなくて。

　しかも──

「……ああああ」

　無意識に自分の描いていたものを見たアタシの口から、思わず漏れるうめき声。

　何しろそこに描かれていたものは──雲を描いていたはずのそこに、無意味で乱雑に走るたくさんの線の中に、何故か浮かび上がるように描かれていたものは、よく見知った人の顔。

「何やってんすか、アタシは……」

　思わずぐしゃっと画用紙を握りつぶしかけて──しかしアタシは、何故だかそれがどうにもできなくて。そんなアタシに──

「何やってんだ、狼おおかみ」

　ふと上から覗き込むようにして声を掛けてきたのは、トカゲの旦那。

「何って……別に」

「風景を描いてたんじゃないのか」

「見ないでほしいっすよ！」

　アタシは慌てて絵を隠しながらそう言ったっす。

「これは仕事じゃないんすから！」

「そうなのか？　まあ──言われてみれば確かにな」

　とブルークの旦那は言ってアタシの隣に腰を下ろして。

「ニッポンと繫がりがなくなれば、旦那様らはともかく、〈アミュテック〉はもう立ち行かねえだろうしなあ。お前も〈アミュテック〉に雇われて絵を描いてたわけだし」

「あ……そういえば」

　すっかり忘れていたっす。

「というか、それはつまり、アタシってば再びバハイラムの密偵として処刑される可能性が出てきたっすか!?」

「さすがにそれはもうねえと思うが」

　とブルークの旦那は言って──その細長い頭を傾げて。

「今後の身の振り方に悩んでたわけじゃないのか。じゃあいったいぜんたい、何を溜め息なんかついてやがんだ、お前は」

「……それは」

　アタシは腕で隠した絵を──そこに描かれている人のことを思い出して。

「アタシ、好きだって言われたんすよね……」

　ブルークの旦那にどうして喋しやべるつもりになったのかは、よく分からないっす。

　ひょっとしたら、リザードマンの旦那なら、顔色一つ変えずに聞いてくれるだろうと思ったのかも。というかいまだにリザードマンの表情ってアタシもよくわかんねえっす。むしろ体臭の変化からなら大おお雑ざつ把ぱに怒ってるか笑ってるか程度の区別はつくんすけどね。

「ヒカル様に……」

「ヒカル様に？　そいつはまた──」

　そこまで言って、ブルークの旦那は黙り込んでしまって。

　アタシはしばらく待ってから、溜め息を一つついて続けたっす。

「お友達の好き、じゃなくて、その、男と女の好きだって」

「……ふむ」

「でもアタシ、その場でもう、どうして良いのか分からなくなって、何も答えずに逃げたんすよ。全力疾走」

「そりゃまずいだろうな」

「まずいっすよね」

　だからヒカル様とはとても気まずい感じになったままで。

「本当……どうして良いのかよくわかんねっす」

「しかし、お前は旦那様が──シンイチ様が好きだってのは、ヒカル様もご存じだったろうに。それでもヒカル様はそんなことを言ってきたのか。お前に」

「…………はい」

「そりゃまた……勇気の要ったことだろうなあ」

「うっ…………」

　なんだか責められているような気がして呻うめくアタシ。

「なんでなんすかねえ……？」

「なんで、とは？」

「なんでアタシなんかなんすかね……」

　アタシがシンイチ様を好きなのはブルークの旦那の言う通りで。

　でも結局、シンイチ様はアタシじゃなくてミュセルをお嫁さんにするって言って。まあ少し前からそうなんじゃないかな、アタシじゃミュセルには勝てないんじゃないかなあ、なんて思ってはいたのだけれど。

　シンイチ様がアマ姉に掠さらわれたときだって、ミュセルは自分の立場とか全然考えずに、シンイチ様を助けに行くって言って泣いてたし。シンイチ様が死んだら後を追いかねないくらいの熱の入れようで。

　そんな一いち途ずな子に、アタシが勝てるはずもなくて。

　シンイチ様だってそんなミュセルのいじらしさに応えたわけで……

　対してアタシはといえば、いきなり『あの日』でわけが分からなくなってシンイチ様押し倒しちゃうし。そういうのがシンイチ様達の文化じゃ良くないっていうか、慎みがない、恥じらいがない、だから可愛くないって思われる──ってのは、さすがにアタシもマンガとか見せてもらって少しは学んでて。だから……きっとシンイチ様はアタシを選ばなくって。

「なのにヒカル様が……アタシを好きだって……」

「なのにってお前──」

「そんな都合の良いこと、あるはずないじゃないすか。シンイチ様に振られたとたんに、別の人がアタシを好きだと言ってくれるとか。きっとヒカル様は、アタシを哀れんでくださったっていうか、慰めようとしてくださっただけで──こんな馬鹿で間抜けではしたない女なんか、ニッポン人のヒカル様が、普通に好きになんてなるはず……ないっすよ……」

「…………」

　何やら黙って舌を出し入れしているブルークの旦那。

「よく分からねえが、哀れんで好きだって言われたら、駄目なのか？」

「駄目っていうか、その」

　アタシは膝頭を少しすりあわせて言った。

「このまま、もし『あの日』が来ちゃったら……て思うと」

「……ああ」

「そしたらヒカル様のお心遣いに甘えて、アタシ、今度はヒカル様を押し倒しちゃいそうで…………」

　そしたらヒカル様もきっと、呆あきれちゃって。

　ヒカル様にまで──そう考えると、アタシはなんだか震えるほどに恐ろしくて。

「難儀な話だなあ、おい」

「まったくっすよ……」

　そしてアタシは溜め息をまたついた。
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　私が一人で部屋に籠もっていると、シェリスが訪ねてきた。

　どうやら食堂で私とエルビアの様子がおかしかったのに気付いて、気になったらしいのだ。本来、顔の作りや感情の表出の仕方が異なるリザードマンにまで、気付かれるくらいに私とエルビアの間の空気はぎくしゃくしていたということなのだろう。

　情けない。

『演じる』ことにかけてはそれなりに自信があったのだけれど、自分の落ち込んだ気持ちを取り繕う余裕も、今の私にはなかったということだ。

　それはともかく……

「……エルビアにね、告白したんです」

「告白、ですか？」

「ええ。好きだって。お友達としての好き、じゃなくて──」

「番つがいになりたいという意味で？」

「…………まあ、究極的には」

　私は苦笑して認めた。

　なんだかんだ言って私は結局のところ、男であることに変わりはないし、エルビアが女であることも変わらないし、そのうえで好きだ──と告げるということは、男女の関係、性的な関係を結びたいということに繫がるし、そのまま恋人同士に、ひいては夫婦になりたい、という話にも繫がるわけで。

　どうしてシェリスにこんなふうに素直に話すことができたのか、自分でも不思議だけれど、おそらくリザードマンという、私達とは明らかに異なる種族の彼女だからこそ、私達の恋愛事情を笑いもせず、呆れもせず、聞いてくれるのではないかと思ったのかもしれない。同時に、誰かに話すことで、自分の中の曖昧な気持ちを整理したかったというのもあるのだろう。そこに都合よくシェリスが来たというわけだ。

「でもまあ、エルビアはもともと慎一さんが好きなわけですし、彼がミュセルに求婚した後だったから、エルビアもこう……いろいろ動揺してたでしょうし。何も言わずにそこから逃げ出しちゃって……お互い気まずくて、ろくに話もしないまま、今に至るわけです」

「そうですか……ヒカル様がエルビアさんを……」

　シェリスはしばらく何事か考えていたようだけれど。

「ヒカル様は何故、エルビアさんを？」

「え？　私──ですか？」

　シェリスがそんなことを聞いてくるとは思ってもみなくて……私は少々面食らってしまった。

　しかし──これも良い機会、と言えるのか。

　私は自分の頭の中をいろいろ整理して一つずつ言葉を当てはめていく。

「私はほら、いつも女装しているでしょう」

「はい」

「これ、自分からしたくてしてたっていうより、周りが──というか親がしてほしいって言い出して、女装したら可愛い、似合う、って褒めてくれて、気がついたらもう、それが当たり前になってたんですよね。周りの期待に応えて、っていうと聞こえが良いですけど、なんかこう……流されてたっていうか」

「流された──ですか？」

「求められると応じてしまうというか、私ってあんまり自分ってものがないというか。期待された人物像を演じることに慣れちゃって──ますます、自分がどういう人間かもよく分からなくなっているというか、自分が何がほしくて何がしたいのかすら、よく分からなくなってきていて……」

「はぁ……」

　今ひとつよく分からないのか、シェリスは曖昧な反応をしているが、まあ、これは仕方ないだろう。

「まあそんな私だから、眩まぶしいんですよ。エルビアが」

「眩しい……？」

「あの子、表裏がないでしょう？」

　私は苦笑して言った。

「隠し事ができないし、思ったことがすぐ顔に出るし、言葉にも出ちゃう。ちゃんと自分の欲求ってものがあって、それをまっすぐ外に出せる。そのくせ、最後の一線では自分に自信がないというか、我が弱いというか、変に他人に遠慮しちゃって、譲っちゃう部分があって、ほっとけないというか、そこが彼女の優しくて可愛いところだと──」

　そこまで言って、さすがに恥ずかしくなって私は口をつぐんだ。

　これでは単なる惚のろ気けだ。

　しかも当のエルビアに私は避けられ続けているわけで──

「まあ、そんな感じです」

　私はそう言って強引に話をまとめた。
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「──あっしが……俺が、嫁と出会ったのはガキの頃でな」

　もうずいぶんと昔のことを意識して思い出しながら……俺はそう傍らの狼おおかみ娘むすめに言った。

「出会ったっつっても遠目に見ただけだが」

　当時の俺は戦士として戦場に立ったばかりの若造で、なんとか武功を立てたいと焦るばかりで実績が全然追い付かねえ──本当に何も持っていないただの馬鹿だった。だから族長の娘であるシェリスのことも、前線の戦士達を鼓舞するため、族長家族が俺達の砦とりでを訪れた際に、遠目にちらっと見ただけだ。

「おそらく嫁の方はそのときのことなんざ覚えてもいねえだろうがな」

　その場に何百人といた戦士達の一人でしかなかったしな。

　だが俺の方は、族長の娘が大層な別べつ嬪ぴんだってことと、それからずいぶんと丁寧な言葉で俺達をねぎらってくれたことに驚いた。正直、俺なんかとは生まれが違うと……まあ言ってしまえば別の生き物みたいなもんだと思ってたからな。

「嫁はたぶん、二度目に会ったときが初対面だと思ってるだろうな」

「それって……？」

「二年ほど後だったか。族長とその家族がやっぱり前線を回って戦士を慰労する催しがあってな。だがそのときにバハイラムの奇襲攻撃があって、えらい混乱しちまってよ」

「はぁ……申し訳ねえっす」

「別にお前が命令してやらせたわけじゃねえだろ」

　何やらうなだれて謝ってくる狼娘に俺は首を振ってみせた。

「まあそのおかげで、嫁とお近づきになれたわけだしな……」

「へ……？」

「混乱してる最中に、右往左往してる族長と嫁を、たまたまその場に居合わせた俺が、砦の奥まで連れてって守ったんだよ。無我夢中だったから、バハイラムの兵隊も何人か蹴散らしたはずだが、正直、細かいことは覚えてねえ」

　ただ、あのときには自分でも信じられないくらいに力が出た。

　年寄りの族長とその娘を両脇に抱えて走ったうえ、襲い掛かってきたバハイラムの兵士を、棍こん棒ぼう括くくり付つけた尻尾で薙なぎ払はらい、脚で蹴り倒し、延々と走ったもんだ。

　で──その結果として、俺は同族の間ではちょっとは名が知られるようになった。

　もともと俺達は神聖エルダント帝国の一部隊でしかなかったので、リザードマンの族長やその娘を助け守った功績も、人間種族優位のエルダント軍の中では、特に評価されなかったわけだが……だからこそ、族長やその娘はことさらに、俺のことを高く買ってくれたらしい。

「なんだかんだでその後も、俺は前線で戦い続けたわけだが、たまに休暇をもらって郷里に戻ると、ずいぶんと周囲が俺のことをもてはやすし、族長の娘も必ず俺に会いに来てくれるようになってた。俺のことを命の恩人だって言ってな」

「なるほど……そりゃ命を助けられたら好きにもなるっすよね」

「ん……まあ、そんなもん、きっかけでしかねえと思うがな」

　と俺は言った。

「俺は俺でとにかく、勝手に膨れあがっていく名声が……怖くてな」

「怖い……っすか？」

「おう。なんか俺とは関係のない別のブルークがいるんじゃねえかとか、そんなふうにさえ思えてきてよ。なんせ里帰りするたびに俺の武勲に尾ひれがついて語られてるわけでな」

「……はぁ」

「今にして思えば、もう族長は俺と娘を結婚させるつもりだったんだろうさ。末端の、地位も何もない若造と族長の娘を結婚させるってんなら、何か……見栄えする箔はくを付けとかなきゃまずいだろ」

「そ、そういうもんすか？」

「そういうもんなんだよ」

　それから三年あまり。

　まだエルダントとバハイラムの国境紛争が激しかったこともあって、俺はたくさんの武功を立てることができた。エルダントの市民権も授与されたし、リザードマン部隊を率いる立場にもなった。それでも後ろに引っ込むなんてのはできずに、先頭に立って戦ったが。

「どうにも俺の評判に俺自身が追い付けてない気がしてな」

「難儀な話っすねえ……」

「まあ、そうこうするうちに、族長から娘と結婚しろ、なんて話が来てよ。俺としては別に嫌でもなかったし、そもそも、適齢期になったら番を成して子をもうけるのは義務だから、まあ、独り身だった俺には、断る理由がなかった」

「……つまり」

　目を瞬かせながら狼娘は聞いてきた。

「結婚したそのときは別にシェリスさんのことが、好きでもなかった……ってことっすか？」

「嫌いじゃなかったが、まあ、その、なんだ、お互いに立場ってものがあって、その立場上、そうするのがいちばん良い、くらいの考え方だったな」

　俺も嫁も他に選択肢がなかった──とも言うが。

「じゃあ……」

「そうだよ。俺達は別に、お前達の言うような、恋愛をして結婚したわけじゃねえんだ」

　そもそもリザードマンの社会において、番となり、子をもうけるのは俺自身がさきほど語った通り、義務だ。好きとか嫌いとかは関係がない。少なくとも伝統的なリザードマンの社会の価値観においては。

「まあ、お前も知ってると思うが、その後、いろいろあって俺は嫁の産んだ卵を守れなくてよ。その義務を果たせなかったわけだ。まだエルダント軍に籍を置いていたから、前線にいることが多くて、一緒に暮らしてなかった」

　そのことでお互いに気まずくなって、俺は結局エルダント軍を辞め、嫁にも別れる旨を告げて、戦士とは真逆の仕事を探して就くことにした。

「後は──ま、いろいろあって、お前も知っての通りだ」

「再婚したわけっすか。でも──」

「まあそうなんだが。旦那様のところで働かせてもらって、旦那様の持ち込まれた本──マンガ、だったか、あれも少し読ませてもらったりして、ミュセルがシンイチ様に読み書きを教わるのに、交ぜてもらったりして……少し、考え方が変わってきてな」

　それまで知らなかった単語も幾つも覚えた。

　恋愛──というのもその一つだ。

　義務ではなく、感情によって結びつく、男女の関係。

「要するに俺達は、恋愛って途中の過程をすっ飛ばして夫婦になっちまったわけでな」

「それは──」

「だから今、俺と嫁はそのすっ飛ばしちまった恋愛……というかあれだ、『青春』ってやつを、味わっている最中でな。いや、素晴らしいな」

　郷里の老人達は──こんな俺と嫁について、人間の文化に毒された、などと責めるかもしれないが。武功を立てて名を上げる、という以外に何も『幸せ』を知らなかったこの俺が、今は胸を張って『幸せ』だと言える。嫁と触れあったり、ささいな会話をしたり、そういうことですら、ふと自分が幸せであるということを自覚する。

　こんなふうに思えるようになったのも、やはりシンイチ様のおかげなのだろう。

　だから──

「恋愛はいいぞ」

「六人もの子持ちで惚気るんじゃねーっすよ、トカゲの旦那」

　そう言って狼娘は溜め息をついてから──唇の両端をつり上げて、歯を見せてきた。

　たぶん、これは笑ってみせたのだろう。俺達には顎の関係でできない表情だが。

　どうやら少しは元気づけることができたらしい。

「でもまあ、ありがとうっす」

　そう言って狼娘は立ち上がった。
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　シンイチ様達が帰ってきたのは──それから十日後くらいのことだったっす。

　なんでも結婚前の準備ってことで、一時、屋敷に帰ることを許されたとかなんとか。

　本当なら、アタシもヒカル様も揃そろってシンイチ様達を出迎えるべきだったんすけど、やっぱりまだどこか気恥ずかしいというか、気まずいというか、そんな気持ちもあって、アタシは部屋に引き籠もってて、ヒカル様もどうも同じだったみたいで。

　ただ──




「このラッキースケベ主人公体質のシンイチに、女を送り込んで籠絡、秘密を握り、思い通りに操ろうなどと考えることそのものが間違いだと言っておる。そんな常じよう套とう手しゆ段だんが効くようなタマか、此奴こいつが」




　お腹がすいて何か食べようと、部屋から出て食堂に向かう途中で──居間で皇帝陛下のお声らしきものが聞こえてきたっす。

　そっと中を覗いてみると、シンイチ様や陛下や、ミュセルに加えて、知らないおっさんの姿も居間にはあって。何やら揉もめているみたいだったっすが──

「…………」

　久しぶりに見るシンイチ様のお顔。

　アタシが大好きな──けれどアタシを選んではくれなかった人のお顔。

　シンイチ様の横には、ミュセルと、そして陛下がいて。

　それから──




『なるほど……そりゃ命を助けられたら好きにもなるっすよね』

『ん……まあ、そんなもん、きっかけでしかねえと思うがな』




　ふとブルークの旦那の言葉が頭の片隅を過よぎったりして。

　考えてみれば、アタシがシンイチ様を好きになったのは、命を助けられたからで。

　でもブルークの旦那が言うには『それはきっかけでしかない』ってことで。

　だとしたら、アタシは──命を助けてもらったことをきっかけにして、そこからどんなふうにシンイチ様を好きになっていったのか。もちろん、『あの日』が始まったこともあって、いちばん近くにいた男性のシンイチ様が、やけに素敵に見えたこともあるのだけれど。

　きっと、何より大きかったのは、シンイチ様がアタシのことを『気持ち悪い』って言わずに可愛い、魅力的だって言ってくれたから。種族が違ってて、しかもウェアウルフとしてもひたすら出来の悪いこのアタシを──




『わ、私は──私は、ですね。エルビア、貴女が、エルビア・ハーナイマンが──好きなんですッ!!』

『エルフはともかく、わりと人間と獣人はいろいろ感覚が違うようですし、克服できない差というのはありますよ。それは仕方な──』




　でも考えてみれば……それはヒカル様も同じで。

　むしろヒカル様はミュセルでも陛下でもなくアタシを好きだと言ってくれて。

　アタシが馬鹿で間抜けな獣人であるということは──それ以上に、種族が違うから、克服できない差ってものがあることも、承知のうえで、それでも。

　よく考えてみればアタシはヒカル様に命を助けてもらったこともあって。

　だからそれは──シンイチ様とヒカル様に関しては、本当に、後か先かの違いしかなくて。もしかして先にヒカル様と出会っていたら──…………

「…………ってそんなこと言い出したら、何も決められないっすよね」

　アタシはそう呟くと居間から離れたっす。
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　その後──なんだかんだで見知らぬおっさんは、騎士団に捕まって連れていかれて。

　シンイチ様とミュセル、それに陛下は、何人かの従者と一緒に屋敷に留まられることになって。さすがにアタシやヒカル様もずっと、部屋に引き籠もってご挨拶しないわけにもいかず、居間で今回の──皇帝陛下のご結婚の顚てん末まつについて、教えてもらったっす。

　ただ好きになって結婚する、それだけでも皇帝陛下ともなれば、大変で。

　その苦労は、庶民のアタシには想像もつかないっすけど──

「……あ」

　その後──ふと、用足しに行こうと屋敷の廊下を歩いていたとき。

「エルビア……」

　ちょうど、便所から出てきたシンイチ様とばったり会ってしまって。

「えと、なんだか久しぶりって感じだけど。元気？」

「あ、はい、元気っすよ。大丈夫っす」

　とアタシはシンイチ様に見せてもらったマンガの中にあった体勢を──がっつぽーず、とかいうやつをしてみせて。けれど──

「あ、いや、なんか、エルビアも元気なさげに見えたから──」

「アタシも？」

「ヒカルさんも……ね。いや、あのだから、その」

　シンイチ様はどこか気まずそうに言葉を濁されて。

「ヒカルさんに告白しろしろって無理強いしたのは、僕らでさ。だからその、それでヒカルさんとエルビアがぎくしゃくして、気まずくなっちゃったんなら、本当、申し訳ないというか……二人共、仲良かったでしょ……」

「あー……」

　気付かれていたみたいっす。というか当然すけど。

「いや、本当に難しいよね。いろいろ。今回、改めて思い知らされたよ」

　そう言ってシンイチ様は溜め息をついて。

「なんの話っすか？」

「人を好きになるならないの話だよ。ペトラルカ達見てると、大変だよ、本当。立場がある人達は、その立場のおかげで恵まれてる部分もあるけど、その一方で立場があるから恋愛一つ自分の感情だけで突っ走ることもできないっていうか──王族って本当、大変だなあって。でもそれはたぶん、王族に限った話でもなくて……」

　そう言って──シンイチ様は苦笑して頰ほおを搔いておられたっすが。

「あの、シンイチ様？」

「何？」

「立場が先にある恋愛は、恋愛じゃないってことすか？」

　だからブルークの旦那達も遠回りせざるを得なかったって話で。

　だからアタシは──

「いや？　大変だろうってだけで、それはそれで恋愛でしょ。フラグみたいなもん。立場もきっかけではあっても、それだけで誰も彼もが好きになっちゃうとも思えないし。立場や肩書は、その人個人に属する魅力の一つかもしれないけど、それが全部でもないでしょ。そういうのもひっくるめて、全部丸ごと好きになるかならないかって話だろうしね」

　と言って──シンイチ様は肩を竦すくめて。

「王様も権威が失墜して一個人になるなんて例も、枚挙にいとまがないし、肩書の取り外しや変更が可能な以上、それを理由に好きになっても、それがあとで変わってしまえば、気持ちが冷めてしまうこともありうるし」

「シンイチ様──」

「だから僕は、あくまで皇帝陛下と結婚するんじゃなくて、ペトラルカと結婚するわけだし、メイドさんと結婚するのではなくてミュセルと結婚するんだ」

　そう言うシンイチ様の表情はとても──誇らしげで。

　ただ──

「…………」

　そういえば、アタシはシンイチ様がミュセルに求婚したとき、そりゃもう、残念だったけれど、でも哀かなしいとか寂しいとか辛つらいとか、そんな気持ちはあんまり感じなかったっす。今も改めて皇帝陛下やミュセルと結婚するとシンイチ様の口から聞いても、胸が苦しいとかそういうのはなくて。

　いや。そもそもシンイチ様がミュセルと陛下二人一緒に娶めとるっていうんなら、ついでにアタシも娶ってくれてもいいじゃないすか、シンイチ様が大好きなハーレムっすよ──なんてことを言っても、アタシの立場からすれば、おかしくはないはずなんすが。

　何な故ぜだか、とんとそういうことを言う気にはなれなくて。

　これは、きっと──

「……ってエルビア？　どうしたの？　本当に大丈夫？」

　とシンイチ様が気遣って聞いてきてくださるけれど。

　アタシは──何かこう、すとんと腑ふに落ちた感じで、呆ぼう然ぜんとしていたっす。きっとかなり間の抜けた顔をしていたんだと思うっすよ。

　けれど──

「ありがとうっす、シンイチ様」

　アタシは大好きだった人にそう告げて──走り出したっす。
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　結局のところ……場の空気に押されて告白したことそのものが間違いだった。

　部屋に戻った私は、そう結論づけざるを得なかった。

　私の気持ちがどうあれ、あの場で告白なんてしたら、慎一さんに振られて落ち込んでいるエルビアにつけ込んだふうにしか見えない。失恋したての混乱した女の子の心の隙間に、強引に割り込むなど、真っ当な恋愛とはとても言えないわけで。

　本気でエルビアのことが好きであったなら、もう少し時間を置くべきだった。

　いまさら、悔やんでももう遅いのだけれど。

　そんなふうに私が、部屋でベッドに腰掛けながら陰々滅々と愚にも付かない考えを巡らせていた──そのとき。

「──ヒカル様ッ！」

　ドカン！　と擬音でも添えたくなるような勢いで、扉が開かれる。

　この屋敷の扉はほとんど魔法仕掛けのオートロックみたいになっているけれど、どうやら私がきちんと閉めていなかったらしい。扉は猛烈な勢いで旋回し、壁にぶつかって戻ってきて、今度こそがちゃりと鍵の音を立てて閉まった。

　そして──

「エ……エルビア？」

　飛び込んできたのは、エルビアだった。

　彼女はそのまま大股に私の方に歩いてきて──

「ちょ……ちょっとエルビア？」

　動揺する私の両肩に手を掛ける。

　そのまま押し倒される!?　とも思ったけれど、彼女は何故かそこで動きを止めて。

「アタシ、ヒカル様のこと好きになってもいいんすよね？」

　なんてことを言い出した。いきなり。

「っていうか実はとっくに好きになってたみたいすけど、大丈夫っすよね？」

「な、何が？　というか、それは、まあもちろん、いいっていうか、大丈夫っていうか、嬉うれしい──けど、あの、でもこれは？」

　だからっていきなり飛び込んできて何をしようというのか、この獣ケモノっ娘こは。

　とにかくいきなりの急展開に私は思考が追い付かない。

　エルビアが私を好きになってくれた？　私の告白に応じてくれた？

　でも──この二週間ばかり、ずっと気まずい感じだったのに、一転してこれとは、いったい何があったのか？　慎一さんが帰ってきたことで、皇帝陛下と結婚するっていう話が本決まりになったことで、何か踏ん切りがついた？　それとも──

「アタシでいいんすよね？」

「……貴女がいいんです！」

　さすがにこの期に及んで、この体勢になってまでそんなことを言い出すエルビアにちょっと腹が立って、私もそう言い返す。

「でも、これはいったい──」

「今まで我慢してた分、歯止めが効かないっすよ。覚悟してほしいっす」

　と言うエルビアは、顔が真っ赤で、息も荒くて、これはまるで──

「ちょっと待って、エルビア、確か今日はまだ『あの日』じゃ──」

　エルビアの『あの日』は生理周期と同じで一ヵ月単位のものだ。ことさらに気にしていたわけではないけれど、その辺は彼女もあけすけなので、特に隠していなかったため、だいたい、いつ頃『あの日』が来るのかは、私もおおむね把握している。

　しかし──

「違うっすよ！　明日か明後日あさつてには来そうっすけど！」

　とエルビアは言う。真っ赤に上気した顔で。

「じゃあ──」

　やっぱりその辺の体質的なものが影響しているだけで、エルビアの気持ちとは関係のない行動ではないのか。生理周期だって時には体調の影響でずれるとも言うし。そんなふうに私は思ったのだけれど。

「『あの日』だからじゃないっす！　アタシが、頭の悪い、馬鹿で間抜けなアタシが、それでも一生懸命考えて、やっと気付けたんすよ！　そう思ったら、もう、たまらなくなって──」

「……エルビア……」

　ああ。本当にこの子は不器用で──まっすぐだ。

　狼じゃなくて猪いのししなんじゃないかって思うくらいに。

　だから愛しい。だから大好きだ。

　だから──

「ヒカル様！　大好きっす！」

「──私もです」

　愛しの狼娘にベッドの上に押し倒されながら、私は彼女の身体に腕を回して、抱きしめる。興奮しているのだろう、彼女の身体はとても温かくて、それ以上に柔らかくて。

「エルビ──」

　いまさら、問答無用──とばかりに、嚙かみ付つくような、勢いのついた激しい口づけが来たのは、次の瞬間だった。
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　シンイチ様達がお城に戻られて──翌日。

　俺は厨ちゆう房ぼうで、朝食の準備をする嫁の手伝いをしていた。もっともリザードマンの俺達にとって『料理』というのは食べやすく素材を切る、傷んでいたら最低限火を通して毒抜きをする、程度のものでしかないので、人間様相手の料理みたいに、調理そのものに手間暇がかかることはない。

　単に俺達の子供が多いので、準備する量が多いというだけのことだ。

　シンイチ様のお許しをもらって屋敷の裏に作った畑から野菜やら果物やらを持ってきて、洗う。マーニャを含め、子供達はその間、嫁や俺の周りを歩き回っている。

　正直、いつもの朝食風景だった。

　そのとき──までは。

「おとさん」

　ふとマーニャが、野菜を入れた籠を運ぶ俺の膝の辺りを叩たたいて呼んでくる。

「どうした？」

「なんか変」

「変？　何がだ？」

　と俺が尋ねると、マーニャは食堂の方を指差す。

　そこでは嫁のシェリスが朝食前の準備を──食卓を拭いているはずだったのだが。

「…………」

　食堂に脚を踏み入れた俺は啞あ然ぜんとした。

　ヒカル様とエルビア。

　そのお二人がいたからだ。いや。そのお二人がいることに関してはなんの不思議もない。もともとこのお屋敷の住人であるわけだし、昨日の朝食のときだってお二人の姿はあった。今朝は少々早いかもしれないが、それにしたって変というほどではない。

　ただ、明らかに昨日までと──違う。

　なんというか、雰囲気ってやつが。

「ヒカル様」

「なんです、エルビア？」

「ヒカル様」

「だからなんなんです、エルビア？」

「大好きっす」

「……私も大好きですよ、エルビア」

「アタシはもっと好きっすよ？」

「私の方がたぶん、好きだと思いますけど」

「ま、まけないっすよ？」

「どうやって勝敗つけるんですか、そもそも」

「それは──……ヒカル様、けっこう、やらしーっすね!?」

「なんでそうなるんですか!?」

　…………

　俺はリザードマンなので、人間や人間に近いウェアウルフの、表情や声音の細かな機微は分からないのだが。それでもぴったり椅子をくっつけて、常に、お互いの手を繫いだり、髪に触れたり触れられたり、もたれかかったりかかられたり、を繰り返している二人が、昨日までとは明らかに違う態度だというのは、さすがに理解できる。

　というかこれは……

「──変」

　とマーニャが改めて言ってくる。

　見れば──シェリスは野外に逃げたらしい。窓の外で彼女が庭の木に縋すがるようにして、片手をついている姿が見える。子供達が彼女を心配そうに見上げている姿もあった。

　ああ。いたたまれなかったんだな。よく分かる。

　だから俺は──俺も娘を抱き上げて、厨房に避難しながら言う。

「お二人が元気になったらしいのは、まあ良いんだが……」

「おとさん？」

「あれはあれでなんというか……そう、『ウザすぎる』というやつか……」

　そんな表現を、シンイチ様のマンガで見たような気がする。

　それと──

「おとさん。何あれ？」

　改めてお二人を指差しながらマーニャが尋ねてくる。

「何と言われてもな。ああ、そうだ、旦那様のアニメだかなんだかにあったな、ええと、なんていったか。そう。バカップル。バカップルだ」

「バカップル……」

「ああ。バカップルだ」

　俺はそう言って娘に頷うなずいてみせた。
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　屋敷の中には甘い香りが漂っていた。

　喩たとえるならば、それは──バニラエッセンスをたっぷり、いや過剰に使って焼いたばかりのクッキーのような。世の中には、適量という概念があるのだということを改めて思い知らせてくれる……そんな匂いだった。

　端的に言えば、駄だ々だ甘い。

「…………」

　実際──目の前にはクッキーに似た焼き菓子がある。

　元エンタメ総合商社〈アミュテック〉社屋、改めアミュテック離宮の中の一室。

　現在は、居間兼仕事部屋として使われている比較的大きめの部屋に私達はいた。

　そう。私達だ。私だけではない。

「……美お味いしいのは美味しいのよね」

　と私は目の前のクッキー（らしきもの）を一つ摘つまみ上あげる。白いお皿の上に並んだ丸いそれは、齧かじるとサクッとしていて、ふわりとした甘みが口の中に広がる。美味しい。やや控えめの適度な甘み。匂いも実に上品だ。このお菓子にはなんの問題もない。

　ミュセルが作るものは、料理もお菓子もたいていは失敗がない。

　このお菓子も──もともとはミュセルが『シンイチ様のためにニホンのお菓子を作りたいのです』と相談してきたため、私が作り方を教えたのだ。まあ正直、料理の類たぐいは私はほとんどしたことがないので、以前、何かに使えるかと思ってネットで検索し、スマートフォンに保存したままになっていたレシピを、そのままなぞっただけだけれど。

　愛する夫のために、その郷里の懐かしい味を再現したい。

　なんという健けな気げな妻……！　しかも料理上手！　むしろ私と結婚してほしい！　くらいなのだけれども、まあそれはそれとして。クッキーが日本のお菓子かと問われればかなり怪しいのだけれど、それもまあおいといて。和三盆とかもう絶対手に入らないし。

　ちなみに……ミュセルはすでに慎しん一いち君の第二夫人という立場なので、メイドという立場ではないのだが、この屋敷にいる間は以前と同じメイド服だ。どうしてと問うた私達に彼女は若干、頰ほおを赤らめてこう言った。

『……これは……シンイチ様と初めて出会ったときの衣装ですし……すごく似合うって……可愛かわいいって……シンイチ様がおっしゃるので……』

　ごちそうさま。お腹一杯です。

「美味しいよ、ミュセル。最高だよ」

「本当ですか？　ありがとうございます──シンイチ様」

　でもってその慎一君とミュセルもまた今──この部屋にいる。

　私とは別の机で彼は書類と格闘中。でもって机の端に置かれたクッキーを食べつつ、傍らに寄り添うミュセルに賞賛を送っている。まあこの構図それ自体は、いつものことというか、もう私も慣れたのだけれど。

「ミュセル……あのさ？」

　ふと手を止めて慎一君は言った。

「はい？　なんでしょう？」

「いい加減その、『シンイチ様』ってやめようよ」

「え？　でも……」

「その、あの、僕らも、なんていうか、夫婦──」

　そこまで言って、慎一君は何かを堪こらえるかのように両手の拳を握りしめて机に突っ伏していたが。それほどか。それほど嬉うれし恥ずかしワードか。だったら言わなきゃいいのに。

「……夫婦、な、なんだし、ね？」

　顔を上げて慎一君はそう言った。

「様付けは距離を感じちゃうっていうか、その、あの」

「あ、は、はい、そ、そうですね？」

「そこはこう、呼び捨てでもいいというか」

「……ですが……その……シンイチ様は皇帝陛下の夫でもあらせられるわけで……」

「あ、うん、まあそうなんだけど──」

「それは、ええと、もしかして──」

　ミュセルはミュセルで戸惑うように視線を右往左往させていたが。

「……『あなた』……と……お呼びすれば……？」

「おふうっ!?　なんという破壊力──いやまあ、そ、それはともかく」

　咳せき払ばらいして話題転換を図る慎一君。自分で恥ずかしくなって逃げるくらいならその話題振らなきゃいいのに、と私は思ったけれど、口には出さない。

「本当、これ美味しいよ。すごく美味しい。ああもう、可愛くて、よく気がついて、そのうえ、料理上手なお嫁さん──」

　あ。またなんか堪えてる。お嫁さんも恥ずかしワードか。

「お、お嫁さんもらえて、僕は、幸せ者だよ……！」

「シンイチ様……！　わ、私も幸せです……！」

　…………

　甘い。駄々甘い。二人から駄々甘い空気がこれでもかこれでもかええいこれでも喰くらえとばかりに放散されてくる。たぶん、空気の糖度を測ることができるならきっと、計測限界値を超えて致死量だろう。なんかもうこっちまで恥ずかしくなって、私は逃げるように新婚ほやほやの二人から目を逸そらした──のだけれども。

「はい、ヒカル様。あーん」

　そうすると、少し離れた場所でソファに座るエルビアと光流ヒカル君の姿が目に入ってきて。

「あーん」

「美味しいっすか？」

「ええ。とても……って、なんですか、その顔？」

　と光流君が少し怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

　男にしておくのはもったいないくらいの、綺き麗れいでさらさらの黒髪が揺れて、実に愛らしい。すでに二十歳に手が届こうかって男の子に使う表現でないのは百も承知だけれど、本当にそうなんだから仕方ない。

「え？　あ、えっと」

　とエルビアも束つかの間ま、光流君の顔に見とれていたみたいだけれど、我に返った様子で少し恥ずかしそうに笑う。

「これって、ヒカル様の故郷のお菓子でも……あるんすよね……？」

「まあ広い意味では」

「そっかぁ……ヒカル様に喜んでもらえるなら、アタシも作ろっかなって……」

　とかなんとか言いながら、膝をすりあわせてモジモジしているエルビア。

　なんかもう以前とキャラが激しく違ってるんですけど、何これ。

「エルビア……」

「あ、け、けど、アタシが作ったらたぶん失敗するっすよね」

　てへへ、と後頭部を搔かきながら恥ずかしそうに笑うエルビア。

「アタシ、大おお雑ざつ把ぱだし……味覚とか違うし……」

「そんなことありません」

　ときっぱり断言する光流君。

「料理は愛情です。食べる相手のことを思って作るのが最高の調味料なんですよ」

「ヒカル様──」

「それに、仮に失敗したとしても。エルビアが私のために作ってくれたものを、私が残せるはずないでしょう？　全部食べきりますよ、もちろん。他の人になんてあげません」

「ヒカル様……！」

「エルビア……」

　感極まった様子で見つめ合う二人。

　正直、この場で何かイケナイことがおっ始まってしまうのではないかと激しい危惧を覚えるくらいの空気だった。どう考えても二人の目には自分達以外映ってない。

　実際、二人の顔は急速に近づいて──

「ストーップ！」

　咄とつ嗟さにばん！　と机を叩たたきながら、私は立ち上がって叫んだ。

　とたん、空気が凍り付く。

　背後に花のイメージを乱れ咲かせながら、笑い合っていた慎一君とミュセルが。

　潤んだ瞳で見つめ合い、そのままソファの上に倒れ込みそうな光流君とエルビアが。

「「「「…………」」」」

　と──動きを止めて目をぱちくり瞬しばたたかせながら、私の方を見つめてくる。

　あれ？　いたの？　と言わんばかりの彼らの目線に、さすがの私もげっそりした。

「美み埜の里りさん？　どうしたんですか？」

「どうしたもこうしたもないわよッ！」

　きょとんとする慎一君を睨にらむように見ながら、私は喚わめいた。

「さっきからみんなしてところかまわずイチャイチャと！　特に光流君！　エルビア！」

「はい？」

「な、なんすか？」

「今は仕事中でしょ!?」

　実のところ、光流君とエルビアの座るソファの前にも、長卓が置かれていて、その上には書類が積まれている。日本政府とエルダント帝国が共同出資で運営していた『総合商社』としての〈アミュテック〉はもう存在しないが、今は学校運営も含め、その機能の大半をこの屋敷が──通称、アミュテック離宮が引き継いでいる。

　だからここは離宮といいつつも仕事場であり、慎一君にも光流君にもやるべき仕事は山積みになっているのだ。

　むしろ日本との繫つながりが絶たれてオタク作品の供給が枯渇した現在、すでにある作品群の保存と、複製による予備の確保、さらにはそれらを下敷きにした二次創作作品群、あるいは一次創作作品群を造り出す体制──というより環境を確立すべく、彼らの仕事はむしろ以前より増えている印象がある。

「ええ。仕事中ですけど、それが？」

「エルビアのこと、膝の上に乗せて、貴方あなた、仕事できてるの!?」

　さきほどからソファに腰掛けている光流君の膝の上に、エルビアは横向きで座っている。むしろ体勢としては横抱きに近い。だが光流君はなんら恥じらうことも悪びれることもなく──

「ええ。私が仕事をしている間はエルビアも大人しくしてくれていますから。特に問題はありません」

　開き直った!?

「いや、どう考えても問題大ありでしょうが!?」

「うん。僕もそれはやりすぎだと思うよ、光流さん」

　と慎一君が言う。

「僕らは今、仕事中で、ここは職場だし。そりゃ二人にしてみればこの屋敷は家だから、切り替えが難しいところはあるのかもしれないけど……」

「慎一さんに言われたくありません」

　半目で慎一君を睨みながら光流君は言った。

「貴方こそ、形式としては城からこの屋敷へ出勤しているわけでしょう？　気持ちは切り替えて当然ですよね？」

「え？　ま、まあね」

「なのにさきほどから、隙さえあればミュセルの手を握ったり髪に触れたり……」

「ちょ……み、見てたの!?」

　光流君の指摘に、慎一君の顔が赤くなる。隣にいたミュセルも同じ反応。どうやら気付かれていないと思っていたらしい。机の下で手を握るのはともかく、ミュセルの髪に触れるのはどう考えてもバレるでしょうが。ミュセルはミュセルでいちいち慎一君の手が触れるたびに、恥ずかしそうにするし──

「貴方こそ公私混同ではないですか？」

「光流さんに言われたくないよ！　だいたいさっきから『好きっす』『私もですよ』って何回そのやり取りしたら気が済むのさ!?　ループなの？　ループものなの!?　時間の輪から脱出するまで繰り返すの!?　円環の理ことわりなの!?」

「あら。ひょっとして私達が仲なか睦むつまじくしているのを見て、いまさら、エルビアのことが惜しくなりましたか？　おあいにく様。もうエルビアは私の恋人ですから！　絶対返してなんかあげません！」

「ヒカル様……！」

「違、そういうわけじゃなくて、その、節度というものをね!?」

　……いや、君に言う資格はないと思うな、慎一君。

「こう、目の前で延々と愛の告白とかされ続けると──」

「ではそちらもどうぞ？　ヘタレな慎一さんに堂々とそう言える度胸があるとは思えませんが。というよりミュセル？」

「え？　あ、は、はい!?」

　急に話を振られてびくりと身を震わせるミュセル。

「ミュセルも慎一さんに言ってほしいですよね？　というかちゃんと言ってもらいましたか？　『愛してる』って？」

「あ、は、はい、シンイチ様はちゃんと二人きりのときには……」

「そうなんすか？　二人きりのとき？」

「はい。昨晩も……」

「しゃああああらっぷッ！」

　ばんばん！　と私は両手で机を叩き、皆の会話を遮った。

「…………」

　再び『あ、美埜里さんいたの？』的な視線が私に集まる。

　ああもうなんなのよ君らは。

「もうそろそろやめてくれないかな!?　さすがの私だって耐えきれないのよ！」

　仕事をしている間ずっとイチャイチャイチャイチャイチャ（エンドレス×２）とか！

　ずっと我慢していた。我慢していたのだ。我慢するのは自衛隊の訓練で嫌というほどに覚えて慣れていた。慣れていたはずだった。だがこんな致死量の駄々甘空間に耐え続けるなんて訓練はなかった。当たり前だけど。

「す、すみません……」

「すんませんっす……」

　とミュセルとエルビアがうなだれる。

　目に見えて反省したような二人──というか実際この二人は反省しているだろう。さすがの慎一君と光流君も気まずそうな視線を交わしている。

「あ……まあその、慎一君の言葉じゃないけど、節度を守ってね……？」

　とたん、私もちょっとした罪悪感に襲われてそんな日ひ和よったような言葉を口にする。

　まあ……皆が浮かれている気持ちは、分からなくもない。

　まず慎一君とミュセルは、結婚して一ヵ月ほどの新婚さんだ。

　といっても慎一君は皇帝陛下に婿入りした形なので、ミュセルは第二夫人という形なのだけれど──ずっと慎一君をしたっていた彼女は、本妻だろうが側室だろうが、慎一君と結婚できた、一緒にいられる、というそれだけで胸が一杯、といった感じで幸せオーラを二十四時間全方位放射中。

　でもって光流君とエルビアの場合、周囲公認の恋人同士になってやっぱり一ヵ月ほど。

　エルビアは光流君がエルダント帝国に来る前から慎一君が好きと公言していたし、光流君としては脈がないと──実らぬ恋、自分の一方的な片思い、と思っていたところに、晴れてエルビアと結ばれたわけで。エルビアはエルビアで、慎一君のことを含めいろいろと劣等感を抱えていたようだけれど、それを含めて好きと正面から言ってくれた光流君に、失恋の鬱気分なんぞ一瞬で吹っ飛んで、べた惚ぼれ中。

　理屈としては分かる。分かるのだ。

　みんなが幸せなのは私だって嬉しい。だからずっと我慢してきた。

　……でも……でも……………………ウザいのはウザいのよ!!

　毎日毎日、顔付き合わせて二組のカップルのイチャイチャを至近距離で見せつけられ続けたら、誰だってイラッと来る。

「はぁ……本当、みんなそれぞれで幸せになっちゃって……独り身の喪女には堪えるわ」

　溜ため息いきをつきながら、私はイスに座り直した。

「美埜里さん……」

　慎一君と光流君が再び顔を見合わせる。

「あ、あの……すみません、美埜里さん。確かにそうですよね。僕もちょっと調子に乗り過ぎました……」

「私も……気をつけます」

　……う。

　年下の、しかも男どもの──心底、哀れむような視線が、年齢＝彼氏いない歴の私には痛い。とても痛い。その場でごろごろ転がって喚きたいくらいに。

　とはいえこちらも大人の女で元自衛官である。

　少しは鷹おう揚ようなところを見せておかねばならない。

「……いや、まあ、多少はいいのよ、多少はね」

　と笑顔を取り繕って私は言った。

「私だって……皆をＢＬに置き換えて楽しませてもらってるし」

「……はい!?」

　ぎょっとした表情で慎一君が声を上げた。

「僕らをＢＬって……ど、どういうことです!?」

「え？　どうもこうも。カップルがいたら脳内で置き換えるでしょ？」

「そんな『太陽って東から昇るよね？』的な口調で言われても──」

「自分の好きカプにしたり、ミュセルやエルビアを男体化させて、男ミュセル×慎一君や、男エルビア×光流君にしたり、はたまた違う組み合わせを考えてみたり」

「いや、ちょっと待ってください!?」

　とさすがの光流君も慌てて言うが──彼らの慌てぶりでなんとなく気分が晴れたので私は構わず続けた。

「ほら、前にも言ったじゃない。男体化したらエルビアは鳩はと胸むね……」

「やめてください！　エルビアとならともかく、他の組み合わせって！」

「エルビアとだったらＢＬ化されてもいいの!?　いいのね!?」

「え？　というかそれは──」

　まあもともと女装男子である光流君の場合、エルビアとの組み合わせは百ゆ合りっぽいのだが。そこを敢あえて！　というところに浪ろ漫まんがあるのだ。私はぐっと親指を立ててみせる。

「世界は一つじゃないのよ」

　遥はるか彼方かなたに視線を送りながら私は言った。

「違う世界線、たくさんの人。組み合わせの可能性は無限大なんだから……！」

「なんかいい話っぽくまとめようとしてません？」

「そうでもしないと私だって耐えきれなかったのよ！」

「…………」

　さすがに私が悲鳴じみた声でそう訴えると、光流君も口を閉ざした。

　ふ……勝った。なんの勝負なのかはよく分からないけど。

　世の中、たいていは身も蓋もなく言いきった者の勝ちだ。

「まあ……仕事中だってことは、ちゃんと自覚しておきます」

　と慎一君がまとめるように言って、皆はとりあえず冷静さを取り戻したようだ。

　ミュセルは頷うなずいて少し慎一君から離れ──エルビアも光流君の膝の上から退いて、隣に並んで座った。まあ甘い雰囲気を一掃するとまではいかずとも、とりあえず致死量の一歩手前くらいにまでは緩和された気がする。たぶん。

「……でも美埜里さん？」

　ふと、何か思い出したように慎一君が言った。

「独り身に堪こたえるって言うなら、あのときロイクと付き合っとけばよかったのに」

　そう言われて、私は目を瞬かせた。

「何言ってるの。ロイクにはロミルダがいるじゃない」

　少し前まで、私のことを好きだ好きだと会うたびに言ってくれていたエルフの少年ロイク・スレイソン。

　彼は今──ドワーフの少女で学校の同級生であるロミルダと付き合っている。

　普段から喧けん嘩かばかりしていて、確かに最初はお互い嫌い合っていたのかもしれないけど……でもどう考えても途中から彼らの関係性に変化が生じていたのは、私も、というより周囲の誰もが気付いていた。少なくともロミルダがロイクに突っかかるのは、好きという気持ちの裏返しがあったようだ。

　今も、学校では口論する二人をよく見掛けるが、もうロイクとロミルダにとってはあれが愛情表現になっているような気がする。周囲の同級生達も『ああまた夫婦喧嘩始まった』とか言って気にも留めないし、二人共楽しそうなのは見れば分かる。

「それにロイクは、まあ、私にとっては生徒だしねえ」

「あー……」

　と納得の表情を浮かべる慎一君。

　私も彼と同じくオタク文化を教える学校で教きよう鞭べんをとることがあって──そうなるとロイクもロミルダも私にとっては生徒であり、オタクの後輩ということにもなる。恋愛感情より彼らの幸せを見守りたい気持ちの方が強いのだ。

「それにさっきはああ言ったけど……別に私自身が誰かとイチャイチャしたいわけでもないのよねぇ」

「そうなんですか？」

　何それ？　と言わんばかりに目を丸くする慎一君。

「自分がイチャイチャするより、イチャイチャする『推し』達を見ていたいわ」

「……さすがにブレませんね」

　ときっぱり断言する私に苦笑する光流君。

　彼の隣でエルビアが『「推し」ってなんすか？』ときいていたりするが──

「私にとっては『推し』の幸せが生きる活力──」

　そこまで言ったとき、私はポケットの中のスマートフォンが振動していることに気付いた。

　同時に──

「──あ。どなたかがいらっしゃったようです」

　と明後日の方向を向いてミュセルも言う。

　ハーフエルフの彼女は、私達より聴覚が鋭い。しかし警報装置と同等というのはちょっとすごいかもしれない。まあ日本との繫がりが絶たれてメンテナンスもままならない状態なので、警報装置の精度が落ちているだけかもしれないけれど。

「…………」

　私は窓に歩み寄り、カーテンを開けて外を覗のぞく。

　まず最初に見えたのは──屋敷の門のところに立つ、慎一君の護衛達が何人か。

　なんだかんだで皇帝陛下の夫という身分の彼には、移動の際は厳重な護衛がつけられるようになった。

　もちろん、通常ならば近衛騎士達がその任に就く。

　けれど、慎一君はこれを機にエルダント国内にある人種差別的な空気を少しでも和らげようと、リザードマンやエルフ、ドワーフ、ウェアウルフ、といったいわゆる亜人種達を取り立てて、混成部隊を結成させていた。いろいろ反発もあったので、彼らが即座に近衛騎士になるわけではないのだけれど……騎士に準じた扱いということで、亜人種達には立身出世の道が一つ増えた、という認識でわりと好評だそうだ。

　つまり、かつて私がしていた役割をエルダントの兵士がするようになったということだ。

　今の私はエルビア共々光流君の護衛役であり、同時にこの屋敷、及び学校の警備の責任者ということになっている。もちろん、学校で教鞭をとったり、慎一君達の仕事を手伝ったりもするが──

「……白い羽車？」

　護衛達の向こう側に、帝族専用の白い羽車が新たに一台停まっているのが見えた。

　慎一君達が乗ってきた羽車とは別だ。客車の仕立てが微妙に違うし、何よりも側面の、扉に付けられた紋章が異なる。

　先に降りていた御者の手により、その扉が開かれ──中の乗客が降りてくるのが見えた。

　陽の光に煌きらめく長い銀の髪。上品で涼しげな目鼻立ち。優雅に風を孕はらんでなびくマント。どこからどう見ても美形としか言い様のないその青年は──

「ガリウスさん……」

　私の唇から漏れた呟つぶやきを聞いて──慎一君達が少し驚いたように顔を見合わせた。
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　私の名前は古こ賀が沼ぬま美埜里。

　日本政府の命令により、日本のオタク文化を異世界であるこのエルダント帝国に広めるのが役目であった加か納のう慎一と綾あや崎さき光流、両名の護衛役として選ばれた、自衛隊員だった。

　そう、〝だった〟だ。

　地球と異世界を繫ぐ超空間通路が閉じたのは一ヵ月半ほど前だ。

　それによって、こちらの世界に残った私達は、自衛隊という立場も、護衛役という立場も、総合エンタメ商社〈アミュテック〉としての立場も失った。日本政府の後ろ盾もなくなり、異世界からやってきたただの一般人になったのだ。

　もっとも──だからといっていきなり路頭に迷ったというわけでもなく。

　私達はそれぞれ今までの現地の人達との交流を活かして、ここでの生活を引き続き漫喫──もとい満喫していた。

　慎一君はメイドとしてずっと側そばにいたミュセル・フォアランと、このエルダント帝国の皇帝陛下、ペトラルカ・アン・エルダント三世との二重結婚。日本では法的にも倫理的にも許されないはずの重婚も、こちらでは全然平気、問題ないというわけで、彼は二人のお嫁さんと甘々新婚生活の真っ最中である。

　光流君は、慎一君及び〈アミュテック〉が絵描きとして雇った、隣国バハイラムからの元スパイ、エルビア・ハーナイマンと晴れて両思いになりこちらもラブラブ生活を余すところなく満喫中。

　そして私はというと、この屋敷と学校の警備を任され、学校でもしばしば教師役として登壇し、屋敷の中では慎一君達の仕事を手伝ったりしていた。警備の任務では当然、エルダントの軍と連携し、時には指揮をすることもある必要性から、便宜的に騎士の立場が私には与えられていて──実際、叙勲もしてもらったし、俸ほう禄ろくもいただいていたりする。

　超空間通路が閉じてしまった最初こそ、生まれ育った日本に帰れないことや、日本との交流が切れて後ろ盾を失った私達の生活がどうなるのか等、いろいろと不安はあった。

　しかしありがたいことに、それらはすべて杞き憂ゆうに終わったのだ。

　これもすべて、ペトラルカ・アン・エルダント三世陛下と、陛下の摂政を務めるガリウス・エン・コルドバル卿きようによる、取り計らいのおかげだ。元『外国人』である私達のこうした扱いに──いわば大だい抜ばつ擢てき、大出世に、やっかみ半分で不平不満を漏らす貴族達もいないではなかったけれど、決してそれは主流になることもなく、私達はこの地における『第二の人生』を吞のん気きに楽しんでいた…………はずだった。

　ただ──
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　夕焼けに照らされる中、逃げようとした青年の手首を少年は摑つかんだ。

「待ってよ！」

「っ、放せ！」

　長い髪をなびかせるようにして、青年は少年の手を振り払おうとする。が、少年の力は案外強くびくともしない。むしろさらに強く、青年の手首を摑む手に力を込める。

「話を聞いて、サリウス」

　真剣な声音に、青年は顔を上げる。

　橙だいだい色いろの光に照らされる少年の瞳は、ただまっすぐに青年を見上げていた。

「シンジ……」

「僕は君のことが……」

　静かに紡がれる言葉に、青年の目が見開かれる。無意識に、続きを期待するように耳をそばだてる。

　──しかし。

「待ってもらおう」

　続きを言おうとした少年を遮る声があった。

　ハッとしたように顔を上げる青年と少年は、歩いてくる人物に言葉を失くす。

「彼は私がもらう」

　穏やかな微笑と共に告げて一歩一歩近づいてくる彼を、少年は睨むように見つめ、青年は呆ぼう然ぜんとしたように目を丸くした。

「リーガルト……」

　呟く青年に、彼はただ優しく微ほほ笑えむだけだった。

　彼から延びる影は青年と少年のそれと混じり合って、一つになっていた。
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「──っていうのが今渡した本の内容ね」

「なるほど……」

「やっと自分の想いを自覚したシンジの前に現れた、サリウスの元カレ・リーガルト！　完全なるスパダリ攻めの登場にヘタレシンジはどうするのか。そして二人の間で揺れ動くサリウスははたして……という流れ。三部構成で、まずこれが前編。どう？」

「ふむ。ちなみにこれは最後どうなるのだ？」

「サリウス総受けの３Ｐののち、シンジとサリウスが結ばれます」

「そうか……」

「あら？　好みじゃなかった？」

「そうだな、興味深いが最善とは言いい難がたい印象だ」

「じゃあこっちは？　違う世界線で、サリウス×シンジの甘々本」

「ふむ？　なるほどこれは──」

「……………………ちょっと待ったああああ！」

　さすがにいろいろ耐えきれなくなった僕の『ちょっと待った』コールが割って入る。

　それで今まさにガリウスに薄い本を渡そうとしていた美埜里さんの動きが止まった。

「──何？　慎一君」

「あんたらいったい何してんですか!?」

　突然、屋敷にガリウスが訪ねてきて──メイドだった頃の癖が抜けず、玄関まで出て迎えようとしたミュセルを制し、代わりに美埜里さんが何やらいそいそと出ていったのがおよそ半時間前。しかしいくら待っても彼女が戻ってこないので、僕とミュセルは仕事を中断し、一緒に彼女を探すことにした。

　で──僕らが屋敷中探し回って見つけたのは、客間のソファに座り、テーブルを挟んで向かい合っている二人の姿だったわけだけど。

　ええとなんですかね、そのテーブルの上の薄い本は。

　明らかに同人誌──それも漫画本みたいで、しかも二種類ある。

「何って……」

　美埜里さんはガリウスと顔を見合わせたあと、首を傾げながら僕へ振り返る。

「ＢＬ漫画の感想をガリウスさんに聞いてるんだけど？」

　それが何か？　と言わんばかりの美埜里さんの表情と口調に、僕は全身から力が抜けてその場にへたり込みそうになった。後ろに立っていたミュセルが支えてくれなかったら、床に膝をついていたことだろう。

「シンイチ様、大丈夫ですか……？」

「うん、大丈夫……大丈夫……」

　心配してそう尋ねてきてくれるミュセルに、力なく笑い、僕はなんとか体勢を整える。

　しかしあの同人誌……明らかにエルダント産だ。日本から持ち込まれたものじゃない。

　僕らの指導で急速に印刷技術を発展させてはいるものの、印刷機や複写機がないこちら側では、どうしてもアナログチックな刷り方にならざるを得ず、微妙に絵が粗かったり位置がずれていたりする。僕らのような日本製の同人誌を見慣れた人間にはその差は一目瞭然である。まあそれもコピー本ぽいというか、手作りの味といえば、味なのだけど──

「というかさっきから聞こえてくるキャラクターの名前が、妙に聞き覚えある感じなんですけど気のせいですかね？」

「気のせいね」

「表紙に描かれてるキャラクターの特徴が微妙に見覚えある感じなんですけど、これも気のせいなんですかね？」

「気のせいよ」

「しかもその二冊逆なんですね」

　一冊目と二冊目で名前の位置が逆……いわゆる逆カプと呼ばれるものになっているみたいなんだけれど、そういうのってＯＫなんだろうか。噂うわさによると位置が違うだけで腐女子同士の戦争が起きる場合があるとかなんとか。どういうふうに戦うのかは知らないけどさ。

　ちなみに男である僕がこんなことに詳しいのは、前に光流さんがその辺の──腐女子業界の常識について解説してくれたからである。美埜里さんの前で下手な発言をして怒地り雷をを買踏わまなないいよよううにに、という理由と共に。

　見た目はともかく中身は男であるはずの光流さんが腐女子界かい隈わいに詳しいのもなんだかなとは思うが、まあそれはすごくいまさらなので、さておき。

「そうね、確かに難しいところではあるわ……」

　美埜里さんはその豊かな胸元に右の掌てのひらを当てて、眼鏡の下の目を閉じる。

　その姿は、内容さえ気にしなければ、遥か彼方の夢に想いを馳はせる眼鏡の美女──という雰囲気なのだけれども。

「リバは苦手な人も多いし、カップリング完全固定派だっているでしょう……」

　リバ……？　ああ、リバーシブルのことだっけ。

　そういう上下や左右を固定しないことだったっけか……？

「でも……」

　カッ！　と両目を開いて元腐人自衛官は言った。

「私はなんだって美味しいから！」

「知りませんよッ！」

「それにほら、ガリ慎……じゃなかった。サリシン派の人もいればシンサリ派だっているし、そういうニーズにはじゃんじゃん応えていかないとね」

「いま、ガリ慎って言った!?　言いましたよね!?」

「聞き間違えよ！」

　思わず指差して突っ込む僕から目を逸らし、白々しく口笛なんかを吹いちゃったりする美埜里さん。

　……というか彼女、いつの間にあんな同人誌作ってたんだろう。美埜里さん自身はああいうの作らないって前に言ってた気がするんだけど。自分には絵心がないから買い専だとかなんとか。いや待て、まさか生徒の誰かが作った趣味本だったりするのか……？　美埜里さんの腐女子ウイルスに感染した生徒の誰かが──いや、まずいだろう、それは!?

「ガリウスさんも平気なんですか!?　そんな本作られて……！」

　美埜里さんにはいくら言っても通じそうにないので、僕は訴える相手を、彼女からいつの間にか同人誌を受け取って丹念にページをめくっていたガリウスに変えた。

　前々から美埜里さんにＢＬ本を借りているらしいガリウスだったけど、さすがに自分モデルの本なんて嫌じゃないだろうか。実際さっき、一冊目を読んでいるときは微妙そうな顔をしていたし……というより、美埜里さんもよくそんな本を本人に渡したよね!?　いくら変名になってるとはいえ……

「──ふむ」

　ぱたん、とガリウスが、読んでいた同人誌を閉じる。

　それからテーブルの上に同人誌を置き、並ぶ一冊目と二冊目を見比べて──

「サリシンの方が好みだな」

「おいッ!?」

　あなたに聞いた僕がバカでした！

　というか僕の声などまるで耳に入っていない様子でＢＬ本談義を再開する二人。

「そっか、ガリウスさんそっち派か～」

「他にはないのか？」

「既刊は部屋に置いてあるの。ちょっと待ってね、持ってくるから」

「待って待って」

　腰を上げようとした美埜里さんへ僕は慌てて駆け寄ると、肩を摑んで無理矢理その場に押しとどめた。

「どうしたの？　慎一君」

「どうしたじゃないですよ。なんなんですか、ガリウスさん、美埜里さんとＢＬ談義するためにここに来たんですか？　しかもわざわざ今？」

　僕らがこの時間に屋敷で『仕事』をしていることはガリウスも知っている。

　しかもこの『仕事』──単なる文化事業的な側面以外もきちんとあったりする。日本と断絶する前からだけど、僕はバハイラムに漫画やラノベを輸出──いや密輸しているし、エルダントの友邦には、堂々と輸出産業の一つとして以前から漫画やラノベを輸出している。さすがに再生用の機材がないとどうにもならないアニメやゲームは後回しだけど、印刷物ならまだなんとか複製なりなんなりが可能だからだ。

　つまり経済的な、あるいは政治的、軍事的な実利すら伴う『仕事』であるわけで。

　その辺のことが分かっているからこそ、僕が毎日エルダント帝城を出てこのアミュテック離宮や学校に通うのをペトラルカやガリウス、ザハールさんも了承しているはずで。

「ああ。そうだった。すまない」

　とガリウスは呟くように言った。

　微妙に心ここにあらず、といった感じである。何か心配事でもあるのだろうか。

　そして彼はソファから立ち上がり、靴底を鳴らしながら歩いてくると──僕の隣で足を止め、美埜里さんの肩を摑む僕の両手を摑んだ。

「助けてほしい、シンイチ」

　どこか縋すがるような目と声なのは僕の気のせい。きっと気のせい。たぶん気のせい。

「え？　な、何？」

「城ではなかなか言えないことでな……」

　僕の両手を胸の前まで持ち上げ、ガリウスが見つめてくる。

　おおう。それにしても間近で見るイケメンってすごい。睫まつ毛げも長いし鼻筋も通ってて、やっぱり従兄いとこなだけあってペトラルカとも似てて、ペトラルカがもう少し大人になったらきっとこんな……いやそうじゃなくて!?

「何!?　とうとう告白!?」

　ソファの上で体ごと振り返った美埜里さんが、目を爛らん々らんと輝かせながら、口を手で覆っていた。本人としては隠しているつもりなのかもしれないが、掌の端から、唇がニヤケる形につり上がっているのが見える。

「やめてください！　僕もう既婚者なんで！」

　ミュセルとペトラルカという可愛いお嫁さんがいますんで！

「違う」

　狼狽うろたえる僕に、ガリウスが首を横に振った。

　よかった、告白じゃないらしい。でもそれならこの手は何？　男に手を握られても僕は嬉しくないっていうか、あの、離してほしいんですけど……？

「実は……」

　とガリウスは眉目秀麗なその顔を若干、苦悩の形に歪ゆがめつつ、話し始めた。

　──僕の両手は、握ったままで。
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「──結婚!?」

　居間に戻ってガリウスの話を聞き終えた僕達はきっと──間抜けな顔をしていたと思う。

　それくらいに意外というか、その単語が今、この場で、ガリウスの口から出てくるとは思ってもみなかったのだ。

「ガリウスさん……結婚するんですか？」

　と尋ねる僕の声は──やけに不自然に響いた。

　美埜里さんも、光流さんも、そしてミュセルもエルビアも、全員が困惑の表情を浮かべたままガリウスを見ている。眉目秀麗な神聖エルダント帝国の帝族は、しかしゆっくりと首を振った。

「いや。断りの返事は出したのだ」

　……まあそうだよね。

　ガリウス・エン・コルドバル卿は、もともと皇位継承第一位の帝族、つまりこのエルダント帝国においては二番目に高い地位にいる存在だ。美形で、頭も良くて、しかも武勲もそれなりにある。非の打ち所のない彼は──引く手数あま多たというか、彼と結婚したいと望む王侯貴族は国の内外で枚挙に暇いとまがない。

　そんな彼が適齢期を過ぎても妻を娶めとってこなかったのは、彼が男色家だからだ。

　人間の性的指向はそう簡単には変わらないし変えられない。だからガリウスはずっと独り身のままだった──のだけれど。

「じゃあ……」

「しかしこれが……なかなか上手くいかなくてな」

　溜め息と共にガリウスは言った。珍しい。ずいぶんと弱気だ。

　彼の話によると──いくらガリウスの側から断りの返事をしても、先方は逆にそれを断ってくるのだという。

　ちなみにお相手はエルダントの友邦──同盟国であり旧ふるい付き合いでもある、ツェルベリク王国の大貴族だ。先代のツェルベリク王妃を輩出した名門だとか。

　帝族と他国の大貴族ともなれば、当然、婚姻の申し出は個人の問題では終わらない。

　つまり友邦の実力者からの申し出を、あまりにも無下に断る──断り続けるわけにもいかず、ガリウスは困っているということだった。

「慎一さん知らなかったんですか？」

　と呆あきれた様子で問うてくるのは光流さんである。

　まあ基本、ガリウスと同じ帝城で暮らしているうえ、今はペトラルカの夫という立場から親戚でもある僕が知らないというのは、まあ、筋が通らないのだけれど──

「ペトラルカ達には私から口止めをしていた。受けるつもりもないから公にする必要もない。相手の体面もあるのでな、すべて内々で済ませるつもりだった。しかし──」

「しかし？」

「そうも言っておれなくなってな。三日後にはこちらに来ると言い出したのだ」

「その人が？」

「ああ……」

　頷いてまた溜め息をつくガリウス。これは、かなり弱ってるなあ……

　要するにガリウスは、相手の貴族のお姫様に対して、どうにかして自分との結婚を諦めさせたい──そのために何かナイスな方法はないかと相談にやってきたらしい。

　まあ話は分かった。確かに城にはガリウスの良い相談相手はいそうにない。

　重臣達は当然だけど、政治的な損得でものを考えるだろうから、相手のお姫様に何か問題でもない限り『この際、身を固められては』としか言わないだろうし……ほんの一ヵ月と少し前に僕とペトラルカの結婚に関してかなり強引なことをしたばっかりなので、重臣達の忠告や、諸外国の意向を無視もしにくい。

　そういう意味では、僕にも多少なりとも責任はあるわけで。

　まあ、美埜里さんとＢＬ本談義をして本来の用件を忘れる程度の余裕はあるみたいだけど、逆に言えばそれも現実逃避の一種だったのかもしれない。

「失礼ですが、どういう理由で断っておられるのか──伺っても良いですか？」

　と光流さんが首を傾げて問うた。

「今はそういうつもりはないと」

「……まあ、無難な断り方ではありますね」

　と頷く光流さん。

　あなたのことは嫌いではない、あくまで自分の問題なのだ──と。体ていのいい断り文句といえるだろう。空気を読む人であれば、この時点で諦めるはずなのだが。

「でもそれが通じない──と？」

「そうらしい」

　とガリウスが苦い顔をする。

「ならいっそ……男にしか興味がないってはっきり言っちゃうとか……？」

　と僕は言ってから気付いた。

　そういえばガリウスって、自分の性的指向がそうであることをどこまで公にしているんだろう？　わりと早い段階で日本政府もガリウスの『男の方が好き』な事について把握していたみたいだから、わりとエルダント国内では公然の秘密だったりするんだろうか。

「さすがにそれは最終手段に過ぎ──……」

　と言いかけて僕は、不意に両肩を摑まれて目を瞬かせた。

　見れば美埜里さんが、いつの間にか僕の前に回ってきて、両肩に左右の手を置いていた。というか摑んでいた。がっちりと。僕を逃がすまいとするかのようにその手の力は強く、まるで獲物を押さえ込む肉食獣の爪の如ごとく、指が──

「い、痛い痛いです、美埜里さん！」

「ああ、ごめん」

　悲鳴を上げると、美埜里さんはすぐに手を放してくれた。が、その代わりに、何な故ぜか彼女はくいと指先で眼鏡を押し上げながら、僕の顔に顔を近づけてきた。

「慎一君──」

「な……なんです？」

　名を呼ばれ至近距離で見つめ合って思わずどきっとしてしまう僕。

　黙ってればこの人、美人だしスタイルもいいし、本当──いや、それはともかく。

　どきっとしたのは一瞬だ。やけにギラギラ輝く美埜里さんの瞳を見ていると、悪い予感しかしてこない。こういう顔をしているときの美埜里さんは、絶対良からぬことを企たくらみ中なのだ。経験的に僕はそれをよく知っている。

「ここは慎一君の出番よ……！」

「え？　僕──ですか？」

「その娘さんの前で、『こいつは俺のものだから』って宣言するのよ！」

　と嬉しそうにとんでもないことを言い始める美埜里さん。

　どうしてそうなるんだ。しかも一人称まで変わってしまってるし。それ僕じゃない別の誰かですよね？　そうであってほしいです。

「それは美埜里さんの妄想と同人誌の中でやってください。僕はしませんよ」

「えっ……」

　何故かアテが外れた、みたいに声を漏らすのは──しかし美埜里さんではなく。

「……なんでそこでガリウスさんが声上げるんですか」

「いや……ダメか？」

「ダメですよッ！」

　僕に何を期待しているんだこの腐れ組は！

「でもでも、それがいちばん早くない？　愛する人がいるって分かれば、相手の娘さんも諦めると思うんだけどな！　こう、実際に壁ドンとかしながら、いえ、顎に手を掛けたりとかして『悪いな。こいつは俺に夢中なのさ』とか──」

　ね？　とばかりに首を傾げてくる美埜里さん。

　その行動だけ見れば無む垢くな少女のようで可愛らしいのだけれど、言っていることは無垢どころか業深き腐敗魔人そのものである。

「……その理屈で言うなら、やっぱり僕はダメですよ」

「なんでよ!?」

「僕にはもうミュセルとペトラルカがいるからですよ！」

　僕は女の子が好きなんです！　お嫁さんもいるんです！　二人も！　ミュセルもペトラルカもれっきとした女の子で、ラブラブなんです！　他の人に──それも男性に手を出してる余裕とかないですから！

　振り返るとミュセルと目が合った。

　恥ずかしそうにはにかみつつ、動どう悸きを抑えようとするかのように、胸に手を当てるミュセル。結婚して約一ヵ月、いろいろあんなことやこんなことも済ましちゃったというのにこの初々しさ……！　相変わらず僕のお嫁さんは可愛すぎる！　僕のお嫁さんがこんなに可愛いはずがない！（反語表現？）

「えー」

　不服そうに唇を尖とがらせる美埜里さん。

　けれども顎に手を当てて考えるような素振りを見せるところから察するに──さすがのこの大腐人も、僕の言うことにも一理あると思ったのだろう。

　ミュセルはともかく、僕がペトラルカと結婚したことはこの神聖エルダント帝国内外でよく知られた事実だ。ちょっとでも調べればすぐに素性が分かってしまうので、そういうごまかしに僕は不向きだろう。

　仮にその作戦に乗っかったとしたら、妻とその従兄を手玉にとるという、ややこしすぎることになってしまうわけで。

「それならむしろ光流さんを……」

「はあ!?」

　光流さんは、これも珍しく素っ頓狂な声を上げて僕を睨んでくる。

　おお。動揺してる動揺してる。よしよし。いつもヘタレだのなんだのと僕をからかってくるんだから、これくらいしたところで罰は当たらない。

「そうだ！」

　ぽん──と美埜里さんが『名案！』と言わんばかりに手を打った。

「そうよ。光流君よ。光流君がいるんだから──」

「いや、ちょっとまってください美埜里さん。私にはエルビアが──」

「──慎一君を女装させてコルドバル卿の婚約者ってことにすればいいのよ！」

「待てこらこの腐人自衛官!?」

「あ、もう元だから！」

「腐ったままなのは一緒でしょうが!?」

　腐敗の進行は不可逆で──いやそんなことはどうでも良くて。

「ああ、いいですね、それ」

「光流さん!?」

　美埜里さんの提案に乗っかった光流さんは、にやりとした笑顔を浮かべて僕を見る。こういうときの流れに乗っかるのは本当に上手いんだよな、この人……！

「ぜひ女性のフリ、もしくは男おとこの娘ことしてガリウスさんの恋人のフリをしてさしあげてください。これですべて解決です」

「全然解決にならない！」

「いや、そんなことはない」

「ガリウスさんは黙ってて！」

　笑顔で頷かれても困るんだよ!?

「どうかご安心ください。男の娘歴十年の、この私の技術があれば慎一さんを女性に仕立てることなど造作もありません！」

「いつから女装してんの!?　っていうかそれなら光流さんがした方が早──」

「エルビア、慎一さんの口を塞いでください」

「は、はいっす」

「むぐぉ！」

　文句を言おうとした僕は、エルビアに背後から掌で口を塞がれてしまった。というかいろいろ加減を知らないエルビアなので、左右の手を口と後頭部に当てて押さえられると、頭蓋骨がみしみしいうんですけど!?

　目でミュセルに助けを求めるものの、彼女は彼女で事が王侯貴族絡みの話だけに、気後れしてしまっておろおろするばかりだ。

「服の見立てもお任せください。三日もあれば衣装も用意できます」

「ウィッグの手配は必要よね。ガリウスさん、長い髪と短い髪、慎一君にはどっちが似合うと思います？」

「そうだな……」

　ああああ本人の意思を無視して勝手に話が進んでいく！

　嫌だ！　僕に女装の趣味はない！　というかそれ以上に男の恋人を演じるのなんて絶対に嫌だ！　僕は可愛いお嫁さん二人と、平凡でごく当たり前のささやかな幸せを満喫したいだけなんだああああああああ！

　──などという、我ながら突っ込みどころ満載の僕の主張も、エルビアの掌に押さえ込まれてむぐむぐと意味不明のうめき声にしかならず。

　駄目だ。このままでは、このままでは僕は──僕がお嫁さんにされてしまう!?

　などと僕が絶望的な気分でいると──

「……え？」

　ミュセルが小さく呟いて顔を上げる。

　何かに気付いたみたいだけど──と彼女の視線を追って僕も窓の辺りに目を向ける。

　すると──

「ガリウスッ！」

　なんの脈絡もなく突然に……一つの人影が居間の中に飛び込んできた。

　綺麗な、まるで絹糸のように細く柔らかそうな金髪が忙せわしげに揺れている。ガリウスにも負けず劣らずの美形で、その容貌にはどこか優雅な、余裕含みの雰囲気を漂わせてはいるけれど──切れ長の眼がん窩かにはまっている蒼あおい瞳には、微かすかながらも焦りの色が滲にじんでいることに僕は気付いた。

　見覚えのある人物だ。

　ツェルベリク王国王子──ルーベルト・ウォールイン。

　前に会ったときは、いかにも王子様って感じの装飾品もついた煌びやかな衣装を着ていたルーベルト王子だけれど、今は比較的、簡素シンプルな服装をしている。プライベートの格好なのかもしれない。まあこの種の美形は何着ても似合っちゃうので、凡人の僕からすると不公平に思えて仕方ないんだけど、まあそれはさておき。

「なっ……!?」

　まったくの予想外の人物の急な登場に僕らは揃そろって硬直した。そもそもこの人、どこから入ってきたんだ？　窓は閉まったままだし居間の入り口は反対側だし──

「な、何故お前がここに!?」

　と叫ぶガリウスの声に動揺の色があるのも当然だ。

　おそらくルーベルト王子は、ガリウスの──というか僕らの疑問に答えようとしたのだろう、僕らに向かって歩きながら口を開く。

　しかし次の瞬間……

「──ご無礼ッ!!」

　そんな言葉と共に居間の窓まど硝子ガラスが砕け散る。

　ぎゅるんぎゅるんと擬音オノマトペを付けたくなる感じで回転しながら飛び込んできたのは、僕の護衛役をしてくれている兵士達だった。ドワーフとリザードマン。どちらもすでに抜剣していてその表情には殺気が漲みなぎっている。

「あっ──」

　まずい。咄嗟に僕は状況を悟った。

　どうやらルーベルト王子、なんの根回しもなくいきなりやってきて、屋敷の中に飛び込んだのだろう。でもって──僕の護衛達はそもそもルーベルト王子の顔を知らない。他国の王族の顔なんて末端の兵士は普通、知らないだろう。ましてルーベルト王子は今、王侯貴族っぽい格好もしていないし。だから護衛達の目には、突然現れた不ふ埒らちな侵入者にしか見えないわけで。

　僕は護衛達を制止しようとして──エルビアに口を塞がれたままなのに気付いた。彼女は事態がまだ飲み込めていなくて、凍り付いたままだ。

　ぶん、と音を立てて二本の剣がルーベルト王子に向けて振り下ろされる。

　やばい!?

　誤解とはいえ、他国の王族に怪け我がをさせた……いや、殺したなんてことになったら、戦争にまで発展しかねない……！　最悪の事態が一瞬後には現実のものとなる。僕は全身の毛が逆立つのを感じ──

「──え？」

　剣がルーベルト王子の左右の肩から斬り下ろされる。

　いわゆる袈け裟さ斬りと逆袈裟斬りだ。腕力に優れたドワーフとリザードマンにこれをやられては、ルーベルト王子は漫画みたいに×字形に斬られて四分割される──と思いきや。

「うおっ!?」

　鋼の打ち合う異音と共に、護衛達二人が姿勢を崩す。

　ルーベルト王子に斬りかかった二人の剣が、衝突したのだ。

　しかし──

「…………」

　ルーベルト王子は一滴の血も流すことなくそこに立っている。

　護衛の二人は崩れた姿勢を立て直すべく、サイドステップ。再び剣を構え直しつつ、しかし共に今の奇現象がよく分からず、戸惑っているようだった。

「あれどういうことっすか……？」

「たぶん……幻術の類いの魔法です」

　目を丸くするエルビアにミュセルがそう説明しているのが聞こえた。

　ああ。そうか。前にも見たな──魔法で自分の写し身を飛ばしてきているのだ。幻術の類いがツェルベリクでは特に発達していて、その一部が軍事機密になっているというのは前にも聞いた話だ。突然彼が現れたのも道理──窓でも壁でもすり抜けちゃうのだ。

「お下がりください!!」

　と護衛達はルーベルト王子の脇をすり抜けて僕らの前に立つ。

「この者、得体の知れない術を──」

「良い、やめろ、お前達こそ下がれ」

　と我に返ったガリウスが僕の代わりに言ってくれた。

「コルドバル卿!?　しかし──」

「その者は我が国の友邦ツェルベリクの王族だ。それ以上やればお前達のもののみならず、一族郎党、すべての首が飛ぶぞ」

　苦々しい表情を浮かべてガリウスがそう言い──護衛の兵士達は目を丸くしてその場に凍り付いた。
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　護衛の兵士達には別室に待機してもらい……僕達は改めてルーベルト王子に謝罪した。

　幻影とはいえ、そしてルーベルト王子はかすり傷一つ負っていないとはいえ、彼らがツェルベリクの王族に斬りかかったのは事実で……そりゃもう国際問題に発展してもなんらおかしくはなかったのだけれど。

「気にするな──いや、今や貴君は皇帝陛下の婿であらせられる身か。むしろ我が身の無礼、どうかご容赦いただきたい」

　そう言ってルーベルト王子は苦笑する。

「護衛の兵士達は職務を果たしたまでで、責められるいわれはない。突然、この屋敷に見慣れぬ者が乗り込んだのだから。むしろ迅速な対応は見事だ──亜人種にしては、だが」

「あー……ええと、はい」

　僕は曖昧に頷いた。

　そういえばそうだった。ツェルベリク王国って亜人種差別がけっこうきついんだっけ。

　まあそれはそれとして、護衛の兵士達を咎とがめず、むしろ褒めるだけの公明正大さというか、度量はちゃんと備わっているわけで……やっぱりこの人もペトラルカやガリウス同様、根っからの王族なんだろう。

「……それで、お前はいったい何故ここに来た？」

　と若干、不機嫌そうに尋ねるのはガリウスである。

　ざっくばらんな口調は、ガリウスにとってルーベルト王子は、王族である以前に、友人という位置づけだからだろう。というか前に聞いた話が確かなら、友人どころか『元カレ』だったりするわけだけれども──その辺はとりあえず突っ込まない方向で。

「無論、お前の顔を見に来たのだが？」

　と微笑を浮かべてルーベルト王子が言う。

「冗談はよせ」

「馬鹿なことを。私がお前に冗談など言ったためしがあるか？　私はいつも本気だよ」

　と言いながら当然のようにガリウスの隣に腰を下ろすルーベルト王子。

　…………いやまあ、他に座る場所ないからいいんだけどさ。というか幻影なのに立ったままだと疲れたりするんだろうか。その辺どうなってるのやら。

「冗談でなければ虚言か。相変わらず食えん奴やつめ」

「冷たいな。この私が万難を排して駆けつけたというのに」

　とルーベルト王子は哀かなしげに首を振る。

　まあこの人の場合、どこか常に余裕めいた部分があるので、どうにも本気に見えないというか、なんだか仕草のすべてが芝居がかって見えてしまうのだけれども。

「我が国の人間がガリウスに婚姻を申し込んだという話を聞いてな。いったい何をどう思ってそうなったのかよく分からんが、ガリウスは私のモノだと言っても聞かないのだ」

「ちょっ……言っちゃったんですか!?」

　と思わず僕は目を丸くして聞いていた。

「言ったが、何か？」

　とルーベルト王子は平然としている。

　ううむ。ツェルベリク王国じゃ同性愛って普通なんだろうか。日本の戦国時代にも男は、男も女も抱けて一人前──なんて価値観があったそうだけど。自然界でも同性同士の求愛行動は幾例も観察されているし。神聖隊ヒエロス・ロコス──同性愛者の精鋭歩兵部隊があったのは、古代ギリシャだっけか。

「いつ私がお前のモノになった」

　とガリウスがやっぱり不機嫌そうに言う。

　非の打ち所のない見事なツンデレっぷりである。男ってところを除けば。

「決まっているだろう、あのときからだ。お前は慣れぬ環境で孤独を──」

　言いながらするするとガリウスとの距離を詰めるルーベルト王子。

　するすると横に逃げて距離を保とうとするガリウス。

　………………ええと。僕らいったい何を見せられているんでしょうか。

　なんとなく直視しているのも憚はばかられて、そっぽを向くと──隣では、美埜里さんが両目を手で覆って顔を天井に向けていた。

　あれ。普通だと美埜里さんガン見する場面じゃないの、これ？

「なんちゅうもんを見せてくれたんや……なんちゅうもんを……」

「あの、美埜里さん？」

　ひょっとして泣いてます？

「痴話喧げん嘩か……何これ……直視できない……尊みが激しすぎて昇天しそうやで……」

「美埜里さん、お願いですから冷静でいてください。あと言ってることが文章としておかしいし、どこの国の人かも分からなくなってます。むしろエセ関西弁って関西人に怒られません？」

「ここはエルダントだからいいの……」

　もう何がなんだか。

「……お前の言う通り、慣れぬ環境でまだ若かった私は確かに動揺していたし、差し伸べられた手を思わず摑んでしまったかもしれん。だがそれは一時の気の迷いだ」

「あの日々を一時の気の迷いと言うのか。つれないな」

「今の私の心はこの者に向いている」

　と言って僕の方を見るガリウス。

「やはりそうか……そうではないかとは思っていたが」

　思うなッ！　というか悔しそうにこっち睨むのもやめて!?　いろいろな意味で怖いから！　というか僕とペトラルカの結婚式にはルーベルト王子も参列してたよね!?　さっきも皇帝陛下の婿がどうとか言ってたし！　それでどうしてガリウスの話に納得するの!?

　──などと、僕が思わず噴き出しそうになる心の声を必死に堪えていると。

「あ、ミノリ様が」

「ミ、ミノリ様」

　隣では元自衛官（腐）がソファに倒れ込んで真っ白に萌もえ尽つきていた。

　とりあえず合掌。放っておこう。その方が変に場を引っかき回されなくていい。

　でもって──

「……コルドバル卿に婚姻の申し込みがあった。それを聞いて、放ってはおけぬとルーベルト王子は、こちらまで駆けつけてこられた、という理解で良いですか？」

　このしっちゃかめっちゃかな感じに乱れた空気を仕切り直すように、光流さんが改めてルーベルト王子に尋ねた。

「向こうでも何度となく話はしたのだが、埒が明かなくてね」

　若干、くだけた口調になってルーベルト王子が言った。

「イルアラは母方の親戚で、私もよく知っている子だが」

　あ、ガリウスの結婚相手（仮）ってイルアラって名前なんだ。

「強引というか強情というか、思い込んだら聞かぬところがあるので説得は難しい。となれば──私がこちらに来て直々にガリウスの方を説き伏せるしかなかろうということになった。ただ時間もあまりなかったため、このような姿で失礼した──という次第だ」

　エルダントとツェルベリクは交流があるとはいえ、物理的に隣り合っているわけではない。三日後にそのイルアラって娘がエルダントに向かうということを聞いて、ルーベルト王子も焦ったのだろう。事前の根回しの手間すら省いちゃうほどに。

「今回の件、ガリウス、お前の方で上手く断ってほしい」

「無論、そのつもりだ」

　ガリウスが答えたとたん──

「…………」

　今まで精神的に死んでいた美埜里さんが起き上がった。

　これが哲学的ゾンビというやつか（違います）。いったい何がきっかけで蘇よみがえったのか知らないけれど、糸の切れた操り人形がいきなりひとりでに動き出した、みたいな動きで実に気色悪い。ミュセルとエルビアが恐怖を感じたのか短く悲鳴を上げる。

「そこで私達は一計を案じました！」

　と──突然、早口でまくしたてる美埜里さん。

　頰が紅潮していて息も荒い。ゾンビどころかやたら生々しくて──まあ、その、実にエロい。普通なら無責任に堪能しちゃうところだけど、嫌な予感を僕は覚えていた。

「ガリウスさんには恋人がいるということにしようと思いまして！」

「ちょっと、美埜里さ……」

「しかし慎一君は嫌だ嫌だってワガママばかり言って……」

「ワガママなの!?　ワガママになっちゃうの!?」

「そこでルーベルト王子、女装してガリウスさんの恋人を演じるつもりはありません？」

「あんた何言ってるんですか！」

　相手は！　一国の！　王子様なんですけど！

　まずい、あのまま大人しく息絶えていてくれれば良かったのに！

「す、すみません！　この人ちょっとおかし──」

「いや……なるほど、そういう手もありか」

　と興味深そうな表情を浮かべつつ、自分の顎を指で摘まむルーベルト王子。

　こっちはこっちでおかしい！　おかしい人だらけだ、助けて!?

「私の言うことも聞かなかったくらいだ。いっそ女性のそういった者がいると言って断る方が早いかもしれない」

「でしょう!?」

　身を乗り出して頷く美埜里さん。

「え、でもそれなら女装しなくてもいいんじゃ……」

　むしろ普通に女性を連れてきた方が早いんじゃ？

　そう言ってみるものの、興奮している美埜里さんはまるで聞く耳持たない感じで。彼女は目を輝かせながら光流さんの方を向いて言った。

「光流君だったら、慎一君もルーベルト王子も美しくできるわよね」

「ええ。それはもちろん」

　よほど自信があるのだろう。光流さんは頷いて胸を張る。

「しかし今の私は実体ではないからな……」

　困ったように眉尻を下げたルーベルト王子は自分の体を見下ろした。

　あ、そうか。今ここにいるルーベルト王子は、魔法で作られた幻影だ。となればさすがの光流さんでも女装させることはできないだろう。今から改めて本人が来ようにも、準備などを考えると難しいだろうし──それができるならそもそも幻術なんて使わないだろうし。……え、じゃあやっぱり僕一択？

「ぼ、僕は嫌ですよ！」

　僕はソファから立ち上がるとミュセルの後ろに逃げた。女の子の後ろに隠れるのも男としてどうかとは思うけれど、いいんだ、魔法込みで考えるとたぶん、ミュセルは僕より何倍も強いし！　女装だけならまだしもそのままガリウスの恋人役やらされるくらいなら、僕は喜んで女の後ろに隠れる卑ひ怯きよう者もののそしりを受けよう!!

「慎一君、そんなに嫌？」

「嫌です！　当たり前じゃないですか！」

「そう……だったら仕方ないわ」

　ハア……と美埜里さんが切なげに溜め息をついた。

　な、なんだ!?　まさか力ずくで……!?

　と僕がミュセルの背後で身構えていると、美埜里さんは眼鏡越しにひどく真剣な眼まな差ざしをガリウスに向けた。

「こうなればガリウスさん、あなたが女装するしかないようです」

「私か？」

「なんでやねん！」

　なんかもうあまりにもあまりにもな展開で、僕のツッコミも関西弁になった。

　なんか便利だね、関西弁。魂の叫びって感じで。

「本来の趣旨を見失ってます！　というか恋人がいるから断るって話のはずなのに、なんでガリウスさんが女装するんですか!?」

「光流君、準備を！」

「任せてください」

　僕のツッコミも虚むなしく、意気揚々と準備を始める面々。

　まあ光流さんはいつもの悪ノリ、冗談半分なんだろうけど、美埜里さんは徹頭徹尾、本気……というか、あれだ、なんか目がぐるぐるしてるから正気を失ってる感じ。

　どこから取り出したのか、光流さんは膝の上に化粧道具の箱を開いていろいろ取り出し、大人しく座ったままのガリウスにメイクを施していく。さすがに化粧道具のことはぼくもよく知らないけど、ファンデーションだっけ？　なんか顔にぬったりして、ブラシを滑らせて、さらに唇にも鮮やかな紅を──

「おお……」

　所要時間──恐るべきことに、わずか五分。

　完成したガリウスの女装メイクを見たルーベルト王子が感嘆の声を上げる。

　魔法か。魔法なのか。そう疑いたくなるくらいに迅速で見事な──変身。

「さすがにお試しですから、細部は適当ですが──とりあえず女騎士をイメージして整えてみました」

　そう言って化粧道具箱の内側についている鏡を見せる光流さん。

「…………」

　鏡を覗き込んだガリウスが、驚きに目を丸くする。

　まあ確かに、光流さんに化粧を施されたガリウスはびっくりするくらいに綺麗だった。

　美人だ。陳腐な言い回しだけど、本当にその一言が似合う。骨格は変えられないから丸みを帯びた可愛らしい女性にはなれないけれど、代わりにキリッとした、クールビューティー的な、中性的な感じに仕立てあげられている。これで首にスカーフでも巻いて首の太さとのど仏を隠しちゃえば──本当に女性と言われれば信じる者も多いだろう。

「これが……私……？」

　頰に手を添えながらガリウスが呟く。

　そんなド定番ベタな反応しなくても──とは思うけど、まあ気持ちは分からないでもない。醜くされたのならともかく、男でも美しくされる分には誰だって悪い気はしないだろう──けど。

「どうだ、シンイチ」

「うぇっ!?」

　ガリウスがこっちを向いて話しかけてきたので、思わず変な声が出てしまった。

「ど、どうって言われても……」

　ガリウスはかなり真剣な様子なので、僕も仕方なく彼を改めて凝視する。

　まっすぐに僕を見つめてくる翡ひ翠すい色いろの目は、いつもより睫毛が強調されてぱっちりとしていた。桃色に染まった頰と艶やかな唇は同色で統一感がある。敢えて光流さんがそうしているのだろう。

　またいったいどういう原理なのか、輪郭から男くささが消えているようにも見えた。そういえば影やハイライトを入れることによって、多少のバランスは調整できるものなんだっけ？　コスプレをするときの化粧の技法として聞いたことがあるようなないような。

　……しかし、前にも言ったけど、ガリウスはペトラルカと似た部分が多い。つい今の女装ガリウスを見ていると、大人になったペトラルカの──可愛らしさよりも綺麗さが優まさるようになった彼女の姿を目の当たりにしているようにも思えて、なんか……なんかこう……

「シンイチ様……？」

　頼みもしないのに勝手に沸き上がってくる妙な感覚に、呆然としていた僕は──ミュセルに話しかけられて我に返った。

「あ、ああ……えっと、何？　ミュセル」

「い……いえ……」

　しかし訊きいてみても、ミュセルは首を左右に振るだけだ。

　何か言いたいことがあれば言ってくれればいいのに。僕ら、夫婦なんだし。

　そんなことを考えて僕が精神の平静を必死に保とうとしている間にも──

「私には聞かないのか、ガリウス」

「何故お前に」

「さすが光流君！　私の想像以上よ！」

「当然です」

「はえー、ヒカル様すごいっすねえ……」

　いつの間にか僕とミュセル以外が、ガリウスを取り囲んで和わ気き藹あい々あいと盛り上がっていた。当のガリウスも悪い気分ではないらしく、光流さんと衣装についての話まで始めている。

　いやあの。待って？　いいのそれで？　本当にいいの？

　まあやっぱり良くないからお前が女装しろと言われても困るんだけど──

「…………」

　なんだか喩えようのない、虚無感みたいなのが襲ってきて、僕はソファに座り込む。

「シンイチ様……？」

　気遣わしげに腰を折って僕の顔を覗き込んでくるミュセル。

　ああ。可愛いよミュセル。僕のお嫁たん。今の僕には君しか見えない（現実逃避）。

　それから──

「やはりここは暗色のドレスでいくべきかと」

「しかしガリウスの瞳の色を映えさせるのはやはり白銀の」

「コンセプトは姫騎士ですから、やはり潔癖さが」

　…………等々。

　結局、ガリウス女装計画は、『結局それではなんの解決にもなってないんじゃないか？』ということに皆が自発的に気付いて、正気に戻るまで……半時間ばかり続いたのだった。
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　近衛騎士達がツェルベリク王国よりの客が来たことを告げてきた。

　イルアラ・クレフ嬢──ツェルベリクの有力貴族クレフ公爵の三女。

　表向き、政治絡みの公式の訪問ではないとはいえ、遠路はるばる他国から来た王侯貴族の客を待たせておくのは礼を失する。私は小の謁見の間に彼女をお連れするように指示を出した。相手の体面を損なわず内々で話を終わらせるために、ここには今、私しかいない。

　そして待つこと──しばし。

　扉を叩く音に続いて、近衛騎士の声が聞こえてきた。

「ツェルベリク王国よりのお客様、イルアラ・クレフ公爵御息女を、お連れいたしました」

「入れ」

　私が命じると静かに扉が開かれる。

　近衛騎士に連れ添われ──さらには自身の護衛役らしき女性騎士二人を従えて姿を現したのは、淡い色の髪をした少女だった。

　光の加減で金色にも亜麻色にも見える長い髪は、実に美しく印象的だ。彼女は私に向かって会釈すると部屋に足を踏み入れる。その表情に媚こびたところはみじんもなく、歩く姿も物もの怖おじすることなく堂々としていて気品があった。

　昔からそれなりに整った容姿ではあったが、この三年余りで磨きが掛かったようだ。

「お久しゅうございます、ガリウス様」

　そう言ってイルアラはドレスの裾を少しつまんで持ち上げながら一礼する。護衛の女騎士達は揃って膝をついてこちらへの礼らい讃さんの型を示していた。

　私はイルアラとは面識がある。ルーベルトの親戚ということで……社交上二度ばかり顔を合わせたことがある程度で、正直、どういう娘なのかよく知らないのだが。

「よう参られた、イルアラ・クレフ」

　と私がとりあえず挨拶すると──ふっと柔らかく笑ってイルアラは言った。

「ガリウス様。私、もう一度貴方様にお会いできる日を、一日千秋の想いでお待ちしておりましたんですよ？　きっとまた我が国にご来訪くださると──」

　のっけからそう言って、距離を詰めてくるイルアラ。

「ですが……ルーベルト兄様の求婚を蹴られたこちらの皇帝陛下が、ご結婚なさったとお聞きして、もういても立ってもいられなくなってしまいました。私もうかうかしていると遅れをとってしまうのではないかと……」

　そう言ってイルアラはくすりと笑う。

　なかなか手て強ごわい。とりあえず私はそう感じた。

　多少なりとも茶化した口調で喋しやべってはいるが……皇帝であるペトラルカはルーベルトの求婚を蹴ったが、まさか貴方まで我が国との友好関係をより強めるための申し出を、蹴りはしないですよね？　という一種の恫どう喝かつだろう。

　クレフ公はすでに高齢で、歳経へた後に授かったこのイルアラにかなり甘いと聞いていたが……貴族の娘としての教育は、十二分に為なされているようだった。

　だが私としてもこのまま彼女の手管に巻かれるわけにもいかない。

「クレフ嬢。申し訳ないが──」

「ガリウス様？」

「何度も手紙にて伝えてきた通り、私にそのつもりはない」

　私はそう言って──駄目押しにこう付け加えた。

「私は貴女あなたと結婚するつもりはないのだ」

　怒るか。泣くか。あるいは呆然とするか。

　幾つかの反応はすでに予想済みだったが──

「……今は、でしょう？」

　とイルアラは余裕の微笑を浮かべた。

「ですが王族帝族である以上、いずれは身を固めることを求められるものです」

「確かにそれは──いずれは、そうせざるを得ない、が」

　実のところ、ペトラルカの結婚以後──療養中で半隠居状態のザハール老からも、見合いを促す手紙が何度か送られてきている。ペトラルカと私にとって半ば親代わりの彼にしてみれば、あのペトラルカが身を固めたのだから、私も固めて年寄りを安心させてほしい、ということらしいのだが。

「では来きたるべき日に備えて──結婚を前提としたおつきあいを」

　とイルアラは微笑む。

　自分以上に貴方にふさわしい女はいないと思いますけれど？　とでも言わんばかりだ。確かに客観的に見れば、彼女はガリウス・エン・コルドバルという帝族にとって理想的な結婚相手なのは間違いない。

「……実は、まだ公にはしていないのだが」

　言いながら私は足を踏み出した。

　距離を詰める私にイルアラ自身ではなく、後ろに控えていた女騎士達が身構える様子を見せたが──私は彼女らに小さく頷いてみせつつ、その脇を通り過ぎ、謁見の間の出入り口へと立った。イルアラ達が入ってきた後、いったんは閉じられている扉の脇に。

「今、私には、懇意にしている女性がいる。だから貴女からの申し出は受けられない」

　そう告げて私は自ら扉を開ける。

　廊下には──打ち合わせ通り一人の女性が待機していた。

　艶やかな長い黒髪を下ろし、用意させた華やかな衣装に身を包んだ彼女は、普段とずいぶん印象が違う。そういえばこういった彼女の姿を見るのは初めてかもしれない。

　本人はドレスなど今まで一度も着たことがないし、艶やかな色は似合わないので気後れする──などと言っていたが。こうして見ると謙遜を通り越して自己卑下に過ぎる。

「私の……恋人だ」

　珍しく、少し緊張したような面持ちながらも、謁見の間へ入ってくる彼女を……私は目を丸くしているイルアラ達に紹介した。
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　ドレスで着飾った美埜里さんが謁見の間に入ってくのを僕らは──僕とミュセルとペトラルカと光流さんは物陰から見守っていた。

　扉番の近衛騎士には、扉は開けたままにするようにとあらかじめペトラルカが命じてくれていたので、僕らの位置からだとぎりぎり中の様子を窺うかがうことができる。

「なるほど、考えたな」

　そう呟くのは、僕の隣にいるペトラルカだった。

「いったいどうしたものかと我々も悩んでいたのだが……まさかミノリをガリウスの恋人に仕立てるとは……」

「美埜里さんであれば、ややこしいことにもならないでしょう？　変に帝国貴族の娘さんを選んで宛がっても、後々揉もめそうですし」

　そう応えるのは光流さんだ。

「一応、美埜里さん自身が騎士──というか貴族扱いですし、神聖エルダント帝国では皇帝陛下の前例がありますからね？」

「ま……まあ、そうじゃな」

　と若干、頰を赤らめながら言うペトラルカ。

　おおう。可愛い。こんな可愛い絶対権力者が僕のお嫁さんとかなんの夢だこれは。

　それはさておき。

　三日前──ガリウスがアミュテック離宮を訪れて、どうすればイルアラ・クレフ嬢との結婚を回避できるか──彼女の申し出を無難に断れるか、相談に来た際。

　女装案はさすがに却下されたのだけれど、ではどうすれば良いのかと皆が悩んで──半時間。光流さんが唐突にこう言ったのだ。

『確実な方法があるじゃないですか。コルドバル卿、今、懇意になさっている女性が──おつきあいされている女性が、実際にいらっしゃるでしょう？　その方を紹介すれば良いだけですよ。事実を包み隠さず』

『懇意？　いやそんな女性は──』

　と怪訝そうに首を傾げるガリウスに、光流さんが指差してみせたのは、他ならぬ美埜里さんだった──というわけだ。

「異世界から来た人だから立場とかも関係ないし、何より確かに仲いいし──今思えば美埜里さん以外ないってくらいに適任だよね」

「ミノリ様、お綺麗でした……」

　ほう、と感嘆の溜め息をつきながらミュセルが呟く。

　ペトラルカ達が用意したドレスを着て、光流さんと侍女の手によって貴族のお嬢様に仕立てあげられた美埜里さんは、ミュセルの言う通り本当に綺麗だった。黙っておしとやかにしていれば絶対にモテる。実際、エルダントに駐留している自衛官達の間でも彼女の人気は高かったみたいだし。あれで自分は喪女だとか普段から言ってるんだから、本当、この人は何言ってんだと呆れ果てるレベルだ。まあ、オタクには自己評価が高すぎたり低すぎたり、世間の評価と激しくずれる人が多いけど──

「あとはこれでイルアラさんが諦めてくれるかだけど……」

　今までも断ってきたし、そこでさらに恋人までいるとなれば、諦めざるを得ないと思うんだけど。でも貴族の娘とかになると、家の体面とかも絡んできてなかなか引いてくれないってこともあり得るわけで──

「…………」

　自分のことでもないのに緊張しつつ僕は謁見の間の様子を窺う。

　僕らに背を向ける形で立っている美埜里さんとガリウス。その向かいに立っているザ・お姫様って感じの美しい人が例のイルアラさんだ。彼女ははっきり驚きの表情で美埜里さんを見ていた。突然恋人が現れればその反応も当然。まあここまでは予想通り──

「……あれ？」

　イルアラさんの驚きの表情がゆるりと溶ける。

　彼女は余裕含みの穏やかな微笑を浮かべて──少し首を傾げてみせた。

　なんだ、この反応？　もっと焦ったり落胆するもんじゃないのか……？

「ガリウス様……ご冗談はおよしになってくださいませ？」

　イルアラさんは優しく笑いながら言った。

「その方は貴方様の恋人ではないでしょう？」

「…………!?」

　バレた!?　でもなんで!?

　予想外の難敵に僕らは思わず顔を見合わせた。
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　実のところ──光流君からの提案にはすぐに納得がいった。

　私がガリウスさんの恋人を演じる。

　確かになんの無理もなく準備も要らない名案だ。

　政治的なしがらみのない私のような立場の者は、確かに便利で使いやすいし──普段から確かに『懇意』にはさせてもらっているし、そのことは、多くの者が知っている。さすがにＢＬ本の受け渡しとかＢＬ談義をしているとまでは知らない者が大半だろうけれど……だからこそ他国の貴族のお姫様が事前にこちらの状況を探っていたとしても、状況証拠が積み上がって説得力が増す。コルドバル卿は、足あし繁しげく城外の女のところに通っている──と。

　まあコルドバル卿の──ガリウスさんの女装がなしになったのはちょっと残念だが、機会はまたあるだろうから固執しても仕方ない。

　結局、私で役に立てるなら──と今回の作戦に同意した。

　エルダントには、そしてガリウスさんにはいろいろとお世話になっているし、日本という後ろ盾を失った私達が吞気に文化事業だのなんだのをやっていられるのも、彼や皇帝陛下の手厚い庇ひ護ごのおかげだ。その恩を返せるというのなら私に否はない。

　だから──まあ、その、恥ずかしいもろもろにも耐えた。

　髪を下ろすことにも、私にはとうてい似合わない貴族風のドレスを着ることにも、艶やかな化粧を施されることにも、我慢した。特に履き慣れないヒールは痛くて痛くて……すぐにでもイスに座って脱ぎたくなるが、ここは耐えるしかない。

　これでガリウスさんの結婚話をご破算にできるなら──まあ安い代償だろう。

　そう思っていたのだけれど……

「私、知っておりますのよ？」

　ヒールを鳴らすようにして、イルアラさんは呆然としている私とガリウスさんへ歩み寄ってきた。

「ガリウス様は男性の方がお好みでありましょう？」

「……!?」

　囁ささやくような──重大な秘密をそっと打ち明けるかのような彼女の声に、私と、そしてガリウスさんは絶句する。特に彼は表情を引ひき攣つらせてイルアラさんを見つめていた。

「もちろん、ガリウス様とルーベルト兄様がどれだけ仲睦まじくなさっておられたのかも、私存じ上げておりますよ？」

　にこりと可愛らしく笑いながらイルアラさんはまっすぐ私の方を見つめてきた。表情は優しい笑顔なのだが、目はまったく笑っていない。むしろ挑み掛かるような強い眼光がそこには宿っていた。

「……だったら、どうして？」

　すべて分かっていながら、どうして婚姻を申し込み、しかも諦めないのか。

　そういえば、ルーベルト王子が『ガリウスは私のものだ』と彼女に告げたが、効果がなかった……なんて言っていたけれど。あれは冗談ではなく本当のことだったらしい。

「だから婚姻を申し込んだのです」

　イルアラさんは笑いながらそう言った。

「私の家はツェルベリク王家に続き、エルダント帝国との繫がりが持てる。ガリウス様は体裁を保つことができる。悪くない話だとは思いませんか？」

「それは──」

「形だけの結婚でよいのです。ガリウス様はそのままでいてくださって構いません。むしろ、そのままでいてくださいまし？」

　結婚したからといって自分を愛する必要はない──ということか。

「それを伝えるために今日は参りました」

　一歩後ろに下がったイルアラさんは、ドレスの裾を持ち上げるとお辞儀のように軽く体を動かす。女性らしいしなやかな動きは、私にはとうてい真似できない。それくらい美しい所作だった。

「これは取引のご提案です、ガリウス様。どうかご検討のほどを」

　とはっきりイルアラさんは言い放った。

「……そこに貴女の気持ちはないと？」

　私が尋ねると──イルアラさんは改めて私に目を向けて言った。

「私はガリウス様の幸せを望んでいます。どこの何方どなたか存じませんが、貴女にそこまでの覚悟はおありですか？」

　私にそう言って彼女は──勝ち誇るようにその笑みを深めた。
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　アミュテック離宮の──僕らの屋敷の居間には重い空気が澱よどんでいた。

「まさかの展開でしたね……」

　と誰に言うでもなく呟いたのは僕だ。

　正直──この重苦しい空気をどうにかしたかったから。だけどいまさら口に出して言うまでもなく誰もが同じ気持ちであったようで、特に誰からも反応は返ってこなかった。

　あれから──

　すべてを見透かしているかのような態度のイルアラさんは、『また明日お伺いいたします。それでは』と言い残して護衛の女騎士二人共々、謁見の間を出て言った。そのいっさい臆せず怯ひるまず堂々たる態度は、いっそ爽快とも言えるほどで──僕らとしてもただ様子を見守るだけで何もできなかった。

　その後、僕達は屋敷に戻ってきて作戦の立て直しを図ろうということになったわけなのだけれど……いざ居間に落ち着いても、誰も一言も発しない。

　ちなみに──ペトラルカは皇帝としての仕事があるってことで、城に残っているけれど、ガリウスは僕らと一緒にこの屋敷まで来ていた。本人曰いわく『少し城を離れて頭を冷やしたい』ってことだけど──まあ、実質的にはイルアラさんからの一時避難って奴だろう。『また明日』なんて彼女は言っていたけれど、エルダント帝城に滞在している以上、顔を合わすこともあるだろうし、あの人の積極性から考えれば、それこそ既成事実を作っちゃえとばかりにガリウスの部屋に押しかけてくるくらい、やりかねない。

「せっかく綺麗に極めていったのに……残念です」

　と言ったのは美埜里さん本人、ではもちろんなくて、メイク担当の光流さんだ。

　奇くしくも先日の『ガリウス婚姻問題対策会議』の面子メンツが今この部屋には揃っている。呼びもしないのにガリウスの隣にはルーベルト王子（幻影）もいる。というか意外とこの人も腰が軽いよな。王族といってもわりと自由がきく立場にいるみたいだし。

「すまなかったな、ミノリ。無理をさせた」

　とガリウスが労ねぎらうように言う。

「あ、いえ、別にそこまで無理だったわけじゃ……貴重な体験もさせてもらえましたし」

　慌てたように美埜里さんは首を横に振る。

　とはいえ、彼女は今はもう、いつもの格好に戻っている。謁見の間では外していた眼鏡も元通り。屋敷に戻るのを待てずに城で部屋を借りていつもの衣装に着替えてしまったのだ。着慣れないドレスのままでいるのが落ち着かなかったらしい。もったいない。

「むしろお役に立てなくて私の方が申しわけないっていうか」

「あれは美埜里さんのせいじゃありませんよ。あっちが手強過ぎたんです」

　と僕は言った。

　ガリウスの『性的指向』やルーベルト王子との関係をすべて承知のうえで、結婚を申し込んできたなんて思ってもみなかった。しかも、のっけから『形だけの結婚でよいのです』なんて言い出す花嫁候補なんて──まあ創作物だのなんだのではたまに見掛けるけど、現実にお目に掛かることになるとは思ってもみなかった。政治って怖い。

「その気がないってのもダメ。恋人がいるっていうのもダメ。というより……向こうにはそんなことまるで関係ないんだよね……」

　要するにガリウス個人がどうだろうとお構いなし。とにかく結婚したという体裁さえ整えばそれでいいと。あの様子だとガリウスが五人も六人も愛人を囲いたいとか言い出しても、あるいは女装して『実は私は女だったのだ！』とか言っても、平気で『それがどうかしましたか？』とかどこぞの映画みたいに『誰にでも欠点はありますよ』とか言いそうだ。

　なんという無理ゲー。最初から敵は無敵モードだ。

　そんなふうに考えて僕が頭を抱えていると──

「……これもいい機会かもしれないな」

　ふと溜め息混じりにガリウスがそんなことを言い出した。

「本気か、ガリウス」

　僕を遮るように身を乗り出して（幻術だけど）言うのはルーベルト王子だ。

　ガリウスの元カレとして、不本意な結婚には賛成しかねるらしい。しかもまだガリウスのこと好きっぽいみたいなとこもあるみたいだしな……って。

　そういえばイルアラさんってルーベルト王子のことを『兄様』と呼んでいたっけ。

　クレフ家とツェルベリクの王室は姻戚関係があるみたいだから、実の兄妹というより『親戚のお兄さん』みたいな意味合いなんだろうけど──

「逆にあれほどの考えであれば感心する。さすがツェルベリクの貴族だな」

「……どういう意味だ？」

　眉を顰しかめて聞き返すルーベルト王子。

　そういえばルーベルト王子はあの場にいなかったから、イルアラさんがどんなふうにガリウスと話をしていたか、詳しくは知らないのだ。それは屋敷で待機していたエルビアも同様である。

　この際なので状況の整理も兼ねて僕は二人にガリウス、美埜里さんと、イルアラさんとのやりとりを覚えている限り詳細に伝えた。途中、光流さんに何度か確認したけれど、おおむね間違ってはいなかったようだ。

「うはぁ……貴族様のご結婚って、そんなのなんすか？」

　とエルビアはただただ驚いて目を丸くしている。

「本人の恋愛感情とかお構いなしって意味では、バハイラムも相当なもんだけどね」

　と苦笑して僕は言う。

　バハイラムにおける婚姻はお見合い主体、というか──語弊を覚悟で言えば、家畜の交配じみた感じで、『王父様』が一括で決めちゃって、皆で一斉に結婚式を挙げるらしい。前に一度、バハイラムに拉致されていた際に僕はその結婚式の様子を見たことがある。ともあれ──

「なるほどな。あいつもなかなか……よく考えていたようだ」

　と感心した様子で腕を組んで頷くルーベルト王子。ガリウスとイルアラさんの結婚を反対していたはずなのだけど、考えを変えたのか、受け入れるかのような様子である。

「……ルーベルト王子はいいんですか？　ガリウスさんが結婚しちゃっても」

「不本意な形になるようだから止めに来ただけだ。そのままでいいと、こいつを受け入れるのであれば、それもありだろう」

　……意外。

　単純にガリウスが誰かと結婚してしまうのが嫌で、邪魔しに来たのかと思っていたんだけど──あくまで『ガリウスが不幸になる』可能性があるなら止める、という考え方だったみたいだ。お互い納得したうえでの偽装結婚であるなら反対する理由もないらしい。

　なんにしても──もしガリウスとイルアラさんが結婚した場合、エルダントとツェルベリク、両国の結びつきは今よりもさらに強くなるだろう。

　当然、ガリウスがツェルベリクに行く頻度も多くなる。そのうえでイルアラさんが、恋愛は自分以外とお好きにどうぞってスタンスなら……もしやガリウスとルーベルト王子、ワンチャンだったりする？　それに気付いたから反対しなくなったとか？

　……まあ生々しい話は聞きたくないから、敢えて問とい質ただしたりはしないけどね。

「でも……ガリウスさんは本当に、それでいいの？」

　対してそう尋ねるのは美埜里さんだ。

　作戦が上手くいかなかったことを気にしているのか、今の彼女は珍しく弱気というか、はっきりと眉尻が下がっていた。

「そうですよ。いくら相手が、ガリウスさんは好きにしていいって言ってても……」

　僕もそう美埜里さんに続く。

　本人同士がそれでよくても、周囲はどう思うだろう。

　結婚は個人だけの問題ではない。皇帝陛下という立場であるペトラルカと結婚したことで、僕はそれを嫌でも思い知らされた。

　いや。僕はペトラルカと結婚したことは後悔してないけれども。だってペトラルカってもう理想的なツンデレっていうか、二人っきりになると、すんごく僕に甘──いや、それはまあいいとして。

　帝族や貴族の結婚は、否いや応おうなしに周囲を巻き込む。

　それを覚悟のうえで、なお、その人と一緒になりたい──と思うならば、それだけ相手のことが好きならば、結婚すれば良いだろう。僕はそうした。だから他の人がそうしたいと言っても反対はしないし応援する。

　むしろ最初っからこれっぽっちも愛のない結婚とか、正直、他ひ人と事ごとでも悲しい。

　僕の場合は奇跡的に上手くいったからこそ──なおさらに。

　もし本当に気持ちなんてどっちもないまま、政治的な要請から結婚したとして。

　いくら形だけとはいえ、周囲の目のあるところではそれらしく──仲睦まじく振る舞う必要が出てくるだろうし、世継ぎとして子供だって期待されるだろう。

　つまり──

「絶対イチャイチャしないといけない場面は出てきますよ？」

　好きでもない相手とそういうふうに振る舞わなければいけないって拷問じゃないか？

「むしろこれから一生を共にするならできないのは逆に辛つらいっていうか」

「私も慎一さんの意見に同意します」

　と光流さんが珍しく僕に同調してくれた。

「コルドバル卿──端的に言って、彼女と、そんなことができますか？」

「そんなこととは？　イチャイチャというのは──」

　とガリウスが尋ねてくる。

　ああ、イチャイチャって魔章指輪が翻訳しきれない概念だったか。

　そうなると具体例を示さないと分からないわけで──

「「こんなふうにすることですよ」」

　何故か声が被かぶった。

「……え？」

　と目を瞬かせながら光流さんの方を見ると、彼は僕を指差していた。ちなみに僕も光流さんを指差していた。イチャイチャの具体例として僕らはお互いを指差したのである。

「…………慎一さんに言われたくありませんね」

　と相変わらずエルビアとくっついて座っている光流さんが言う。

　それはもう隣に座ってるとかいう次元ではなくて、エルビアは全身でべったり光流さんにくっついているし、光流さんも彼女の背中に手を回しているし。あれは尻しつ尾ぽとか撫なでてるんじゃないのかな。

「僕だって光流さんに言われたくないんだけど」

　と僕は半目でそう言った。

「僕らは二人みたいに人目も憚らずって感じじゃないし。美埜里さんやブルーク達から聞いてるよ。毎日毎日──」

「そ、それを言うならそっちこそ、なんですか。日替わりで陛下とミュセルをとっかえひっかえ──」

「し、仕方ないだろ!?　じゃないと平等じゃないってペトラルカ怒るし！」

　平等を唱える博愛主義だというなら、絶対に偏りなく二人を愛してみせろ──それがペトラルカの主張なのだ。だからミュセルとアミュテック離宮に泊まった翌日は、必ず城に戻ってペトラルカの寝室に──いや、もう、いいだろそんな話は!?

「ミュセルはそれに不満はないのですか？」

「わ、私ですか？」

　突然話題を振られ、ミュセルは少し戸惑っていたけれど──

「陛下が……シンイチ様のことをどれだけ愛しておられるか……存じ上げておりますし……皆が幸せならと……その……私は……シンイチ様のお側にいられるだけで十分に……」

　と恥ずかしそうに言うミュセル。

　健気……！　なんという健気さッ！　僕の心は萌えっぱなしです！

　なんだろう、もともとミュセルのことは大好きだったけど……結婚する前より今の方が、彼女に対する気持ちが大きくなっていってる気がする。誰だよ結婚は人生の墓場とか言った奴。最高でしょ。

「はいはい、惚のろ気けはもうお腹いっぱいだから」

　呆れたように美埜里さんに言われて──いつの間にかミュセルと見つめ合っていた自分に僕は気付いた。ああ。ミュセルとならたぶん、弥み勒ろく菩ぼ薩さつが降臨するまでだって飽きずに見つめ合っていられると思う。

「けど私も……そう思います」

　と美埜里さんはガリウスの方を向いて言った。

「女性との結婚生活が苦痛になるなら、やはり無理はしない方がいいかと。そのためにご協力させていただける限りは、こちらも骨折りを惜しみませんので──」

　本当、性的指向の問題は難しい。

　僕だって男とイチャつけと言われたら絶対に無理なんだけど、イルアラさんと結婚するということは、ガリウスはそういうのを強いられるというわけで……そう考えるとひどく彼が気の毒だった。

「……いや、その辺りはなんとかなるだろう」

「本当に？　だってガリウスさん……」

「別に私とて、もともとそうだったわけでもない」

　さらりと言ったガリウスの言葉に、僕らは一瞬押し黙った。

「……え？　そう……だっけ？」

「ああ」

　頷くガリウス。

　…………そうか、そういうこともあるのか。生まれたときから──いわゆる先天的なものじゃなくて、何かのきっかけがあって……

「あれ、前にこんな話、誰かとしたような……？」

　と口に出して呟いたところで、僕は思い出した。

　ロイクとロミルダの両親だ。ガリウスがツェルベリクへ留学したときにいろいろ仕込んだ、というか目覚めさせるきっかけになったのはルーベルト王子だって話で……

「…………」

　ダメだ、これ以上考えるのはやめよう。生々しすぎて引く。元カレってだけでもあれなのに、当事者二人が（片方は幻影だけど）目の前にいるってのはかなりキツい。

「そこまではっきりとおっしゃるということは、そういう経験があるということですか？」

「そういうとは？」

「好きになった女の子がいる、とか」

「それは──」

　光流さんに言われて、ガリウスが口を開く。

　けれど──彼は何か言おうとして、僕と目が合うと小さく首を振った。

「……昔の話だ」

　何か言い訳するかのような口調でガリウスは言った。

「とにかく、だからその辺りは問題もない。それに、いい機会だという気持ちは本心だ。今までにそういう話がなかったわけでもなかった。ペトラルカだって夫を持った」

　ガリウスが大きく息を吐く。

「我々にとっての婚姻とは国のためのものだ。実際ペトラルカも自分の感情だけでは動かなかった」

　その際ちらりとガリウスの瞳がルーベルト王子を捉えた。ルーベルト王子もその視線を黙って受け止める。

　ルーベルト王子も、国のためにペトラルカへ婚姻を申し込んだ過去がある。

「だから私も、国や王家のためにいちばんいいと思われる方法を取るべきだ。しかも、ルーベルトはともかく、ツェルベリクにはルーベルトとペトラルカの一件で借りがある。借りを返す意味でも悪いことではない」

「ガリウスさん……」

　と美埜里さんがどこか悲しげに声を掛ける。

　…………そういえば、この人、いつからガリウスのことを、コルドバル卿、じゃなくて『ガリウスさん』って呼ぶようになったんだっけ？　僕は自分でガリウスさんって呼んでるから、気付かなかったんだけど──

「皆、苦労を掛けた。すまない」

　とガリウスは律儀にも僕らに頭を下げてきた。

「諦める、というと言い方が悪いか。クレフ嬢にも失礼だな。もろもろ考えた末、私は前向きに対応することに──事を進めることにする。明日、クレフ嬢にも話をする」

　きっぱりとした口調は、僕らに否定する隙を与えない。

　もう決めたのだからこの話は終わりだ──とでも言いたげである。

　けれど……

「もう……いい時間だ、城へ戻ろう」

　立ち上がってガリウスがそう言った。
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　コルドバル卿や慎一さん達が帰った後。

　ルーベルト王子も当然のように『用件は済んだ』と言って帰っていった。いや。そもそも彼は実体としてはエルダントに来ていないのだから、その表現はおかしいのかもしれないけれども。

　それからは、いつも通りだ。

　私達は夕食を済ませ、お風呂に入り、それぞれの部屋に戻って眠る前までの時間を過ごす。私も少しお喋りをしてからエルビアの部屋を出て、そろそろ寝ようと自分の部屋へと向かっていた。その際に──

「──あ」

　私は美埜里さんに会った。

　いや。会ったというよりも見掛けたという方が正しい。彼女はどこかぼんやりとした様子で廊下の窓から夜空を見上げていた。その横顔が珍しく憂いを含んでいるように見えて、私は通り過ぎるのを躊躇ためらった。

「……光流君」

　それで私の気配に気付いたのか──美埜里さんは緩い笑みを浮かべながらこちらを向いて静かに言った。

「もう寝るところ？」

「はい」

「またエルビアの部屋行ってたんでしょ？」

　と眼鏡の奥で円つぶらな瞳が悪戯いたずらっぽく輝く。

「ええ……まあ」

「毎日交互に通ってるわよね」

「結果的にはそうなってますね」

「通い婚ってやつ？」

「平安時代じゃないんですから。だいたい同じ屋敷の中ですし」

「いっそのこと同室になってもいいんじゃない？」

「それは……私も一瞬は考えたんですけれど」

　でもまだそうするには早い。早いと私は思った。

　しばしば恋愛と結婚は違うなんて言うけれど。

　起きてから寝るまでを共にするということは……本当にいろいろと相手にさらけ出すことになる。別に見られて不都合なことがいまさらあるわけではないはずだけど、やはり私だって根っこの部分はどうしようもなく男の子で、好きな女の子にあまり隙は見せたくないというか、緩んで格好悪い姿を積極的に見てもらいたいとは思えない。

　そしてそれはエルビアも同じだろう。彼女はたいがい、大雑把というかおおらかで、ミュセルや陛下と比べれば恥じらいに欠けるようなところはあるけれど、それでも女の子であることには変わりない。実際、二人っきりのときは──いやそんなことはどうでもよくて。

「まだいいかなと。それにいつでもできますし」

「元気ねー。若いっていいわー」

「なんの話ですか」

　できるできないっていうのは同どう棲せいや結婚の話であって。だいたい……親戚のおばさんみたいなことを言っているが、十代をやっかむような歳でもないはずだ、美埜里さんも。

「ラブラブねー、ほんと。参っちゃうわ。みんな幸せそうで」

　笑って肩を竦すくめた美埜里さんの目が再び窓の方へ向く。さっきもずっと、彼女はどこか遠い目をして窓の外を眺めていた。

　私もつられて、美埜里さんが見ている方向に顔を向ける。

　闇が分厚く横たわるエルダントの夜。

　その向こうには──圧倒的な存在感と共に鎮座する神聖エルダント城が見えた。基本的にこちらの夜は自分の手や足の先すら見えなくなる真の闇に覆われてしまうことが多いが、だからこそ毎夜休みなく各所で篝かがり火びが焚たかれている神聖エルダント城は、そこだけが夜に染まっていないかのように浮かび上がって見える。

　あそこが皇帝陛下の御ご座ざ所しよであり慎一さんとミュセルの新居。

　もちろんそこに住んでいるのは、彼らだけではなくて──

「……コルドバル卿のこと、気にしてますか？」

　ふと思いついて尋ねれば、美埜里さんが驚いたように私に振り返った。

「あ……まあ、その……そうかも、ね」

　と美埜里さんは曖昧に笑う。

　そういえば、コルドバル卿が帰った後、みんなで夕食を食べているときも、美埜里さんはどこか遠い目をしていた。何かをひどく気にかけているように見えたのだ。

「どうしてそんなことを？」

「なんとなく……納得していないのかと思って」

　と感じたままを話すと、美埜里さんは苦笑を浮かべる。たぶん、図星だ。

「……光流君はあの結婚、どう思う？」

「私は……コルドバル卿がそうすると決めたなら、それもありだとは、思います」

　貴族同士の結婚で立場や家柄が優先されるのは、創作物ではお約束だ。話を聞く限り、この世界でだって珍しい話でもない。

　慎一さんが陛下と結婚したことの方が奇跡にも等しい例外なのだ。

　いや。あれは、ある意味で陛下の努力の賜たまものなのだろう。あれを幸運だの奇跡だのと言って片付けてしまうのは陛下に失礼かもしれない。彼女は単に──皇帝であるという自分の立場を『言い訳』に使うことなく、自分の想いを遂げるために何が必要なのかを必死に考えてそれを実行したに過ぎない。

「男性だけしか愛せないというわけでもないようですし……むしろ相手が理解あることも考えると、悪い話ではないかと」

「……そうよね。普通はそう考えるわよね。ルーベルト王子だって納得してたし」

　と自分に言い聞かせるように美埜里さんは言う。

　本当に珍しいことだ。私達から見れば彼女はひどく大人で……何事も綺麗にすっぱりと割り切って考え行動しているように見えていた。彼女の逡しゆん巡じゆんや当惑というものを私はほとんど目にしたことがない。

「でも、美埜里さんは納得していない、と？」

　尋ねれば、美埜里さんは首を縦に振った。

　少し意外だった。

　そもそもＢＬが好きで好きでＢＬのためなら世界でも滅ぼしかねない勢いのこの元女性自衛官のことだから……イルアラ・クレフ嬢の提案はむしろ好都合だったのではないか。何しろイルアラ・クレフ嬢はコルドバル卿とルーベルト王子がまた恋人同士に戻ることをむしろ歓迎しているような節もあって──

「やはり実際に結婚してしまうと、そういう妄想の邪魔になるということで……？」

「違うわよ。さすがの私だってその辺りの妄想とリアルの区別はつけてます」

　どの口が言うのやら。『腐の七日間』のことを私は忘れていない。というかトラウマだ。

「別に妄想するだけなら結婚してようがしてまいが構わないのよ」

　と美埜里さんは苦笑を浮かべて言った。

「そういうものですか？　でもそれなら、どうして……」

「単純に、なんか……嫌なのよね」

「……え？」

　予想外の言葉だった。

　良くも悪くも私達よりも大人である美埜里さんは、前述のように物事を綺麗に割り切って考え実行する。理屈ではなく、ＢＬ絡みでもなく、なんとなくの言葉にしづらい感覚的な部分を拠より所どころにして何かを主張する彼女というのは、珍しいように思えた。

「私は恋愛経験ってほとんどないの」

　と美埜里さんが言う。

　そういえば以前、慎一さんに聞いた話では──少々美埜里さんはファザコン気味なところがあるようだった。自衛隊に入ったのも、父に教わった武術を活かして父に認められたかったからとかなんとか。そのお父さんももう鬼籍に入ってしまわれたらしいけれど。

　ファザコン気味の女性、マザコン気味の男性が、恋愛においてひどく不器用になるという話はよく聞く。本来、子供が異性の親に対して抱く擬似的な恋愛感情は、本物の恋愛感情を抱く前の予行演習という側面が強いという説があるけれど……その予行演習と本物との切り替え時期を見誤ると、自分の感情を持てあますことになるのだと。

「だからこそ、性別を超えて互いを愛するＢＬって感動するし、大好き」

　で、美埜里さんの場合はそっち方面にハマってしまってますますおかしな方向に──ということらしい。

「もちろん自分の気持ちを押し殺して……って悲恋系のＢＬも刹那的で好きではあるけど……でも……」

　そう言って美埜里さんは瞳を伏せる。

「好きな人が今、幸せになれないなんて、嫌よ。嫌なの」

「…………！」

　一瞬だけど、私は大きく目を見開いて固まった。

　だって、まさか美埜里さんがそんなことを言うなんて思ってもみなかったのだ。

「光流君……？」

「──まだ間に合います、美埜里さん」

　私は彼女に詰め寄りながらそう言った。

　さっきは、コルドバル卿が選んだことであればそれでいいと言った。

　でもそれは、他の人も納得しているのであれば、という話だ。

　コルドバル卿に想いを寄せている人がいて。しかもその人が身近な人なら、話は別。

　片思いの辛さを、私は痛いほど知っている。報われないのではという思いがとても悲しくて苦しいことも。

　私は友人や身内の者に同じような思いはしてほしくない。

　いろいろとお世話になった『お姉さん』ならなおさらだ。

「止めましょう、結婚。そしてコルドバル卿の気持ちを変えられるのは、きっと美埜里さんだけです」

　一度した決心を覆すには、別の強い思いが必要だ。

　そして美埜里さんの想いは、それに匹敵すると私は感じた。

　ならばもう躊ちゆう躇ちよする必要は──ない。

「ありがとう、光流君」

　美埜里さんはそう言って静かに微笑む。

　それから私達は揃って闇の中に浮かび上がるエルダント城へと目を向けた。

　間に合うはずだ。けれど残り時間は少ないのも事実だ。

　私達には何ができる？　私達は何をすべきか？

「…………」

　今夜は眠れそうになかった。
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　昨日と同じ謁見の間。

　そこにガリウスはイルアラ・クレフ嬢を改めて呼び出していた。

　僕らも昨日と同様に──ただし今日は両開きの扉を大きく開け放たれた状態ではなく、こっそりと小さく隙間を空けて中を覗き込んでいた。

　とりあえず視界は狭いけれどもガリウスと、そして彼に向かい合うイルアラさんの背中が見える。たぶん、脇には女性騎士達もいるのだろう。

「クレフ嬢。このたびの貴女からの婚姻の申し込みについてだが……」

　謹んでお受けしよう。

　そうガリウスが返事をしてしまうと、すべておじゃんだ。

　だからこそ──僕らは躊躇せず、勢いよく扉を開いていた。

「ちょっと待ったぁ！」

　ちょっと待ったコール入ります！

「なっ……!?」

　驚いた様子でガリウスとイルアラさん、そして護衛の女騎士達がこちらを向く。特にガリウスは目を丸くして僕達の方を見つめ、絶句している。

「なんですか──いきなり、貴方達は!?」

　対して──ある程度はこういう事態を予測していたのか、驚きよりも怒りを孕んだ声でイルアラさんが言ってくる。まあノックもなしの乱入なんだから怒るのは当然だ。

「貴女、昨日の……？」

　とイルアラさんの目が美埜里さんを睨む。

　綺麗な人なんだけどその眼光がやっぱりすんごく鋭くて、僕なんかはその瞬間に腰が引けそうになった──しかし美埜里さんはそれを正面から受け止めると、堂々とガリウス達の方に向かって歩きながら言った。

「この結婚に反対します」

　僕と光流さんは、といえば彼女の足を引っ張らないようにと入り口付近に待機。

　しかし──正直、驚いた。

　まさか光流さんから、改めてガリウスとイルアラさんの結婚を阻止する計画を持ちかけられるなんて。しかもその理由が美埜里さんがそう望んでいるから、とは。

　でも僕はほとんど躊躇することなく、その計画に乗った。

　拒否する理由はない。むしろ僕としてはそれが誰であれ、結婚は好きになった人同士でしてほしいと思ったからだ。

　青臭い理想主義、ロマンチストと笑いたいなら笑え。

　でも漫画でもアニメでもゲームでもラノベでも、恋愛ものがエンタメの一大ジャンルを築き、たいていの作品にはその要素が入っていることを思えば──誰だって恋はしたいし、誰だってそのうえで幸せになりたいのだ。それは人間が生まれながらに持つ、普遍的な幸せのイメージであるはずで、奇跡のような幸運に恵まれてそれを実現した僕だからこそ、この喜びをできるだけ多くの人に味わってほしいと思う。

　僕はそう主張してペトラルカを説き伏せ……その上で、美埜里さん、光流さんをここまで連れてきた。

「貴女にガリウスさんを幸せにはできない！」

　どん！　という擬音とか背負ってそうな迫力で美埜里さんが言う。

　まずは美埜里さんの一手。けれど──イルアラさんはイルアラさんでまるで怯む様子もなく、目を細めて美埜里さんを睨んだ。

「どうして貴女にそんなことを言われなければならないのか、分かりません。ガリウス様の恋人でもない貴女に、私達の結婚についてもの申す権利があるとでも？　そもそも私がガリウス様を幸せにできないなどと、貴女に分かるはずが──」

「分かります！」

　と美埜里さんはやはり堂々と言い切った。

「だって貴女は、今の彼のことを考えていないんだもの！」

「今の……？」

　美埜里さんの言葉の意味が分からないのか、イルアラさんが訝いぶかしげに眉根を寄せる。

　さらに一歩彼女に向けて迫りながら美埜里さんは言った。

「ガリウスさんの幸せを望んでるって言ったわね。その覚悟もあるのかって。本当に彼の幸せを望んでいるのなら、彼の意にそぐわない結婚を申し込む時点で間違っているのよ」

「意にそぐわないなどと。彼が素直になれないから私が後押しを──」

「それに！」

　若干、動揺しているっぽいイルアラさんの言葉に覆おおい被かぶせるように言う美埜里さん。

　ものすごい迫力である。女騎士達も剣に手を掛けた状態のまま固まっている。ガリウスも呆然としたまま何も言えない。

　そんな彼を美埜里さんはまっすぐに見つめる。僕らの位置からは後ろ姿しか見えないので彼女の表情とか眼光はよく分からないけれど、きっとものすごく熱を帯びた視線を眼鏡越しに送り込んでいるはず！

（今だ！　今こそ！　告白だッ！）

　僕は心の中で応援し──

「私にだって、ガリウスさんの幸せを見守る覚悟がある！」

　……あれ？

「ＢＬに嵌はまり腐り続けて●年、腐女子業界にその人ありと言われた古賀沼美埜里を、馬鹿にしないでちょうだい！」

「…………あのさ」

　僕は傍らの光流さんの方を向いて問うた。

「そこ『見守る』なの？　私が幸せにする、とかじゃなくて？」

「いえ、あれがきっと美埜里さん最大の愛情表現です！」

　光流さん的には今のはまるっとオッケーだったらしく、彼は拳を握りしめて言った。

「どういうこと？」

「ＢＬは基本的に恋愛関係の中に自分を投影するのではなく、はたから見守るのが常識なのです。だから美埜里さん的にはあれが正しいんです！」

　ええええええええ？

「いや、でもここはこう、気持ちを伝えてキスでもかますもんじゃないの!?」

　むしろ僕はそのつもりで──そういう嬉し恥ずかしな場面を目撃するつもりでここに来たんだけど!?　ちゃんとスマホのカメラも映像モードでスタンバって！

「……って」

　そこでふと僕は気がついた。

　イルアラさんが黙り込んでいる。彼女の両脇の女騎士達も硬直したまま。

　はたして彼女らは美埜里さんの腐りまくった業の深い発言をどう受け止めたのか。

　怒ったか。戸惑ったか。それともまさか感銘を受けて納得した？　さすがにそれはないか。とにかく美埜里さんの腐女子発言が正しいかどうかとかはこの際、どうでもいい。今重要なのはそれがイルアラさん達に効果を及ぼしたかどうかだ。

　どうでる!?　イルアラ・クレフ嬢!?

　僕らが固かた唾ずを吞のんで見守っていると──
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「ミノリ……」

　驚いた様子でガリウスさんが私の名を呼んでくる。

　私はちょっと恥ずかしいとは思ったけれど、怯むことなく笑顔を返した。

　彼には幸せになってほしい。本当にそれだけだ。

　陛下にも──ペトラルカにもその傾向はあるのだけれど、この帝族達は、自分達が今の立場にいることについて、どこか後ろめたさを感じているような節が垣かい間ま見みえる。それはおそらく、自分達の親が自分の子供達を皇帝の地位に就けようと争って共倒れになってしまった過去に、起因しているのだろうと思う。

　親の希望を押しつけられたまま、それを撥はね除のける前に親に去られてしまった子供達。

　彼らは、彼女らは、だから自分の望みや願いをとりあえず脇に置いてしまうようなところがある。自分が幸せになるよりも、まず周りが幸せになるべきだと考えてしまう。

　そして最後に自分も幸せになりたいと願ったときには──自分もワガママを言って良いのだと分かったときにはたいてい、手遅れで。

　奇跡的に陛下については、上手くいった。彼女は自分の幸せを自分で摑んだ。

　けれど──彼は。

（なんだかんだ言っていつも妹のことばっかり気にしてるお兄ちゃんなのよね、貴方は）

　妹が幸せになれた。だからそれでいい。

　そんなふうに自分の幸せを諦めるとか──見ていて、辛い。すごく。

　だから……

「コガヌマ……ミノリ……？」

　不意にガリウスさんとは別の声が私の名を呟く。

　イルアラさんだ。彼女は──俯うつむいて拳を握り込み、身体を震わせていた。

　怒らせただろうか。でもそれも当然。はたから見れば私はただワガママを言うだけの邪魔者、道理よりも感情を優先するお子様だ。彼女は私よりも若いはずだけど、だからこそ自分よりも歳上の女が、子供みたいな理想論を吐いて自分の行く道を邪魔しようとするのには、ひどく苛いら立だつに違いない。

　だが──

「コガヌマ……ミノリ……？」

　と顔を見合わせて私の名を呟いているのは、イルアラさんの両脇にいる女騎士達で。

　…………いや。あの。私の名前──そんなに気になります？

　なんで彼女らまでが、私の名前に驚いたような反応を示しているのか。

　わけが分からず、私が戸惑っていると──

「コガヌマミノリッ!!」

　次の瞬間、イルアラさんが顔を上げると──床を蹴った。

　両手を広げてまるで獲物に襲い掛かる獣のように、この私に向けて飛びついてくる。まったく予想外の反応に私は──恥ずかしながら対応が遅れた。

　イルアラさんの両腕ががっちりと私の身体を捉える。

　力強く抱きしめられながら──…………………………って。

「な、何、何これ!?」

　え？　何？　絞め技でもされるの？　でもそれにしては──

　視界の端で、ガリウスさんや慎一君、光流君がぽかんとしている顔が見えた。

　私は混乱しながら、こちらの胸元に顔を埋めるイルアラさんを見下ろして。

　彼女は──

「会いたかった！」

　感極まったように上気した顔を上げてそう叫んでいた。

「会いたかった、私の──神様っ！」

　………………………………………………………………………………………………ええと。

　どういうこと？

　私が超展開に呆然としていると──後ろの方で慎一君がぽつりと。

「ここにきて、まさかの百ゆ合り展開？」

　なんて呟くのが聞こえた。
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「サインください！」

　とイルアラさんは言った。

　きらきらと、そりゃもう夢見て輝く瞳で。感極まって少し目を潤ませたりもしながら。まるで神様に向けて祈る乙女のように両手を胸元に揃えて──護衛の女騎士達と一緒に。

　…………何コレ。

　わけが分からなかったのだけれど、どうやらガリウスとの結婚を邪魔されて怒っているわけではないみたいだった。というかもうガリウスの結婚とかどっかに吹き飛んじゃった感じで彼女は、そして女騎士達も、美埜里さんに詰め寄って『会いたかった』『まさかこんなところで』とか繰り返していた。

　とにかくこのままでは埒があかないってことで──場を改めて話をすることにした。

　すると……

「美埜里さんがええと、イルアラさんの神様って……どういうことです？」

「すごく素敵な作品を作る人を、ニッポンでは『神様』って呼び讃たたえるんですよね？」

　とイルアラさんが嬉しそうに言う。

　あー。まあ素敵な絵を描くイラストレーターさんのことを『神絵師』とか呼んだりはするけれども。伝言ゲーム的にそういう習慣がこっちに伝わって、結果として尊敬できるクリエイターを『神様』って呼ぶのだと勘違いしちゃったわけか。

　いや、しかし──

「私、実はミノリセンセイのお描きになるマンガの信者なのです！」

　……はい？　美埜里先生？　漫画？

「え、美埜里さん、どういうことですか？」

「あー……ほら、たぶん、アレのことじゃないかしらね」

　美埜里さんは人差し指を立ててくるくる回しながら言った。

「シンジとサリウス本」

　あれか。僕らをモデルにしたと思おぼしきあの同人誌……

「あれ、私が原案──というか脚本で、作画を生徒の子に頼んでるのね。まあだから、私が描いてるってわけでもないんだけど、原作者として名前は書かれてるわけで……」

　待って、初耳なんですけど!?

　いや。でもよく考えれば当然の話か。

　そもそも僕やガリウスをモデルにしたような本、それこそ美埜里さんじゃなければ恐れ多くてとても作れないだろう。作画担当の学校の子も、美埜里さんの頼みで描いたなら自分が不敬罪とかに問われることはないだろうって思うだろうし。

「で、まあシンサリだったり、サリシンだったり、他スピンオフも作ったりしてシリーズ化してるんだけど」

「シ……シリーズ化……？」

　いつの間に!?　と僕が戦慄していると、イルアラさんが──

「私シンサリとリーサリが好きで！　今回の新刊なんて三角関係がもう……最高に神がかってて……」

　口元を押さえ、上気した頰で言うイルアラさん。

　ああ。駄目だ。腐ってる。完全に。

「しかし姫様、やはり最高の壁ドンは前回のサリシンだと──」

「私としてはやはり原点こそ至高にして至上かと──」

「まあ、貴女達、今回の新刊に懸けるミノリセンセイのお気持ちが分からないの!?」

　…………とかなんとか。

　女騎士達まで美埜里さんの名前聞いて固まってたのは、同じ腐仲間だからか。

　いや、まあ、オタク作品自体は〈アミュテック〉主導で他国に輸出したりしてるから、ツェルベリクの人が手に入れてたっておかしくはないんだけど……でもまさか美埜里さんや生徒の作ったＢＬ漫画を好んで読んで、さらにこうやってファンにまで腐つてなっちゃうしまうなんて……!!

「いずれお会いできたらとは思っていたんですけれど……本当、まさかこんなところで、ガリウス様の……」

　とそこまで言って。

　幸せ絶頂って感じだったイルアラさんは突如として自分の頰に両手を添えて青ざめた。

「ああ……私……私ってば、ミノリセンセイになんてことを……」

　……まあ思いっきり喧嘩売ってたしなあ。

　そもそもこっちの名前の感覚からして、コガヌマミノリってのが男性名か女性名かも分かっていたかどうか怪しいので、まさか自分がガリウスを巡って言い争っている相手が、たまたま手に入れたＢＬ本の作者だなんて思わないよね。

「あ、あの、私……ッ！」

　と護衛の女騎士達共々、がたがたと震え始めるイルアラさん。

　しかし──美埜里さんはといえば、もちろん怒ることもなく、むしろ慈しむような目で彼女らを見つめながら微笑んだ。

「いえ、むしろ私が割り込んだようなものよ……だから気にしないで」

「ミノリセンセイ……！」

「それより、こうやって同志に会えたこと、私もすごく嬉しい。ぜひ語り合いましょう」

「ああ……ミノリセンセイ！」

　イルアラさんの手を取る美埜里さん。

　彼女、ぽーっと上気した顔で美埜里さんを見つめているし、女騎士達に至っては涙ぐんでたりする。なんなのこれは。なんの図なの。

　なんか僕は宗教の誕生を見た気分だった…………いや。本題はそうではなくて。

「それで……ガリウスさんとの結婚についてだけれど」

　と美埜里さんが言う。

　良かった。一応、覚えてくれていたみたいだ。このままガリウスさんそっちのけで、延々と二十四時間耐久ＢＬ談義に入ったらどうやって止めようかと心配だったんだけど。

「ガリウスさんが貴女のことを好きで、貴女もガリウスさんのことを好きで、だから結婚したいっていうなら誰も止めない。でも……」

　そこで言葉を切って美埜里さんはガリウスの方を見る。

　彼は小さく頷いて──『クレフ嬢』と静かにイルアラさんの名を呼んだ。

「やはり……今回の話は、私は受け入れられない」

　きっぱりとした拒絶の言葉をガリウスは口にした。

「で、でも……」

　しかしイルアラさんは若干、未練があるようだった。

　怯おびえた子猫みたいな目で彼女はガリウスと美埜里さんの間で視線を右往左往させている。

「……イルアラさん、貴女はそれでいいの？　結婚を取引って……結婚したあともガリウスさんの好きにしていいって貴女は言ったけど、彼は……」

　もし彼女と結婚したら、それこそ、頻繁にエルダントとツェルベリクを行き来するようになるだろうし、ルーベルト王子とよりが戻っちゃうなんてこともあり得るわけで──

「私は……むしろそうしてほしくて」

　悲しげに目を伏せてイルアラさんは言った。

「……え？」

「ガリウス様がツェルベリクに来る機会が増えれば……ルーベルト兄様と……」

　……えっ、ちょっと待って!?

　まさか、まさかこの人──！

「ガリウスさんとルーベルト王子のための偽装結婚……!?」

　僕が思わず漏らした呟きに、イルアラさんは恥ずかしそうな表情で頷いた。

「…………」

　ガリウスもイルアラさんからの婚姻の申し出にそんな意図があるなんて、これっぽっちも思っていなかったのだろう。彼にしては珍しく間の抜けた顔をしていた。

「だ、だってルーベルト兄様、今もガリウス様のことを……」

　いや、でもだからってそんな。そんな理由で!?

　女性にとって結婚って大事なものだと思うんだけど……そこまで身体を張って二人の仲を応援したいって思うのか!?　それはルーベルト王子の気持ちを汲くんでなのか、それとも腐女子としての彼女の欲望なのか……ああもうわけがわからないよ!?

「イルアラさん」

　ぽん……と美埜里さんが、イルアラさんの肩に手を置いた。

　俯いていたイルアラさんはゆっくりと顔を上げ、縋るような目で美埜里さんを見つめる──

「それは本当に、彼らのことを考えた結果なの？」

「もちろんです！」

「じゃあどうして、貴女と結婚という手段をとったの？」

「え……？」

「本当に好きな人と一緒になってほしいなら、他の人と結婚するということ自体が、彼を愛から遠ざけない？　結婚すれば形式上は、彼は貴女のものになるのよ」

「それは……でもルーベルト兄様も同じことをしようとして」

　ルーベルト王子がペトラルカに結婚を申し込んだときのことを、イルアラさんは言っているのだろう。やはり今回のドタバタ、あのときのことと繫がっているのだ。

「それはルーベルト王子の意思でしょう？　今回とはまた別よ」

「……そうなの？　光流さん」

「……自発的か受動的かという話でしょうか……？」

　首を傾げつつもそう答える光流さん。さすがの彼もそろそろ美埜里さんの話についていけなくなってきてるみたいだった。

「貴女との結婚で、ガリウスさんの他の人との恋愛の可能性をなくしているわよね？　いくら貴女がいいと言っても……誰かを裏切るような人じゃ、ないと思うの」

「…………」

　イルアラさんは黙り込む。

　そして僕は、美埜里さんの主張に感動していた。

　確かに美埜里さんの言う通りだ。結婚してから他の誰かとそうなってもいいなんて、不倫しろと言っているわけで。けどそういうことを嫌がる人だっているだろう。美埜里さん、そこまで考えていたんだ。ガリウスのために……！

「それに、私達はモブなのよ」

　……ん？

「ＢＬ世界において、私達はモブキャラ。彼らの関係にしゃしゃりでちゃいけないの。自分と結婚して仲を取り持とうなんて、モブがおこがましいのよ」

　……んん？　なんだか話がおかしな方向に曲がっていってる気が。

「私達の役目は、いつでも彼らの味方であること。彼らの運命を温かく見守ることが大事なのよ！」

　なんだか美埜里さんの背後にザパーン！　と、でっかい波なみ飛沫しぶきが見えた気がした。気のせいだろうけど。でもそれはたぶん、イルアラさん達にも見えていたみたいで。

「……っ！　……ミノリ先生！　私……私、間違っていました！」

　熱い眼差しで美埜里さんを見つめながら、イルアラさんは感極まったように頭を振る。

　女騎士達までイルアラさんの側で跪ひざまずいて『尊い……』とかなんとか言いながら美埜里さんを拝んでいた。

「も、もしもーし……？」

　さっきまでの感動的な空気はどこへいった？

　話しかけても腐りまくった女達はまるで反応なし。それこそ僕や光流さんだけでなくガリウスまでもはや、眼中にない感じだった。

「私達、一生、ミノリ先生についていきます！」

　ひし、と美埜里さんにしがみつくイルアラさんと、その横ではらはらと落涙している女騎士達。その姿は奇跡を目の当たりにした信徒のそれだった。

「ＢＬ恐るべし……」

　僕は改めて文化侵略の恐ろしさを目の当たりにしたような気分になって……一人で戦慄していた。
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　まあそんなこんなで。

　ガリウスとイルアラさんの結婚話は無事、白紙となった。

　もともと滞在予定が今日までだったイルアラさんは、名残なごり惜おしそうにしつつも大人しくツェルベリクへと帰っていった。もちろん、名残を惜しんでる対象は彼女らの言うところのＢＬの神様──つまりは美埜里さんと離れたくなかったからだ。

「お手紙お送りします！　新作、楽しみにしています、ミノリセンセイ！」

　彼女は護衛の女騎士達共々、涙ながらにそう言って、エルダント城を後にした。

　ガリウスはというと、まあもう完全に蚊か帳やの外扱いになっていたとはいえ、もともとイルアラさんは彼に会いに来ていたということもあり──彼女らを見送って国境近くまで出向いていったみたいだった。

　そういうわけで──

「それにしても全然知りませんでしたよ」

　エルダント城に残った僕は、光流さんと美埜里さんがアミュテック離宮に戻るのを見送るべく、城の前に待たせてある羽車のところへと向かった。

「美埜里さんがガリウスさんのことを……その、好きだったなんて」

　まあもともとＢＬ本の貸し借りをする仲だった二人である。要は同好の士という奴で、好きなものについて語り合っているうちにそういう気持ちが芽生えるのも、まあ、不思議じゃないとは思う。

「後はガリウスさんの返事を待つばかりって感じですか、美埜里さん？」

「式は……やっぱり慎一さんのときみたいに盛大なものになるんでしょうか？　帝位継承権第一位ですものね、コルドバル卿は。考えてみれば玉たまの輿こしですよ」

　と──僕らは、照れる美埜里さんが見たくて、ここぞとばかりにお祝いの言葉を述べたりするのだけれど。

「……返事？　式？」

　美埜里さんはきょとんと目を瞬かせる。

　彼女はそれから数秒、僕達の言葉の意味を考えていたみたいで──

「ああ、そっか。そういうふうに思ってたんだ？」

　と言って笑い出した。

「……え？」

　僕と光流さんは顔を見合わせる。

　なんで笑われてるの？　何か変なこと言った？

「違うわよ、二人とも」

　ひとしきり笑ってから──美埜里さんぱたぱたと気楽な仕草で手を振って言った。

「好きってそういう意味じゃなくて。『推し』ってこと」

「……へ？」

「『推し』って……」

　何言ってんのこの人。

「本当にもういつから勘違いしてたの。慎一君だけならともかく光流君まで」

「か、勘違い？　だって美埜里さん、好きって……結婚をやめさせたいって……」

　尋ねる光流さんは明らかに狼ろう狽ばいの表情だった。無理もない。僕もわけが分からない。

　けれども──

「ガリウスさんのことは好きよ。数少ない同好の士だし、これ以上ないくらい推してるわ。推しの幸せを願うのは当然でしょ？」

『推し』ってのは……つまりあれか。

　好みのキャラとかお気に入りのキャラとかを表現するときの……

　えっと。つまり美埜里さんのガリウスに対する好きっていうのは、恋愛感情とかではなく、彼をキャラクター扱いしたうえで、お気に入りのキャラがイメージにそぐわない結婚ルートを進もうとしていたのを、阻止したとかそんな!?

　いやいやちょっと待って？　そんな理由でイルアラさん追い返されたの!?

　ひょっとして照れ隠しで冗談めかしているのかとも疑ったのだけれど、目を輝かせる美埜里さんは噓うそをついているようには見えない。むしろ力強く、彼女は胸の前で拳を握り締めてこう言った。

「私は慎一君とガリウスさんの可能性をずっと待ち続けるの！」

「待たんでいい！」

「そのために、新刊も頑張るわ！」

「頑張らなくていいです！」

「でも同じエルダント城に住んでるんだし、ガリウスさんにもワンチャンあるわよね？」

「ないです！　城での僕はペトラルカとラブラブするのに忙しいので！」

　…………

　なんだかんだで僕らは、美埜里さんに──僕らみたいなオタクのことを身体を張っていつも守ってくれていた、大好きな『お姉さん』に──幸せになってほしかった、好きな人と結ばれてほしかったわけで。なのに彼女ときたら……

「奥が深いのか業が深いのか……」

　と光流さんが溜め息をつく。

　僕としても、もう力なく笑うしかなくて。

　むしろ恋愛ではない、見返りなんていっさい求めない、傍観者としての感情であそこまで頑張れちゃうのかと思うと、なんかもう、清すが々すがしいというか──ただただＢＬってすごいとしか言いようがない。

「まあ美埜里さんがそれでいいなら、いいんだけど……ね」

　明後日の方向を見ながら、頼まれてもいないのに新作の構想を語り始める腐女子を眺めながら、僕達は揃って溜め息をついた。
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　日本との繫がりは切れても、僕らの学校は変わらず運営されていた。

　すでにオタク作品の供給はないのだけれど、促成栽培的に日本のオタク文化を叩き込まれた頼もしい生徒達は、既存の作品を語り合い、分析し、さらには二次創作し、神聖エルダント帝国発の漫画やラノベを生み出しつつある。

　僕らの仕事はそんな来るべき未来を担うオタク達が、少しでも効率良く成長できるように、あるいは迷ったときに誰かが手を差し伸べられるように、環境を整えてあげることだ。

　ある意味で本来の学校に近くなった──とも言える。

　国語。算数。理科。社会。その他、もろもろ。

　豊かな作品群は豊かな教育──というより雑学から生まれてくる。

　実利なんかどうでもいい、興味があればなんでもまず知ろう、知ったうえで次は応用しよう、という姿勢が創作者達を生み出す。そして創作者達は豊かな作品群を生み出し、作品群はさらに多くの読者や視聴者やプレイヤーを生み出す。僕達はそう信じているからだ。

　ともあれ──

　僕は今日も学校で授業を行っている。

　午前中の授業を終えた僕は、お昼休みに職員室へと向かった。お城からミュセルがお弁当を届けに来てくれているはずだ。楽しみ。僕と結婚して彼女はメイドの仕事から事実上解放されたはずなのだけど、機会があれば以前と同じように甲か斐い甲が斐いしく僕の食事の用意をしてくれる。この間なんかキャラ弁作ってくれたし。

「……あ。光流さん」

　廊下で僕は午後の授業を担当するために学校に出てきた光流さんと会った。

　ちょうどいい。彼には話したいことがあったのだ。

「もう聞いたかな？」

「何をです？」

「婚約の話。ガリウスさんと美埜里さん」

「…………は？」

　あ。やっぱり驚いてる。

　僕も昨晩、ペトラルカから聞いてびっくりした。

「本当なのですか？」

「うん。ペトラルカもかなり驚いてたみたい。たまたまお城に美埜里さんも来てたから聞いてみたんだけど──『またガリウスさんに意に沿わない結婚話が持ち上がったりしないようにするための偽装工作』なんて言ってさ？」

「……違うのですか？」

「分かんない。たださ……」

　イルアラさんが帰って数日が経たった。

　僕は時々──考える。

　美埜里さんが、ガリウスとイルアラさんの結婚話を阻止したことについて、ガリウス本人はどう思っているのだろう。別にガリウスは男性『しか』愛せないわけでもないみたいだし、彼の方で美埜里さんに対する気持ちが『同好の士』に対する友情から変化していった、なんてことはないのだろうか？

　今回の婚約話──実はガリウスの側からの提案だったらしいのだ。

「……今日、美埜里さんは……？」

「授業ないから休みだね」

　僕は学校に出るためにお城を出たのだけれど、美埜里さんはそのままお城に残った。

　婚約の発表について、ガリウスといろいろ話を詰めねばならないとかなんとか。

「……モブは推しと結婚してはいけないと、美埜里さん言っていませんでしたか？」

「ガリウスさんの方から言い出したからノーカンってことかな？　というか本当に結婚するわけじゃなくて、あくまでフリ、あくまで偽装だって美埜里さんは言ってて……」

「…………」

「でも……本当に偽装なのかな？」

「さあ、私からはなんとも……本人から直接話を聞いた慎一さんに分からないものが、私に分かるはずがないでしょう」

　と光流さんは苦笑する。

「けれど、まあ偽装でもそうではなくても、私はいいと思いますよ」

「で、でもさ──」

「……なんです、その顔？」

　光流さんに指摘され、僕は無意識に、自分の唇がへの字に曲がっていることに気付いた。

　ああ。いや。これはその──違うんだ。

「……改めて冷静に考えたら……本当にいまさらではあるんだけど……けっこう……フラグ立ってるのかなって思ったら……こう……」

　ああ。自分でも言葉がまとまらない。

　ずっと一緒にいてくれて、僕らを見守ってくれてたお姉さん的存在の人。

　彼女がガリウスを好きだというのなら、その想いは成就してほしいと思った。だからできる限りのことはしてあげたい、協力したいと考えた。

　ただ──

「取られちゃうのかなー……みたいな……？」

　自分でも幼稚な嫉妬だと思う。

　大好きな姉が結婚すると聞いて駄々をこねる幼い弟のような。

「ああ……なるほど？」

　と光流さんが納得の表情で頷いた。

「コルドバル卿は自分のことがずっと好きなはずなのに、と自うぬ惚ぼれている、と」

「そうじゃなくて！」

　どうしてそっちになる!?

　何度だって繰り返すけど、別に僕にその気はいっさいないし！

　……そりゃあガリウスの女装姿は綺麗だなーって思ったりもしたけど、でもそれはペトラルカに似てたからで。ガリウス自身にドキドキしたわけでは決してなくて！　本当に！

「別にいいんですよ、慎一さん。意地を張らなくても」

「光流さんまで変なあおり方しないで!?」

　と悲鳴じみた声でお願いする僕。

　そのとき──背後で、どさ、と何かが落ちる音が響いた。

　振り返って見ればそこには──

「ミュセル？」

　彼女は僕のために持参してくれたであろう愛妻弁当を……うおっ、愛妻弁当、なんだこのパワーワード……床に落っことしてしまっていた。しかも落としたそれらを拾う素振りも見せず、ミュセルは僕のことを見つめている。不安げな表情で、肩を小刻みに震わせたりなんかして。

「どうした──」

「シンイチ様……やはりコルドバル卿のことが……？」

　…………え？

「待って、ミュセル、何言って……」

「シンイチ様……先日……コルドバル卿に見み惚ほれていらっしゃって……」

「だから違うって!?」

　見惚れたっていつ!?　あ、もしかして女装してたときのこと言ってる!?　だからあれは本当にガリウスを見て赤面したわけじゃなくてね!?

「私……私……お側にいるの……ご迷惑でしたか……？」

「なんでそうなるの!?」

　と僕は叫ぶものの、変な方向に想像が暴走し始めたのか、ミュセルは目に涙を浮かべてその場から走り去ってしまう。もともとミュセルは変に自己評価が低いところがあるけれど、今回はそれが最悪のタイミングで発揮された感じだった。

　床に落ちたままの愛妻弁当がとても、わびしい。

「おやおや。新婚早々にお嫁さんを泣かしてしまって。相変わらず慎一さんは鬼畜プレイが得意ですね」

「誰が鬼畜やねん！」

　と──楽しげに笑う光流さんに、思わず関西弁で突っ込みを入れてから、僕はミュセルの後を追って駆け出した。

「ミュセル待ってってば！　誤解！　誤解だあああああ！」

　叫ぶ僕の声が、学校の廊下にこだまする。

　………………まあ、そんなこんなで。

　こうしたドタバタさえも、ここでは見慣れた平凡な日々の一コマだ。

　細々とした仕事や、考えねばならないことは山積みではあるのだけれど。

　先行き不安なことがないでもないのだけれど。

　それでもとりあえず、我らが神聖エルダント帝国は今日もおおむね平和で、僕達はおおむね幸せだった。


（つづく？）
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あとがき




　どうも、『アウトブレイク・カンパニー』ではお久しぶり、の[image: ]さかきです。

　恥ずかしながらこの度、一度終了を自ら宣言した筈のシリーズの外伝を上梓する事に相成りました（笑）。絵に描いた様な蛇足です。いやもう本当にお恥ずかしい。




　この外伝を書くきっかけになった出来事は幾つか在りまして。




　最初はサイン会で読者の方に「各キャラのその後の話が見たい」というお話をいただいた事です。ビジュアル担当のゆーげんさんと一緒にその話を聞いていたのですが、「じゃ、同人誌でやりますか」とゆーげんさんがおっしゃったので「いいですねえ」と。

　まあ。この時はゆーげんさんがお忙しい方なのは分かっていたので、リップサービスの可能性も含め、「出来たらいいなあ」位の認識でおりました。




　で──この数日後。

　うちのアシスタントをしてくれていた子──というか美み埜の里りの中の人というか、細々したサポート及び腐女子ネタを提供してくれていた文ふみ里さと荒あら城きが、別件での打ち合わせをしていた際に。

「あとがきで美埜里が偽装結婚でガリウスの所に行くんじゃないか的な事書いておられたでしょう。あれ見て、なんかこう、凄く創作意欲が滾たぎってしまって。同人誌で書いちゃっていいですか？」──とか言い出しまして。

（ちなみに彼女、ビーズログ文庫で先日、小説家デビューいたしました。『月華鬼　緋色の異端者と主従契約』──というか、つまり実質的に、これは美埜里が書いたニアＢＬという事に!?）




　更にツイッター上でも『慎しん一いちやミュセル、ペトラルカらのその後、本編とエピローグの間の話が見たい』的なご意見を幾つかいただきまして。




　これらはもう完全に偶然なのですが、立て続けにこういう事が在ったので、私もついつい「これはひょっとしていけるか？」とか思い始めたのですが。

　同人誌というのも随分、手に入れやすくなったとはいえ、やはり普通の文庫よりは買いにくい現状を見るに、講談社で正式な外伝として出して貰ったほうが、求める方の元に届きやすいのではないかと考えて、担当編集氏に打診したところ、ほぼ即答でＯＫが出まして。




　結果、今回の刊行と相成りました。有り難い話であります。




　本編終了後の後日談を書くのは別に、この作品が初めてではありませんが、何というか、一年以上間が空いてから、再び慎一やミュセル、ペトラルカ、エルビア、光流ヒカル、美埜里、ガリウス、といった面々を書くのは不思議な感覚でありました。

　ちとスランプに陥っていた時期という事もあり、「物書きとしての才能が涸れたか？　いや元から無いけど」とか「果たしてもう一度私に彼等の話が書けるのか？」とも思ったのですが、いざ書き始めると十日とかからず初稿をあげる事が出来たので、なんだかリハビリになったというか、慎一達に救われた印象すらあります。




　何はともあれ、こうして『アウトブレイク～』の新作が書けたのは、ゆーげんさんや、読者の皆様方、そして担当編集氏のお陰です。

　この場を借りて大感謝を。

　お楽しみいただければ幸いです！




２０１８年６月19日
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　──追伸。

　講談社で新作を二本立ち上げる事と相成りましたが、その片方、『嫁々いみぐれーしょん』──元々は全く関係ない話として組んでいたのですが、担当さんからの要望もあり、気がつくと「イラストはゆーげんさん」「慎一やミュセルらがレギュラーキャラとして出てくる」というスピンオフなんだかスターシステムなんだかよく分からないものになっております。

　勿論、単体でも読める代物なのですが、『アウトブレイク～』の読者様は、ちと別世界の慎一達を御覧いただけるかと思います故、どうかそちらもよろしくお願いいたします。
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本作品は、二〇一八年八月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







アウトブレイク・カンパニー

萌もえる侵しん略りやく者しや　外がい伝でん！




二〇一八年九月一日発行
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©Ichiro Sakaki 2018


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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